
































お庭番望月蒼司朗参る！




夏越祓と明日の約束








流星香





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。








　　目次




　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

　10

　ようこそ帝都へ

　プロフィール







































[image: ]




　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲かこまれた、強固な結けつ界かい領域である。

　内うち堀ぼりと外そと堀ぼりの間にある帝都城公園は、連日大勢の帝都民が訪れる賑にぎやかな憩いこいの場だが、北部は裁さい判ばん所しよや学校、図書館などのある、物静かで落ちついた区画となっている。日中の来園者が主おものこの区画では、夕方以降に遊歩道で見かける人影はかなり少ない。

　帝都城公園は堀にかかる橋を渡らなければ入れず、東西南北それぞれの橋には門がある。門に常じよう駐ちゆうする警けい備び員いんが厳しく目を光らせ、チェックしているので、怪あやしい者は帝都城公園に入ることはできない。

　園内は警備員が巡じゆん回かいしているし、あちこちにある売店や休きゆう憩けい所じよ、施し設せつの職員も常に来園者の行動に気を配っている。

　帝都城公園勤務の者たちは、不ふ穏おんな気配を敏びん感かんに察知し、ちょっと変わった物音がしたり怪あやしい声が聞こえたりすると、速すみやかに確認のために駆かけつける。滅めつ多たなことでは大事にはならない。

　帝都でもっとも安全な場所、それがこの帝都城公園だ。




「遅くなっちゃった……！」

　自習室での勉強を終えて、帝都図書館を出た白しら百ゆ合り女学院中等部の一年生は、外がい灯とうの光に照らされた遊歩道を、一人急ぎ足で進む。

（明るいうちに帰るつもりだったのに）

　昼間でも静かな北の区画は、遠くまで見通せて、音がよく響ひびくように整備されている。植え込みや樹木の陰かげなどの、外灯の光が届かない暗くらがりに怪しい者が身を潜ひそめていても、遊歩道へ出てこようとすれば、物音ですぐにわかる。

（怪しい人が近づいてきたら、大きな声を出す、売店へ走る……！）

　白百合女学院では、ＳＨＲシヨートホームルームで生徒に注意を促うながしている。日ひ暮ぐれてから寮りようへ帰るときは、特に用心しなければならない。この遊歩道は帝都大学の学生の通学路でもあるので、たまたまばったりと出くわした見知らぬ人すべてが怪しいわけではないだろうが、自じ衛えいのための警けい戒かいは必要だ。

（誰だれもいないのなら、安全なんだけど……）

　暗がりから誰かが出てきて、襲おそわれるのは怖い。しかし、暗くて寂さびしい場所で、周りに誰もいないのも怖い。

（学校の近くに行けば、誰か、帰る人がいるかも）

　白百合女学院と帝都学園の通学路となっている遊歩道なら、下校する生徒を見かけるかもしれない。知人や同じ学校の生徒でなくても、制服姿の人がいれば、少し心強い。

　白百合女学院は完全下校の時間を過ぎていて、職員室以外は真っ暗だった。帝都学園の校こう舎しやも同じようだが、グラウンドと体育館には、照明が点ついていて物音が聞こえた。下校する生徒は遊歩道にいなくても、帝都学園ではまだクラブ活動をしている生徒がいるとわかって、少しだけほっとした気分になった。

　一人歩きであることは同じだが、足取りが軽くなった女子生徒は、いくらか進んでから、ぎくりとする。

（……後ろから、音……）

　聞こえる────。




　────ビ、ビビ、ビビ……。




（気のせいじゃ、ない……？）




　────ビ、ビビ、ビビ……。




　足音ではなく、羽が震ふるえるような音。しかし、昆こん虫ちゆうが近くにいるのではない。

（背後に『何か』……）

　いる────！




　存在を感じるからこそ、女子生徒は怖くて振り返れない。足を止められない。

（でも……）

　勘かん違ちがいかもしれない。ここまで存在を感じさせるほど大きな昆虫なんているはずがない。

　振り返って確かめれば、はっきりわかる。だが、それはとても怖い。

（どうしよう!?）

　走って逃にげきれるものなのだろうか。大声を出したら、どうなるのだろう────。




「そこを動かないで！」

　進行方向から聞こえた清すがしい少年の声に、びくりと女子生徒は身体からだを震わせた。

「すぐにやっつける！」

　遊歩道の角から現れた小こ柄がらな少年が、女子生徒の横を物もの凄すごい速さで駆け抜けた。擦すれ違い様の一いつ瞬しゆんの風が、萌もえ出いずる若葉の薫かおりを運ぶ。

（今の）

　驚いたのと速かったのとで、よく見えなかったが、少年は帝都学園高等部の制服を着ていたように思う。

（まさか、あの……！）

　擦れ違った少年の姿を追って、女子生徒は振り返る。




　女子生徒の四メートルほど後ろにいたのは、体長一メートルはあるだろう巨大な蛾がだ。小柄な少年は、まっすぐにそれへと向かっていく。




「────お庭番、望もち月づき蒼そう司し朗ろう、参る！」




　一人歩きの女子生徒を狙ねらって現れた魔ま物もの『モスマン』をひたと見み据すえ、帝都城奥庭の四し神じんを連れた蒼司朗は、愛用の枝えだ打うち斧おのの刃やいばにかけていた袋を取り去った。よく手入れされた鋭するどい刃が、きらり、涼すずやかな光を放つ。

（一いち撃げきで、決める！）

　魔物と対たい峙じするのは、お庭番というお役目であっても怖いし、気持ちが悪い。だが恐おそれたり嫌いやがったりしていては、何も守ることができない。だから蒼司朗は逃げない。

「ミギャギャ！」

「キュイッ！」

「ピ！」

「「（しゃー！）」」

　蒼司朗が強固な意志を持っているから、奥庭の四神はピヨピヨの赤ちゃんの姿であっても、成せい獣じゆうと同じ確固たる力で蒼司朗を守る。帝都を守ろうとしている蒼司朗を助ける。

「成せい敗ばい！」

　女子生徒の血を狙ねらって現れた蛾の魔物を、蒼司朗の枝打ち斧が鮮あざやかに薙なぎ払った。




「キイィッ！」




　真まっ二ぷたつに分断されたモスマンは、真っ黒な塵ちりと化して散った。




「もう大丈夫だよ。怖いモノは、いなくなったから」

　くるりと枝打ち斧を回して刃に残った穢けがれを祓はらい、振り向いた蒼司朗は、女子生徒に微笑ほほえみかけた。

「ミギャ」

　蒼司朗のシャツの胸むねポケットから顔を出したチビ白びやつ虎こが、女子生徒へ愛あい想そうを振りまく。

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗の襟えり足あしにくっついているチビ青せい龍りゆう、頭に載のっているチビ朱す雀ざく、肩かたにいるチビ玄げん武ぶも、きょろんと顔を見せて、モスマンに追われて怖い思いをしただろう女子生徒を、円つぶらな瞳ひとみで見つめた。

（あ、可か愛わいいっ……！）

　帝都城奥庭の四神様と、そのお世話係だというお庭番様は、噂うわさに違たがわぬ癒いやし系だ。見ているだけで、ほわほわっとした温あたたかで幸せな気持ちになる。

　思わず頰ほおが緩ゆるみそうになった女子生徒は、しまりのない顔を見せるような状じよう況きようではないことを思い出し、ぐっと堪こらえた。

（こ、高校生の男子の先輩相手に、可愛いって、失礼よね！）

　ちっちゃな四神様に懐なつかれている姿は、可愛いとしか表現のしようがないのだが、助けてくれた相手に対して、これはきっと言ってはいけない言葉だ。

「……あ、ありがとうございました！」

　へらりと笑ってしまいそうになる顔を隠かくすように、女子生徒は蒼司朗へ礼をする。




「はい！　速すみやかに浄じよう化かしましょう～」

　旅行会社の添てん乗じよう員いんが持つ旗のように玉たま串ぐしを掲かかげて、帝都神社の小お此この木ぎ神官長が植え込みの陰から姿を現した。

　距離を取ってモスマンを結界内に捕とらえていた十名の神官が、結界を狭せばめながら遊歩道へと出てきた。




「小此木神官長……」

「ミギャ？」

　こんなに大勢の神官が近くで身を潜めていたことに、まったく気づかなかった蒼司朗と女子生徒は、びっくりして彼らを見つめる。

　遊歩道に魔物の穢れを残さないよう、神官に浄化の指示を出した小此木神官長は、女子生徒のほうを向いて注意する。

「暗くなってから、一人で帰るのは危ないですよ。お勉強は大切ですが、これからは明るいうちに帰るようにしましょうね」

「────はい」

　呆ぼう然ぜんとしながらも素す直なおに頷うなずいた女子生徒へ微笑み、視線を逸そらして小此木神官長は言う。

「真ま純すみくん、送ってあげてください」




「承しよう知ちいたしました」




　どこからか、まるで瞬間移動したかのように小此木神官長の斜ななめ後ろへと現れた『くのいち』、忍しのび装しよう束ぞくを着た公こう儀ぎ隠おん密みつの少女は、一瞬の早着替えで制服姿へと変わった。

（えっ!?　えっ!?　えぇっ!?）

　白百合女学院高等部の制服を着た少女を見て、女子生徒は目を丸くする。

（まさか、この先輩が……！）

　高等部に現役の公儀隠密が在ざい籍せきしていることは、白百合女学院の生徒なら皆知っている。

　驚いている下級生に公儀隠密の少女は、にこりと微笑んだ。

「高等部二年生の柳生やぎゆう真純です」

（ほ、本物、キター！）

　女子生徒は声も出ないほど緊張しながら、勢いよく柳生真純へお辞じ儀ぎをした。

　元気のあるお辞儀を見て、柳生真純は女子生徒に精神的な負ふ担たんはなかったと判断して安あん堵どする。

（寮りよう監かんの先生に報告しておくだけでよさそうね）

　小此木神官長たちが魔物を追っていて、蒼司朗がそれを退治したので、女子生徒に実害はなかったが、報告は必要だ。保健医のカウンセリングや診しん察さつは、寮監の判断に委ゆだねればいいだろう。

　柳生真純は小此木神官長と神官へ一礼し、ピヨ四神を連れている蒼司朗へも一礼する。

「奥庭の四神様、蒼司朗様、どうもありがとうございました」

「あ、ありがとうございました！」

　柳生真純に続いて、女子生徒も蒼司朗に一礼する。

　噂に聞く先輩と肩を並べ、女子生徒は緊張しながら寮へ帰っていった。




　柳生真純が一緒なら、心配はない。

　ほっと一息ついてから、蒼司朗は小此木神官長と帝都神社の神官に向かって、勢いよく頭を下げる。

「もうしわけありませんでした！」

　霊れい力りよくのない者には、結界の中でなければ、奥庭の四神の姿は見えない。

（あの子には、ビャクたちが見えてたし！）




　モスマンは警戒心が強く、賑にぎやかな場所を避さけ、少人数で行動する者を狙う、こそこそとした魔物だ。普通なら、蒼司朗が駆けつけた時点で、逃げていただろう。

　退治できたのは、神官が結界でモスマンを捕らえ、逃がさないようにしてくれていたからだ。

（作戦行動中だったのに……！）

　帝都に出しゆつ没ぼつする魔物、モスマンの討とう伐ばつのため、帝都神社の神官を率ひきいて小此木神官長が行動していたところに、蒼司朗は出しゃばった。

　蒼司朗が駆けつけなくても、神官の結界によって魔物は女子生徒と引き離され、気づかれぬままに退治されていただろう。




　身体を二つ折りにする勢いで頭を下げている蒼司朗の前で、小此木神官長は苦笑する。

「頭を上げなさい、蒼司朗くん。こちらの作戦に割りこんだのは本当ですが、奥庭の四神様が君にそうさせたのでしょう？」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神は、気配を敏びん感かんに察知する。チビ朱雀が警告を発したので、蒼司朗は女子生徒を危機から救うために駆けつけた。それはこの場にいる神官の誰にでもわかる。

「誰も、蒼司朗くんが余計なことをしたとか、思っていませんよ」

　神官たちは身を隠していて見えなかったのだし、あの場で女子生徒の背後に迫せまる魔物を見つけたなら、退治して然しかるべきだ。

「ほら、奥庭の四神様が、何事かと不ふ思し議ぎがっておられます」

　ピヨ四神に目をやった小此木神官長は、くすくすと笑う。

「ミギュ」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

（うわわ……！）

　円らな瞳で、きょろきょろと周りを見ているピヨ四神に気づいて、蒼司朗は慌あわてて姿勢を正す。

「はい、よろしい」

　小此木神官長は、起立した蒼司朗を満足そうに見つめた。

　帝都城と帝みかどの守しゆ護ご神しんである奥庭の四神様を連れているのに、蒼司朗がいつまでも神官長と神官へ頭を下げているのはよろしくない。

　ピヨ四神を気にする誠実な蒼司朗の姿は、神官たちの目にも、とても微笑ましく見える。

　浄化を終えて結界を解除した錦にしき野の神官は、枝打ち斧の袋を拾い、蒼司朗へ差しだした。

「お帰りの途中だったのでしょう？」

「はい」

　蒼司朗は会え釈しやくして、錦野神官から袋を受け取った。すっかり恐きよう縮しゆくしている蒼司朗に、反そり町まち神官は笑う。

「蒼司朗様には連絡してませんから、こういうことがあっても仕方ないですよ」

　帝都の神官が憧あこがれる、名めい誉よある『帝都城奥庭のお庭番』だが、蒼司朗は神官候補生であり高校生だ。神官修行や奥庭の作業も大切だが、未成年者の学業や生活を疎おろそかにさせるわけにはいかない。蒼司朗にとって時間外の魔物討伐作戦は、伝えられなくても当然だ。

　そして、神官としての能力が足りず、普通なら介かい入にゆうできないはずの結界が張られた場所にも、ピヨ四神の加か護ごを受けている蒼司朗は、苦もなく入りこめてしまう。

　ピヨ四神に機き嫌げんよく見つめられながら、枝打ち斧の刃に袋を被せている蒼司朗へ、小此木神官長は微笑む。

「蒼司朗くんは、まだまだへっぽこですからねぇ。早く一人前に結界が扱あつかえるようになりましょうね」

「はい、がんばります！」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　人間の言葉は通じないので、何を言っているのかはわかっていないが、蒼司朗の元気がいいと、ピヨ四神は嬉うれしい。




　奥庭の四神様のお世話係を、面と向かって『へっぽこ』呼ばわりできるのは、帝都最高位の神官である小此木神官長だからだ。

　晴れやかに返事をする蒼司朗と、無む邪じや気きにはしゃぐピヨ四神の鳴き声を聞き、そっと錦野神官たちは視線を逸らす。

（嫌いや味み言われてるんだよ、蒼司朗くん）

（わかってないよな）

　いたいけな者たちの純じゆん粋すいさが、どうにもいたたまれない。




　魔物が出没するようになった帝都では、モスマンによる被害者を出さないため、警戒を促している。若い女性の夜間の一人歩きは、要注意だ。

　名家の子女が多く通う、名門で由ゆい緒しよある白百合女学院の生徒は、モスマンの標的になりやすい。帝都神社では、同じく帝都城公園にある、白百合女学院の生徒のことを気にしていた。

　今日、帝都図書館を利用している白百合女学院の女子生徒が、日暮れてから一人で寮に帰るだろうことは、速やかに帝都神社へと伝えられた。女子生徒に被害が及およばないよう、帝都神社の神官が警けい護ごしたと言えば、とても聞こえがいいのだが。

（魔物を誘おびきだす、囮おとりに使われたんですよね……）

　たとえば、女性の警察官や公儀隠密を囮に使えば、モスマンは簡単に誘いだせるのだろうが、何か予期しない危険があるかもしれない。そうわかっていて、上司権限で命令するのは、いろいろと問題がある。

　だが、個人の事情で、たまたま偶ぐう然ぜん、モスマンに狙われそうな状態になってしまったのなら、それは仕方のないことだ。

　魔物退治の経験値を稼かせぎ、魔物の数を減らすのに、ちょうど具合がいい。誰も大きな声では言わないが、小此木神官長の考えそうなことなんて、神官たちにはまるわかりだ。

（だけど、それでも────）

（さっきのは、ちょっと、得した気分じゃないか？）

　神官たちは、柳生真純が連れて帰った女子生徒へ、ちらりと視線を送る。

　ちょうど遊歩道の角を曲まがるところだった女子生徒は、頰を上気させ、とても楽しそうに微笑んでいる。




　女子生徒は、魔物に襲われそうになったところを、帝都で評判になっているお庭番様に助けられた。赤ちゃん返りした、愛らしい帝都城奥庭の四神様の姿は、霊力のない一般人には滅多に見られないものだ。さらに、現役高校生で公儀隠密という、白百合女学院の誇りである生徒の柳生真純と一緒に寮へ帰るのだ。

　しばらくは、白百合女学院の生徒たちから羨せん望ぼうの的まとだろう。




　袋の口を紐ひもで縛しばり、いつものように枝打ち斧を持つ蒼司朗を眺ながめ、小此木神官長は首を傾かしげる。荷物が足りないのではないだろうか。

「蒼司朗くん、鞄かばんはどうしました？」

「あ、えーっと……」

　訊たずねられた蒼司朗は、視線を泳がせる。




「蒼司朗様」

　帝都城公園の巡回警備を行っていた、公儀隠密候補生・柳生蘭らん丸まるが、木こ立だちの間から遊歩道へと姿を現した。

「こちら、向こうの遊歩道の端はしに落ちていたのですが……」

　柳生蘭丸の持っている帝都学園高等部指定の鞄を見て、小此木神官長は目を丸くし、蒼司朗は慌てる。

「すみませんっ！　ちょっと置いてただけですっ！」




　チビ朱雀が警告を発したので、蒼司朗は鞄を遊歩道の端に投げ捨て、枝打ち斧だけを持って現場に急行したのだ。鞄は全生徒同じでも、ノートや教科書に名前が書いてあるので、誰の持ちものなのかはすぐにわかる。




（ちょっとって感じじゃあ、なかったけど）

　柳生蘭丸は、状況から事情を推すい測そくする。

　道端に鞄を放りだし、ピヨ四神を連れた蒼司朗が、ここにいる。

　少し離れた遊歩道で、妹の柳生真純が中等部の女子生徒を一人送っていき、蒼司朗の側には小此木神官長と帝都神社の神官が十人もいる。

　帝都には魔物が出没するので、十分に警戒せよとの命令が出ている。

　そして帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗は、名誉ある役職に相応ふさわしいよう、優すぐれた素行も求められる。緊きん急きゆう事態であれ、鞄を投げ捨てていくというのはよろしくない。

（……あぁ、なるほど）

　すっかり理解し、柳生蘭丸は微笑む。

「そうですか。すみません、余計なことをしまして」

「いえ、お手数かけてすみません……！」

　蒼司朗は柳生蘭丸から、鞄を受け取る。遊歩道の利用者に見つかって不ふ審しんに思われないよう、植え込みに向かって乱らん暴ぼうに投げたが、鞄は泥どろ汚よごれもついていなくてきれいだ。拾ってくれた柳生蘭丸が、丁てい寧ねいに払ってくれたのだろう。

「ミギャン」

「キュイキュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　頼りになる優しいお兄さん、という雰ふん囲い気きの柳生蘭丸へ、ピヨ四神は甘えた声で鳴いた。

　ピヨ四神の信頼も厚いと見て、小此木神官長は言う。

「では、蘭丸くん。蒼司朗くんを寮まで送ってください」

「あ、いえ！　オレ一人で帰れます！」

　公儀隠密候補生で、忙いそがしくしている柳生蘭丸を煩わずらわせるなんて、とんでもない。

　声をあげた蒼司朗へ、小此木神官長は微笑む。

「蘭丸くんと一緒なら、まっすぐ帰れますよ。寄り道していると、物理の宿題をする時間がなくなっちゃいますからね」

　柳生蘭丸が一緒であれば、もしもまたチビ朱雀が警告を発したとしても、それは蒼司朗が駆けつけなければいけない事態であるのか、確認してもらうことができる。




　帝都城奥庭の四神様の加護を受けたお庭番が行使する浄化の力は、特別なものだ。お庭番の力が必要となったときのために、蒼司朗には体力的にも精神的にも、万全の状態でいてもらいたい。

　勝手に出しゃばられて、蒼司朗の時間が削けずられるのは、帝都神社側としてとても都つ合ごうが悪いのだ。




「それでは、蒼司朗様」

　一緒に帰ろうと、柳生蘭丸は蒼司朗を穏おだやかに促した。




　可愛い四神様とともに、帝都の平和を守る帝都城奥庭のお庭番・望月蒼司朗は、今日も忙しい。
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　被害者を出さないための防ぼう御ぎよは大切だが、守りに徹てつしてばかりだと、魔ま物ものはいつまでも帝都に出しゆつ没ぼつするだろう。何体いるのかはわからないが、地道に退治していったほうが、魔物の脅きよう威いは減るし、新しい対策を練ねられるかもしれない。

　帝都城公園にある帝都神社では、帝都城公園内の施し設せつと連れん携けいして情報を入手し、魔物に襲おそわれそうな者がいたら警けい護ごして退治している。

　帝都神社に属していても、この魔物退治に関しては、蒼そう司し朗ろうは参加しないことになっているので、場所が近かった場合、何も知らずに駆かけつけてしまうこともある。




　帝都城下に出没する魔物を退治しようという動きは、四し神じん神社でもある。主おもに夜間、各四神神社では、その神社を実家とする子女が『自主的に』囮おとりとなって魔物を誘おびきだし、神官たちが結けつ界かいで捕とらえて退治する。

　一ひと晩ばんで退治した魔物については、帝都神社から四神神社へ派は遣けんされた神官が、出没場所と時間、数を持ち帰って報告している。




「君たちから見て、蒼司朗くん、どうですか？」

　執しつ務む室しつのソファに座った四神の戦士に、小お此この木ぎ神官長は訊たずねた。

　登校前、早朝からの呼びだしに応じた四神の戦士は、きょとんとする。

「え、と……、呼びだしのご用件は、望もち月づき先輩のことですか？」

　あどけない口く調ちようで訊ね返したが、安あん藤どう奏かなでの目は不満たっぷりに据すわっていた。睡すい眠みん不足は美容の敵なのにと、芙ふ蓉よう薫かおる子こは溜ため息いきをつく。

「私たちが夜間に退治した、魔物についてのお話かと思いましたわ」

「蒼司朗クンがどうって、何ですかそれ？」

　蔵くら田た実さね親ちかはどう答えればいいのか悩む。今の質問ではよくわからない。

　もう少し具体的に、小此木神官長は質問しなおす。

「えーっとねぇ、どこかで見かけたりしたときにかな。学校でうまくやってます？」

　神官としての用事で帝都神社に足を運ばないかぎり、中学生の安藤奏が蒼司朗と顔を合わせることはほぼない。芙蓉薫子と蔵田実親は帝都大学で、授業を受ける蒼司朗を見かけることがある。全ぜん寮りよう制せいの帝都学園高等部の生徒である篠しの原はら勇ゆう輝きは、今年度蒼司朗と同じ組で、実家は同じ帝都西地区にある。

　ニアミスする機会が一番多いだろう篠原勇輝へ、皆みなの視線が集まったが、朝が苦手な彼は、身み支じ度たくはしてきたものの、まだ起ききっていない半目だ。

　篠原勇輝から言葉を引きだすべく、小此木神官長は説明する。

「帝都学園高等部の寮の先生から、最近、相談を受けたんです。授業で忘れ物が多いようで、注意して見ておいてくれと学校の生活指し導どうに言われたと」

　高校生である蒼司朗の生活で負ふ担たんとなっているのは、帝都神社での活動だと考えられたのだろう。

　蒼司朗は望もち月づき造ぞう園えんや奥庭の庭仕事もやっているが、それよりもイレギュラーが多く、いろいろな面での負担が大きいのが、帝都神社の仕事だ。あまり無理をさせないでくれと、釘くぎを刺さされてしまうのはわかるが、帝都神社側は蒼司朗に対してこれまでどおりに便べん宜ぎを図はかっているつもりだ。

　注目され、億おつ劫くうそうな様子で篠原勇輝は口を開く。

「……忘れ物、あー……、このところ毎日、何かやらかしてるっスね。教科書とか、体たい操そう服ふくとか」

「毎日……!?」

　小此木神官長は思わず声を漏もらし、蔵田実親たちは眉まゆを顰ひそめる。

「それは、ちょっと、よくないですね」

　別の組の友だちから借りた体操服は、小こ柄がらな蒼司朗にはぶかぶかで『忘れたので借りました』感がハンパなかった。授業が始まってから、教科書を入れ間違えたことに気づくと、隣となりの席の生徒に見せてもらうため、机を移動させて隣の生徒の机とくっつけなければならないので目立つ。蒼司朗はこのところ、確かに悪目立ちしている。

「体操服は、小此木様も見てるっスよね。体育のとき、いらしてるから」

　蒼司朗が他の生徒と同じに体育の授業を受けられるよう、小此木神官長はその間ピヨ四神と枝えだ打うち斧おのを預かっている。ぶかぶか体操服姿の蒼司朗を、小此木神官長も見ている。

「珍めずらしいなー、とは思ってたんですけどね」

　あんな格かつ好こうで蒼司朗が体育の授業を受けているのを見たのは、初めてだ。毎日あの調子では注意を受けて当然だと、小此木神官長は溜め息をついた。

　蔵田実親と芙蓉薫子は顔を見合わせる。

「大学で見かけたときには、特に気になるところはなかったように思うけど」

「えぇ。忘れ物をしたという話も聞きませんわ」

　常にバタバタしているので話をするために蒼司朗を呼び止めるのは難しいが、大学での授業態度に何か問題があれば、蒼司朗に注意してくれるよう、教授は蔵田実親と芙蓉薫子へ頼んでいただろう。

「大学の授業の忘れ物はないんじゃないっスか。あいつ、毎日持ってきて、昼休みに勉強してるから」

　神官の資格を取るため、蒼司朗は懸けん命めいに勉強している。

「あー……、なるほど。鈴すず宮みや神官ですね」

　小此木神官長は納得する。

　昼休みに学校へ弁当を届けている鈴宮神官は、蒼司朗にとって大学の授業でよくわからなかったことを教えてくれる、いい先生に違いない。

　安藤奏は首を傾かしげた。

「どうして今ごろ、こんなことに？　疲れが溜たまってる、とかですか？」

　蒼司朗が多た忙ぼうなのは、帝都に来てからずっとだ。魔物の出現で、ここ最近、確かに面倒くさいことになっていたが、それは蒼司朗に限った話ではない。帝都の神官たちも四神の戦士の皆みなも、状じよう況きようは似たようなものだ。

「奥庭の四神様が一緒なのだから、蒼司朗くんにそういうのはないのではなくて？」

　ピヨ四神は敏びん感かんに察知して、疲労が蓄ちく積せきしないよう蒼司朗を癒いやしてくれるだろう。芙蓉薫子の指摘はもっともで、安藤奏は納得して前言を撤てつ回かいした。

　不可解だという様子の小此木神官長たちを眺め、篠原勇輝は半目のまま頰ほお杖づえをつく。

「フォローしてた奴やつがいなくなっちまったから、ヤバイことになってんだ……！　とっとと元に戻さなきゃ、あのボケチビのへっぽこに磨みがきがかかるぜ」

　けっと篠原勇輝は吐はき捨てるが、小此木神官長は眉を顰める。

「蒼司朗くんをフォローしていた人ですか？　そんな人は」

「従い兄と弟こですよ。今は魔ま界かい侯こう爵しやくだけどさ」

　篠原勇輝に言われて、小此木神官長たちは、はっとする。

（魔界侯爵のことは覚えているのに……）

　そういうことにしようと決めたのに、あれが蒼司朗の従兄弟だということは、すっかり記き憶おくから消えていた。

　蒼司朗と同じ空間にいる時間が長く、顔を合わせる機会が一番多い篠原勇輝は、何度も覚え直すことで、かろうじて蒼司朗に同学年の従兄弟がいたことを忘れないでいる。

（元に戻すって……）

　篠原勇輝は言うが、簡単に元に戻るとは思えない。しかし、このままではいけない。

　速すみやかに対処できそうなことを、蔵田実親は提案する。

「公こう儀ぎ隠おん密みつ候こう補ほ生せいへサポートを頼むのは、どうでしょう。柳生やぎゆう本家の人じゃなくても、適当な人がいるのではないですか？　蒼司朗クンの高校生活は、二年切ってますし」

　努力家の蒼司朗は、高校在学中に神官の資格を取るだろう。もっとも蒼司朗が多忙を極めるのが、今のこの高校在学期間だ。

　柳生本家の末っ子は蒼司朗と同学年だが、女子であり、公儀隠密なので、蒼司朗を完全にフォローするだけの余裕はない。公儀隠密候補生として修業をしている高校二年生の男子に頼んで、蒼司朗についてもらうのが具合がいい。

「そう、ですね……。それしか」

「駄だ目めっスよ」

　言いかけた小此木神官長の言葉を、無礼を承しよう知ちで篠原勇輝は遮さえぎった。

「そんなの、あのチビは納得しないし、奥庭の四神様のお眼鏡めがねに適かなうかなんてわからない」

　反論の余地はなく、小此木神官長は口を噤つぐむ。

　納得するもしないも、蒼司朗なら、命めいじてでも強制的に従わせることができるが、無理を通してピヨ四神の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。

　それでも安藤奏は、帝都を守護する者の生活態度に問題があるのは嫌いやだと思う。

「ただフォローするだけなんですし、やるだけやってみて、その後に考えればいいんじゃないですか？　試ためす前から、否ひ定ていだけされても困ります」

　神様だからと、ただ甘やかして可か愛わいがるだけでなく、蒼司朗はいつだって、ピヨ四神を上手じようずに宥なだめていた。蒼司朗は自分の立場を弁わきまえている。身の回りのサポートをする者をつけられたなら、そのように行動するはずだ。

　口を尖とがらせる安藤奏へ、ふんと篠原勇輝は鼻を鳴らす。

「俺たちでも知ることができないところのフォローを、どうやってやるんだ？」

　学校生活なら、生徒として学校と寮に潜せん入にゆうすれば、蒼司朗の手助けができるだろう。だが、蒼司朗は神官修行と庭師見習いの修業をしている。蒼司朗が朝夕作業をしている奥庭に、帝みかどと若様以外は入れない。優秀な公儀隠密候補生であっても、専門職である神官修行と庭師見習いの手助けはできないだろう。

「あのチビが感じたり考えたりしたことは、あのチビにしかわかんねぇ。命じられたことにおとなしく従うとしても、いきなりあてがわれた相手に、毎日ちょっと思ったことを、洗いざらいぶちまけるわけねぇし」




　それは幼おさないころに若様の護ご衛えいの任を仰おおせつかった篠原勇輝だからこそ、強く実感できる。

　思うことがあっても、若様は何も話さない。苦しくても、我が慢まんする。すべての民への公正公平を理想とする若様と蒼司朗は違うが、周りの者が知りたいだろう肝かん心じんなことは、そう簡単に言葉で聞けないのだと、篠原勇輝は知っている。

　だから篠原勇輝は、自分の立ち位置を常つねに明確にする。

　若様には、全面的に友好的であることを示し、若様が言葉にしなくても察することができるよう、努つとめている。蒼司朗とは相容れないと、はっきりした態度を取り、馴なれあうつもりのないことを示している。

　偽いつわらないから、篠原勇輝は蒼司朗から信頼されている。




「元に戻るのが、一番なんスよ」

（あるいは────）

　緩ゆるく首を振って、篠原勇輝はソファから腰こしを上げた。




「勇輝くん？」

　どうしたのだろうと見つめる小此木神官長へ、篠原勇輝は頭を下げる。

「若様のお迎え時間なんで、失礼します」

　篠原勇輝は護衛として若様の外出に同行する。登校のお迎えは、いつものことだ。

　蒼司朗の生活態度に問題があろうとも、若様に悪い影えい響きようはない。なので、今の篠原勇輝が優先するのは若様である。

「あぁ、もうそんな時間ですか。若様に、どうぞよろしく」

　お役目を妨さまたげるほどの用事ではなかったので、小此木神官長は篠原勇輝へ微笑ほほえんだ。

「ういっス」

　ゆるっと頭を下げ、篠原勇輝は小此木神官長の執務室から退出した。




　篠原勇輝は帝都城に寄ってからの登校で、回り道になる。回り道になるぶん、少し早く動かなければならないが、他の者たちも、それほどゆっくりしてはいられない。

「奏くんも登校時間ですね」

「はい」

「今日は私も、一講目から授業ですわ」

「僕は午後からですけど、図書館に寄ってから登校します」

　四神の戦士は、帝都民の手本となれるよう、がんばっている。

「監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだと、帝都神社のせいにされて僕が呼びだされないよう、しっかり勉強してくださいね」

　笑顔の小此木神官長に見送られて、三人は執務室を出た。




（小此木様、けっこう、煮に詰つまってたみたいだ）

　三人で帝都神社の参道を歩きながら、安藤奏は溜め息をつく。

　学校は特とく殊しゆな閉へい鎖さ空間で、関係者でも情報収集が難しい。蒼司朗がどうしているのかがまったくわからなかったので、どう手出ししていいか、考えあぐねていたのだろう。

　蔵田実親は軽く唇くちびるを嚙かむ。

「声はかけなかったけど、蒼司朗クンのことは、これまでわりと見かけていたのだけどね」

「前と変わらないように見えたから、わからなかったわ」

　先輩として、蔵田実親と芙蓉薫子は少し情けない。二人の気持ちもわかるが、安藤奏は視線を逸そらす。

「あの人、めちゃくちゃ強がりですから、仕方ないですよ。ぶっ倒れるまで、がんばるタイプですもん」

　蒼司朗に分不相応の責務を押しつけていることは、誰もがわかっている。それなのに、真ま面じ目めな蒼司朗は、律りち儀ぎに期待に応こたえようとする。だがその努力は、明らかに蒼司朗のキャパシティを越えている。

　それでも、目立った失敗がなかったのは────。




　蒼司朗には、手助けしてくれる賢かしこく優しい従兄弟の存在があったから。




「……勇輝先輩は、あの魔界侯爵を元に戻すつもりのようですけど」

　安藤奏は皆まで言わず、口を噤む。蔵田実親と芙蓉薫子も、視線を落とす。




　望月家の宝である『緑の石』に惹ひかれたように、昼間から蒼司朗に近づいてきたが、もう一度同じことが起こるかどうかはわからない。まだ近くにいて、再び姿を現してくれればいいが、もうどこか別の場所に行ってしまったかもしれない。そもそも魔界侯爵と会えなくては、元に戻すことはできない。

　そして魔界侯爵は、凄すさまじい瘴しよう気きを纏まとっていた。霊れい力りよくのない普通の人間には、とても耐えられないだろう瘴気だ。

　記憶がないので信じられないが、あれが本当に蒼司朗の従兄弟だとして、果はたして元に戻せるものなのだろうか。人間を魔界侯爵へと変えている何かから解とき放ったとしても、以前と同じとは────。




（元に戻せなかったら、どうなるんだろう……）

　声に出すと、そういう未来を呼び寄せてしまいそうで、安藤奏は怖い。同じ思いを抱いだくから、蔵田実親と芙蓉薫子も何も言えない。




「────なるようにしか、ならないよ」

「えぇ、そうね」

　目を逸らしているだけで、結果はもう決まっているのかもしれない────。




　そして、もうひとつ、言葉にできないことがある。




『四神神社の神官は、魔物を直接退治することができない』




　各四神神社へ派遣している神官によって、報告されているだろうから、小此木神官長は知っている。知っていて、何も言わない。

　帝都神社の神官や蒼司朗は魔物を攻こう撃げきし、退治することができるのだが、四神の戦士を含む四神神社の神官の攻撃は、魔物に効きかない。

　四神神社では魔物を結界で包ほう囲いして圧あつ縮しゆくし、潰つぶして退治している。




　目まの当たりにすることになって、ようやくはっきりとわかった。

（帝都に襲しゆう来らいした、魔物は────）

　神の代替わりを促うながすものだ。

　奥庭の四神は蒼司朗によって代替わりしたから、蒼司朗も帝都神社の神官も魔物と戦うことができる。だが、帝都は奥庭の四神だけで守しゆ護ごできるものではないので、手こずっているのだ。

　四神神社で祀まつっている神、四神の戦士の神も代替わりしなければ、先がない。

（魔物は、また現れる）

　それは確信だ。




　蒼司朗のことは気になる。

　蒼司朗の従兄弟のことも気になる。

　だが、帝都を守り抜けるかどうか、それが四神の戦士を受け継ついだ者にとっての最重要事項だ。




　前任者から、四神の戦士の資格を引き継いだとき、あのときの誇ほこらしい気持ちは、今も四神の戦士皆の胸むねを熱くさせる。

（けれど……）

　祀っている四神を超える新しい神の力を手に入れなくては、帝都は守れない────！




「それじゃあ、私はここで」

「ル子姉、またね」

「午後の授業で会おう」

　芙蓉薫子は帝都大学に向かい、安藤奏はその後、帝都図書館に行く蔵田実親と別れて、帝都学園中等部へ向かう。

　それぞれ一人になってから、望ぼう威いにもらった『不思議の色石』のことを想う。




　四神の戦士が受け取った、祀っている四神を象しよう徴ちようする色の『不思議の色石』。

（あれは、あの石そのものに力があるわけではなく）

　欲する力を明確にするための『印』だ────。
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　帝都学園高等部の寮りようにある厨ちゆう房ぼうの仕事は、平日の朝と夜の食事を調理して、生徒や職員に給きゆう仕じすることだ。

　食材や調味料は、献こん立だてを作成した栄養士によって業者に発注され、寮へ届けられる。調理の時間があるので、調理師たちの作業は寮の食事時間の一時間以上前から始まり、作業終了は食事を予定していた者たちの食器をすべて洗い終え、厨房の掃そう除じが終わった後だ。

　寮に住み込みで働いている職員の賄まかないは一日三回あるが、登校した生徒たちの昼食は作らない。

　作業時間外の調理師たちは、器具や備品の手入れや不足している物の調達をする。その他の空いている時間は、自由に使える。趣しゆ味みの散歩や体力づくりのランニング、個人的な買い物に出かけてもいい。

　臨りん時じ職員として調理師をしているハイムエンデの外出は、買い物や、帝都に来た本来の仕事のためだ。ハイムエンデの表の仕事は古美術商、裏の仕事は幻げん獣じゆう使いである。




　賄いの昼食を終えたハイムエンデは、財さい布ふ以外何も入っていない鞄かばんを持って外出した。

　船で世界を旅する古美術商は、こまめに店を覗のぞいて商品を買いつけなくてはならない。

（掘りだしものを見つけたら、買っておかなくちゃ）

　偶ぐう然ぜん見つけたものが、思いのほかよいものということはある。機会を逃のがしてはいけない。




「こんにちは、ハイムさん」

「こんにちは。えぇ天気ジャね」

　顔見知りになった近所の人や店員と挨あい拶さつをしながら、ハイムエンデは帝都城下を歩く。




「────帝都東地区の商店街に向かっているようです」

「よく歩いている場所だな」

　要注意人物として行動を監かん視ししている巡じゆん査さや公こう儀ぎ隠おん密みつが、寮を出たところからずっと、複数でさりげなく交代しながら尾び行こうしているが、ハイムエンデはまったく気づかない。




「ハイムちゃん、この間のアレ、入ったよ」

　駄だ菓が子し屋やの店先に出した縁えん台だいに腰こし掛かけ、猫ねこを膝ひざに載のせている老婦人が、店の前を通りかかったハイムエンデを見つけて声をかけた。ハイムエンデは、にこっと微笑ほほえんで駄菓子屋に向かう。

「シタら、モロてきまス。ヨカ？」

「はいはい、毎度」

　老婦人は膝の猫を抱だいて、店に入る。老婦人に続いてハイムエンデも店に入った。




　商店街の中で尾行を交代した公儀隠密候こう補ほ生せいが、斜ななめ向かいの本屋で立ち読みしながら、広げた雑誌越しにハイムエンデを見つめる。

（何を買うつもりだ？）

　たとえ駄菓子屋の商品であっても、物によっては、何か帝都に大変なことが────。




　老婦人は紐ひもで束たばねた商品を、ハイムエンデに渡す。

「じゃあ、二十個ね」

「ホイ。まっこと、素す晴ばらしカもんタイね。畳たたんで、しまえるキ。この国ラシか」

　代金を支払って、ハイムエンデは受け取った商品を鞄にしまった。




　何を買ったのだろうと、凝ぎよう視ししていた公儀隠密候補生は、がくりと脱だつ力りよくする。

（紙風船……！）

　かさばらなくて軽く、色も鮮あざやかで、客にちょっとした外国土産みやげとして渡すには、確かに具合のよさそうなものだ。

（あれで、帝都に何かは、ないな……）

　紙風船で滅ほろびるような都も、嫌いやだ。




「ホナ、また」

「はいはい。これ、おまけだよ」

　老婦人からきな粉こ棒ぼうをもらって、ハイムエンデはその店での買い物を終えた。

　ハイムエンデは育ての親であるビョートル老人から譲ゆずり受けた、古い帝都の観光地図を見ながら帝都城下を歩く。交代を繰くり返しながら、尾行も続く。

　新しん装そう開店の宣伝のため表へ出ていた店員に話しかけ、ハイムエンデは赤い風船をもらった。赤い風船片手にきなこ棒を食べ、ハイムエンデは機き嫌げんよく歩き続ける。




（調子が狂うなぁ……）

　風船を持って、のほほんと歩くハイムエンデを尾行している者たちは、ひどく無む駄だなことをしている気がしてならない。




　人々の平へい穏おんを脅おびやかすほどの恐おそろしい幻獣を帝都に放っている、迷めい惑わく極きわまりない人物なのだが、ハイムエンデはただの幻獣使いだ。依頼されたことを行っているにすぎない。

　故こ郷きようを持たない戦せん災さい孤こ児じであるハイムエンデは、どの土地にも執しゆう着ちやくしない。災わざわいはどこにでもあり、生き残る者と亡なくなる者は、ごく普通に存在する。それだけだ。

　野心や悪意を抱いだいていないハイムエンデの気は、そういった感情が放つ禍まが々まがしいものや穢けがれとはまったく無む縁えんだ。罪悪感や後ろめたさもない。気を探るだけでは、どこにでもいる『普通の人』なので、注意深く尾行している者たちは、一般人の素そ行こう調査を行っているような錯さつ覚かくを起こしそうだ。




　尾行に気づいてはいないが、監かん視しされていても支し障しようがないように行動するのは、ハイムエンデにとって普通のことだ。ぼんやりしていて暢のん気きだが、幻獣使いであることを関係者以外に知られてはならないというのは、よくわかっている。

　買い物をしたり、商品をひやかしたりしながら、ふらふらと歩き回っているようにしか見えなくても、ハイムエンデはちゃんと幻獣使いとしての仕事をしていた。

（えーと、残るは、大物が一匹）

　ビョートル老人の地図の書きこみを見ながら、ハイムエンデは確認する。

　幻獣使いとしての仕事は、これが最後。

（こんなに一気に何種類も幻獣を放つことになるなんて、予想もしてなかったな）

　放った幻獣が土地神を滅ぼし、次代の神となるべく落ちついたなら、帝都でのハイムエンデの仕事はいったん終了する予定だった。依頼者からの催さい促そくがなければ、ハイムエンデの判断と来らい訪ほうの都つ合ごうで、何年か後に次の幻獣を放つ。

（長く栄さかえた都だから、バジリコックだけで終わるかと思ったのに）

　あの幻獣をよく知っている者が、帝都にいたとは。しかしその縁も、この都が引き寄せたものだ。どんなに栄えている勢いのある都も、間が悪ければ一夜にして簡単に滅びる。朽くちかけていても、なかなか落ちない都もある。幻獣を退しりぞけることができても、その後、つまらないことで駄目になってしまう都だってあるのだ。

　帝都が幻獣を次々と退け、持ちこたえているのは、たまたま、今がそういうときだからだ。

（……よし、これで明日には出てくる）

　計画的に数日かけて帝都城下を歩き回ることで、ハイムエンデは幻獣を目覚めさせる段取りを整えた。一仕事終えたハイムエンデは、買い物をして足取りも軽く、財布も落として寮へと戻った。




　帝都大学での授業がない日、蒼そう司し朗ろうは放課後、望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師として作業に参加している。今日の望月造園の作業場所は、青せい龍りゆう神社近くの料りよう亭てい『由よし泉いずみ』の庭だ。

　学校が終わってから『由泉』へ来た蒼司朗を、伯お父じの望月左さ近こんは笑顔で迎えた。

「蒼、曾ひい祖じ父いさんが作った庭だ。しっかり見とけ」

「はい……！」

　蒼司朗は緊張しながら作業に参加する。見習い庭師の蒼司朗にできることは、掃除や使い走りぐらいだが、一見さんお断りで由ゆい緒しよある、予約が取れないほど人気の高級料亭の庭に入れるのは、とても光栄だ。




（ここが、曾祖父ちゃんの庭なんだ）

　蒼司朗が生まれるずっと前に亡くなっていて、写真も残っていないが、その人は確かに庭師としてここにいた。仕事にかけた熱い思いを、感じ取ることができる。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

　しみじみと庭を眺ながめる蒼司朗を真ま似ねて、くっついているピヨ四し神じんも、きょろきょろと庭を見回す。

　店や個人邸てい宅たくの庭は、庭師の個性がより強く表れる。蒼司朗の曾そう祖そ父ふが作ったという庭は、力強く雄お々おしい雰ふん囲い気きがした。望月左近の指示で、庭師たちはもともとのバランスを崩くずさないよう、庭木を整え、劣れつ化かした部分をきれいに補ほ修しゆうしていく。




　伐ばつ採さいした枝葉を集めて袋に詰め、庭の端はしに運びだした蒼司朗の横へ、品のいい和服姿の紳しん士しが来た。作業中の庭に入ってこられるのは、客ではなく関係者だ。

（ご主人だ）

　新聞のコラム欄らんで写真を見たことがある。蒼司朗は『由泉』の主人、佐さ久く島ま茂しげ信のぶに会え釈しやくする。

「こんにちは」

「こんにちは、お庭番様。どうですか？　うちの庭は」

　穏おだやかに訊たずねられ、蒼司朗は微笑む。

「曾祖父の庭を残していただけて、嬉うれしいです。とても大切にされている庭だと思います」

　素す晴ばらしい庭だと蒼司朗が言ってしまうと、身内自じ慢まんのようだ。言葉を選んだ蒼司朗へ、佐久島茂信は頷うなずいた。

「わたしがまだ幼おさないときに、この庭を作ってもらったんです。この庭にしてから、よりよいところから仕入れができるようになった、上客がついて商売が順調になったと、父がこの庭を気に入っていましてね。わたしの代でも、その縁えん起ぎを担かつがせてもらっているんです」

「そうなんですか」

　手入れされながら何年も形を変えない庭には、理由がある。

「息子むすこの代になっても、この庭を守っていかせます。望月造園さんには、これからもこの庭の手入れをお願いしたいと思っています」

「ありがとうございます」

「この次には、ぜひ、お庭番様も鋏はさみを入れてくださいね」

　帝都城奥庭のお庭番であっても、望月造園の見習い庭師である蒼司朗は、まだ鋏を使わせてはもらえない。作業中にわざわざ庭へ来た佐久島茂信は、蒼司朗がどんな作業をしているのかを見にきたのだろう。

　左近へ話しかけに行く佐久島茂信に、蒼司朗は恐きよう縮しゆくしながら深々とお辞じ儀ぎをした。




　何年何月何日どこでどんな作業をしたという仕事の記き録ろくだけで、詳くわしい資料は何も残ってはいないが、曾祖父は天才的な庭師だったという。幼いころ帝都を訪れたとき、遠くに思いを馳はせながら祖父が自慢していたのを、蒼司朗は覚えている。

　どれほどの人なのか、想像することしかできなかったが、ほんの少し蒼司朗にも曾祖父のことが見えた気がした。

　伐採した枝葉を集める作業を再開した蒼司朗は、この庭について考える。

（風水、かな）

　よい運気を導く造りというものはある。そういうものに凝こっていて、それなりの結果を出していたのなら、その方式が受け継つがれたのだろうが、望月造園でそういう話を聞いたことはない。優すぐれた庭師は研究したり教えられたりしなくても、自然と作りあげてしまうものなのかもしれない。

（確かに、何だか『いい』感じがする）

　ここはとても居い心地ごこちのいい空間だ。

　作業をしている蒼司朗にくっついているピヨ四神は、いつの間にか目を閉じて、気持ちよさそうに眠っていた。




　放課後に参加する蒼司朗の作業時間は、一時間ほどだ。

「よし、蒼、あがっていいぞ！」

　片づけ終わり撤てつ収しゆうする望月造園の庭師たちは、車に乗って望月造園へ帰ってから解散だ。蒼司朗は現場の場所によって、望月造園へ帰るかどうかが変わる。今日は寮にまっすぐ帰ったほうが早い。

「お疲れさん、蒼ちゃん」

「お疲れさまでした。失礼します」

　皆みなに挨あい拶さつして車を見送り、門の陰かげからこっそり見送りをしてくれていた佐久島茂信にお辞儀をして、蒼司朗は『由泉』を離れた。




「……ミギュ」

「キュ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　いくらか歩いてから、ピヨ四神が目を覚ました。

「寮に帰るところだよ。よく寝てたね」

　あくびをして、もぞもぞするピヨ四神に、くすくすと笑いながら、蒼司朗は寮へと歩く。

（曾祖父ちゃんの庭かぁ）

　望月造園は帝都のいろいろな場所で仕事をしている。その庭を作った庭師はもう亡くなっていても、そのままの形で、大切にされている庭はたくさんある。

（清きよちゃんは、知ってたよね）

　幼いころから望月造園の一員として、仕事を手伝っていた清きよ志し朗ろうなら、『由泉』にも行ったことがあっただろう。ただ、『由泉』は子供が簡単に入れる場所ではないので、羨うらやましがらせるだけになってはいけないと、教えてくれなかったのに違いない。

（清ちゃんは、どう思ったのかな）

　曾祖父の作ったあの庭を見て、何を考えたのだろう。

（話したいことが、いっぱいあるよ）

　会えなくても、巌いわ手てにいたときは我が慢まんした。

（会いたいよ、清ちゃん……）

　蒼司朗は帝都学園高等部の夏服の上から、胸むな元もとにある『緑の石』にそっと触ふれる。

　帝都にくれば、清志朗とずっと一緒にいられると思っていた。それなのに────。




「ミゴゴ……！」

「キュイィ」

「ピピチュン」

「「（しゃー！）」」

「え？　何？」

　突然警けい戒かいしだしたピヨ四神に、蒼司朗は驚いて足を止めた。条件反はん射しやのように、枝えだ打うち斧おのを握にぎって隙すきなく身み構がまえる。

　警戒しているが、蒼司朗の上のチビ朱す雀ざくは、どこも指し示してはいない。こんなことはこれまでになかった。

（いったい、何が……!?）

　どこに何がいるのだろうか。地面を見つめているピヨ四神の視線を追い、蒼司朗は神経を研とぎ澄すませる。




　足の、下────。地面の下に。




（何か、いる？）

　いや、ある、だろうか。

　それはとても漠ばく然ぜんとした感覚で、微かすかなものだが、確かに、感じる。
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「────そんなところで、何をしてるんですか？」

　背後から声をかけられ、蒼そう司し朗ろうは振り返る。

「安あん藤どう……」

　通りかかったらしい安藤奏かなでが、怪け訝げんそうな表情で蒼司朗を見つめていた。

（そうか、ここ……）

　青せい龍りゆう神社のすぐ近くだ。

　安藤奏は鞄かばんを持っていないので、寮りように鞄を置いて、青龍神社へ向かう途中なのだろう。

　帝都に出しゆつ没ぼつするモスマンを退治するべく、神官たちは動いている。中学生だが、青龍の戦士である安藤奏は、青龍神社を代表する神官だ。青龍神社の神官たちと、今夜もモスマンの退治を行うのだろう。

「何か落ちこむようなことでもあったんですか？　俯うつむいてたら、背は伸びませんよ。道の真ん中に突っ立ってられたら邪じや魔まです」

「いや、落ちこんでないし、身長関係ないし！」

「ミギャギャン」

「キュウキュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「ごきげんよう、奥庭の四し神じん様」

　何か訴うつたえているようなピヨ四神には、とても愛あい想そうよく微笑ほほえんで、安藤奏は霊れい力りよくで作ったキラキラを飛ばした。

　ふわふわと飛んでくるキラキラを、ピヨ四神は口を開けて待ち受ける。




　あーん、ぱっくん、うまうま♡




　ご機き嫌げんなピヨ四神に、蒼司朗は少し安あん堵どする。これでピヨ四神の気が逸それるなら、足の下に感じているものは、たいしたことはないのだろう。

「あのさ、安藤。ちょっといいか？」

　立ち話をしていると、邪魔になる。蒼司朗は車が角を曲まがってくるのを見て、すぐ近くにあった児じ童どう公園へ安藤奏を誘った。

「ミギュ」

「キュキュ」

「ピー」

「「（しゃー）」」

　安藤奏からキラキラをもらって、少しご機嫌だったものの、道路から公園に入ったところで、むずかるようにピヨ四神が身動きし、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。

（ここも、だ）

　足の裏に、得え体たいのしれない何かを感じる。

（まるで……履はき物ものと足の間に、小さな砂すな粒つぶが入っているような……）

　あるいは、衣服に髪かみの毛が一本入っているような、不快感に似ている────。




　自分の足元を指さして、蒼司朗は公園へとついてきた安藤奏に訊たずねる。

「なぁ、安藤。この下、何か変じゃないか？」

「はい？」

　首を傾かしげ、安藤奏は気配を探さぐる。

（この下って……）

　じっと蒼司朗に見つめられた安藤奏は、期待に応こたえられないことが何だかいたたまれずに、視線を逸そらす。

「……別に、何も感じませんけど」

　安藤奏には何も感じ取れないのだから、そう言うしかない。

「そうか？」

「ミギュ」

　蒼司朗だけでなく、ピヨ四神まで納得いかないようなので、安藤奏は提案する。

「……奥庭の四神様が何か感じておられるようですから、帝都神社に報告して、青龍神社でも調査します。それでいいですよね？」

「あ、あぁ、うん。頼むよ」

　蒼司朗は頷うなずいて、地面を気にし、もぞもぞしているピヨ四神を撫なでる。

　一人二人の感覚でどうこう言いあっているよりも、報告して、きちんと調査してもらったほうが安心できる。




（こんなふうに、あっちこっちでちょこちょこ引っかかってるから、注意散さん漫まんになるんだよ）

　早朝から帝都神社に呼びだされたことを、安藤奏は思い出す。

（しっかり意見しておかないと！）

「では、道草食ってないで、さっさと寮に帰ってください。勉強するのは高校生のつとめです。奥庭のお庭番に任ぜられたのですから、名めい誉よある役職に恥はじないよう、普段の行動も帝都民の模も範はんとなるべく責任を持って────」

　由ゆい緒しよ正しい青龍神社の子供であり、四神の戦士となった安藤奏は、幼おさないころから優等生であるように、厳きびしく自みずからを律りつしてきた。

　安藤奏が理想としていることは、蒼司朗にも理解できるが。

（学校で忘れ物してるとか、バレたらマズイよな）

　自分でも、これは駄だ目めだとわかりきっていることで、年下の少年に説教されたくはない。

「あ、オレ、急ぐんだった。じゃ、安藤、またな！」

　にかっと笑って、蒼司朗は安藤奏から走って逃にげた。




（寮に帰っても、すぐに呼びだしかな）

　まだ正式な神官でもなく、霊れい力りよくの低い蒼司朗が感じられるものなんて、きっとたかがしれている。安藤奏が感知できなかったのは、なぜだかよくわからないが、帝都神社の神官が調べたなら、蒼司朗よりももっとはっきりしたことを言えるだろう。

　対策が練ねられて、蒼司朗にも招集がかかるだろうが、とりあえず今は、できることをしていたほうがいい。

（着替えないで時間割を合わせて……。そうしたら、晩ご飯の時間だよな。すぐに食事して。いつでも動けるようにしておかないと）

　このまま走って帰ったなら、ちょうどいいだろう。




「蒼司朗センパイー！」

　ドッドッドッドッドッ！




　乗用駝だ鳥ちようの手た綱づなを握にぎり、後ろから物もの凄すごい勢いで追いかけてくる外国人留学生が、振り向いた蒼司朗へ笑顔で手を振った。




「クケーッ！」




　駝鳥の雄お叫たけびに、近くを歩いていた通行人が、びくっと身体からだを震ふるわせ、逃げるように道の端はしに寄る。




「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　あー喧やかましいなぁと迷めい惑わくそうなピヨ四神を、蒼司朗は撫でて可か愛わいがる。騒そう々ぞうしくてうっとうしいが、彼は優しい、いい少年だ。

「一緒ニ帰っテご飯食べまショウ～」

　駝鳥が走っていると物々しいので、蒼司朗は走るのをやめて歩く。

「ピピチュ」

「クアックー」

　蒼司朗の頭の上のチビ朱す雀ざくと、駝鳥が何やら会話をする。いつの間にか、鳥友だちになっていたらしい。

　駝鳥が蒼司朗の横に並んだので、望威は駝鳥の背を降り、手綱を引いて歩いた。

　変な連れだが、駝鳥の足音も落ちついて、騒々しいのはどうにかなった。寮への帰りが一緒になるように、時間を合わせてきたらしい望威に、くすっと蒼司朗は笑う。

「オレ、今日はゆっくりできないよ？」

「ボクもゆっくりハできまセーン。食べたラ、お店に戻って仕事ネ」

　小さいもの好きの変態だが、見目のいい王子様は、客寄せ効果バッチリなので、なかなかに忙いそがしい。

（あ、そういえば）

　望威は幻げん獣じゆうについても、いくらか知識がある。

「なぁ、望威。お前さ、こう、下に何かあって、気持ち悪いなぁって感覚、わかるか？」

「Whatホワツト？」

　きょとんとする望威へ、蒼司朗はどうにかうまく伝えたいと、言葉を探す。

「何かいる、ってのじゃないんだけど、居い心地ごこち悪いってのか……」

　むずむずもぞもぞ、何か、こう────！

　上手じようずな表現が見つからず、じれったそうな蒼司朗を見つめ、望威は目を輝かがやかせる。

「Wowワオ！　ソレは本物のお姫様ネ！」

「はぁ!?」




　安藤奏から式を送られ、すぐに派は遣けんされて蒼司朗の訴えた場所で調査を行った帝都神社の神官たちは、確かに何かの異変を感じ取っていた。

（でも、昼間ハイムエンデくんが歩いたと報告を受けている場所とは、少しずれている）

　念のためにと調査したところ、その微かすかな異変は帝都城下全ぜん域いきで感じられた。

　ハイムエンデと関係がないと断言してしまうのは早計だが、関係づけるのも強引ではないだろうかと小お此この木ぎ神官長は思う。

　気にはなるが、足元から感じたものは、気づかなかっただけで、以前からあったのかもしれない。すぐにどうにかなりそうでもない。

「漠ばく然ぜんとした……、予よ兆ちようのようなものかもしれません」

　小此木神官長は、そう結論づける。

「青龍神社では、何も感知できませんでした」

　居心地悪そうに執しつ務む室しつのソファに座っている青龍神社の坂さか口ぐち神官へ、小此木神官長は微笑む。

「何か特性があるのかもしれません。気にするようなことではありませんよ」

「それならよいのですが……」

　どんな理由があるのかはわからないが、現実は受け入れなくてはならない。坂口神官は無理にも自分を納得させる。

　青龍神社の神官がこうなのだ。青龍の戦士である安藤奏は、もっと焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれているだろう。

「奏くんはとても責任感の強い子です。無理させないようにしてくださいね」

「はい……！」

　小此木神官長の言葉に、坂口神官は深々と頭を下げた。




　ハイムエンデ────昼の人格のハイムダルが眠りに就ついてから、活動を始めた夜の人格のエンディミオンは、幻獣ヴォルガの背に乗って寮の部屋を抜けだし、幻獣使いとしての昼間の仕事を確認する。

　昼間と同じく、寮の外にハイムエンデの行動を監かん視しする者たちがいるのだが、夜のハイムエンデの姿は、誰の目にも留まらない。




「……全然駄目だ！　あのヘボが……！」

　ハイムダルの移動した場所を辿たどったエンディミオンは、遠えん慮りよなく罵ば倒とうして、幻獣を目覚めさせる印しるしをきちんと仕掛け直す。

「俺がいないと、どうなるんだ、まったく……！」

　いつものことなのだが、呆あきれるばかりだ。調理師としては、どこでもしっかり働いているので、知能が低かったり、不器用だったりというわけではないはずなのに、ハイムダルの幻獣使いとしての腕うではお粗そ末まつだ。

「風船なんかもらって浮かれてたり、きな粉こ棒ぼうを食べたりしながら呼びだせるほど、幻獣はやすいものじゃないんだぞ！」

『キィ……』

　憤ふん慨がいしながら作業をするエンディミオンに、ヴォルガは静かに寄り添った。




　急な呼びだしにも対応できるよう、しっかり準備して待っていたのだが、不測の事態は何も起こらなかった。時間割を合わせた後、望威と晩ご飯を食べた蒼司朗は、勉強して就しゆう寝しんし、いつものように起き床しようして、奥庭へ向かった。

　ピヨ四神を遊ばせながら、蒼司朗は奥庭の作業をする。ここに来る途中は、何も感じなかった。まったくいつもどおりだ。

（でも、気のせいじゃない）

　確かに昨日きのう、ピヨ四神がむずかったし、蒼司朗も足の下に違い和わ感かんがあると思った。だからそういうことがないかと、望威に訊ねてみたのだが。

（お姫様って……！）




　娘むすめが平民かお姫様かを確かめるために、寝しん台だいのマットレスに一ひと粒つぶだけ豆を置く。それに気づいて不快に思ったなら、本物のお姫様。異国の童どう話わである。




　蒼司朗を見つめて、食事中、ずっと望威は上じよう機き嫌げんだった。他た愛わいもないことで、誰だれかをあんなに幸せそうに笑わせられるなら、それはとても喜ばしいが……。お姫様扱あつかいされても、蒼司朗にとっては情けないだけだ。

（そういうのじゃないって、何度も言ったのに）

　へらへら笑っていた望威は、まったく聞いちゃいなかった。

（ったく、あいつは）

　背が低いことでお気に入りになって、つきまとわれて、ベタベタされて────、大切な『不ふ思し議ぎの色石』を何度も使ってくれて、助けてくれて────。

　だけどそれも。

（帝都にいる間だけ。オレの背が低い間だけだ）

　物理的に離れれば忘れられるだろうし、背が伸びて好みのタイプから外はずれれば、もう蒼司朗のことなんて、見向きもしないだろう。ほんの少しの間の優ゆう遇ぐうだ。今は確かに、騒々しくてうっとうしいけれど、期間限定だと思えば、迷惑がるほどのこともない。




「ピ！」

「え？」

　石いし灯どう籠ろうの上に乗っていたチビ朱雀が鳴き声をあげ、帝都城下東部を見た。

「ミギャギャ！」

「キュウキュウ」

「「（しゃー！）」」

　チビ白びやつ虎こたちも、落ちつかない様子で帝都城下東部に向かって鳴く。

（何か、ある……！）

　ピヨ四神の視線を追った蒼司朗は、帝都城下東部で一いつ斉せいに鳥が飛び立つのを見た。

　蒼司朗は奥庭の作業を終わらせて、帝都神社に向かう。何かあったのなら、帝都神社へ知らせが入っているはずだ。




　急いで入った社しや務む所しよに、新聞を広げている小此木神官長がいた。

「おはようございます、奥庭の四神様。おはよう、蒼司朗くん。今日は少し早いですね」

「ミギュ」

「お、はようございます」

「蒼司朗様、支し度たくはできてますので、どうぞ」

　にこやかに鈴すず宮みや神官から朝食を勧すすめられ、いつもと同じのどかな雰ふん囲い気きに、蒼司朗は拍ひよう子し抜ぬけする。

「あの、帝都城下東部を、奥庭の四神様が気にしてたんですけど」

「帝都城下東部ですか？　昨さく夜や調査しましたけど、何もなかったですよ」

　小此木神官長は新聞をめくり、お茶を飲む。朝食が支度された卓たくにつきながら、蒼司朗は眉を顰める。

「いえ、昨日じゃなくて、ついさっきです……！」

「ついさっきですか？」

「あぁ、地じ震しんがありました。大きなものではありませんでしたけど」

　蒼司朗の湯飲みにお茶を注ついだ鈴宮神官は、心当たりのない様子の小此木神官長へそう教えた。弁当箱を開け、ピヨ四神の分を取り分けながら、蒼司朗はきょとんとする。

「地震……？」

　帝都は地震の多いところだ。小さいものなら日常的によくあるし、少し大きいものも、ときどきある。

「神官長はこちらに来られる途中だったでしょうし、蒼司朗様も立ってお仕事をしておられたので、お気づきにならなかったのでしょう」

　少々の揺ゆれだと、立って動いているときには気づかないものだ。

「……いただきます」

「ミギャギャギャ」

「キュウキュウ」

「ピピチュチュン」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は食事へと突とつ撃げきし、わふわふっと食欲旺おう盛せいに食べはじめた。

（考えすぎ、かな）

　食べられるうちに、食事はしておいたほうがいい。さっさと食べてしまおうと、蒼司朗は箸はしを動かした。




　ピヨ四神の世話をしながら、蒼司朗が食事を終えようとしたころ────。

「ピ！」




　ズン……！




　チビ朱雀の鳴き声が聞こえた直後、不意に突きあげるような衝しよう撃げきがきた。




「うわっ……！」

「ミゴゴ……！」

「キュウゥ」

「「（しゃー！）」」

「チュン」

　枝えだ打うち斧おのを摑つかみ、蒼司朗は反はん射しや的てきに、卓の上にいたピヨ四神を抱だき寄せる。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！




　地鳴りとともに、まともに立っていられないほどの横揺れに襲おそわれた。




　地震のときの避ひ難なん訓練を思い出し、ピヨ四神を抱かかえた蒼司朗は、速すみやかに卓の下へと避難した。

　ばらばらと商品棚だなに載っていた土産みやげ物ものが落ち、あちこちで物が倒れる。見えないどこかで、何かが壊こわれる音がした。




　地震は、一分近く続いただろうか。




　とっさに湯飲みを持ちあげ、お茶が零こぼれるのを阻そ止しし、丸まる椅い子すに座ったまま足を踏ふん張って身体を支えた小此木神官長は、揺れが静まってから、ほうと息を吐いた。

「大きかったし、長かったですね、今の。────大丈夫ですか？　鈴宮神官」

　小此木神官長は、給湯室にいた鈴宮神官へ声をかける。

「……はい、何とか……！」

　かなり驚いたという顔で、鈴宮神官は給湯室から蒼司朗たちのいる休きゆう憩けい所じよへ出てきた。怪け我ががなくて、何よりだ。




「ミゴゴゴ……！」

「キュウキュウ」

「チュピピッ」

「「（しゃー！）」」

「うん、もう大丈夫だから」

　いつもの場所にくっついて警けい戒かいしているピヨ四神を撫でて、蒼司朗は卓の下から出た。

「うわー、けっこう酷ひどいですね」

　蒼司朗は倒れた椅子を起こして立ちあがり、室内を見回す。

「片づけるの、大変だな」

「ミゴゴ」

「キュウゥ」

「ピルルル」

「「（しゃー）」」

「ん、落ちついて」

　毛を逆さか立だてたままのピヨ四神を宥なだめながら、蒼司朗は地震の揺れで床に落ちたものを拾いあげる。

「いいですよ、蒼司朗様、学校に遅れます……！」

「いつもより早いですから、少しだけお手伝いさせてください」

　止める鈴宮神官へ微笑んで、蒼司朗は社務所の片づけを手伝う。

　お茶を飲み干ほして湯飲みを置いた小此木神官長は、強く握ってクシャクシャにしてしまった新聞を広げる。

「今日はこの後、大きな揺り返しが何度かくるかもしれませんから、気をつけるんですよ、蒼司朗くん」

　ピヨ四神が一緒だとはいえ、登校時の蒼司朗は少しの間、一人歩きする。

　屋外を歩いているときは、室内よりはまだ危険が少ないかもしれないが、さっきと同じくらい大きな地震がくるかもしれないと、心構えをしておくことは大切だ。




「神官長！」

　勢いよく社務所の扉とびらを開いた津つ本もと神官に、片づけをしていた蒼司朗たちはびっくりして注目する。

　津本神官は開け放った入り口に立ったまま言った。

「先ほどからの地震により、帝都城下に甚じん大だいな被害が出ているという報告が！」




　ぎょっとした蒼司朗たちは、津本神官の背後に現れた熊くまのように大きな人影に、さらに驚く。

　津本神官を巨体で前方へ突き飛ばし、新しん庄じよう神官は社務所に入る。

「帝都城下東地区上空に、大型の幻獣が現れました！」




　早朝の帝都城下を襲ったのは、幻獣の起こした地震だ────！
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　モスマンの出現やハイムエンデの行動を監かん視しするために、巡じゆん回かいを行っていた警けい官かんや公こう儀ぎ隠おん密みつ、神官が多数帝都城下にいたことが、帝都城下全域の情報を収集することに繫つながった。

　午前八時七分、帝都城下は直下型地じ震しんに襲おそわれた。その被害は甚じん大だいだ。多くの道路に亀き裂れつが入り、倒とう壊かいに至いたった建物も少なくない。

　大陸プレートがぶつかりあう場所にあるため、この国は世界でもっとも地震が多く、都市部が廃はい墟きよとなるような被害は、これまで幾いく度どもあった。今日のこの地震も、まったく想定外というわけではない。いつかは、このくらい大きな地震がくるかもしれない。普段から頻ひん繁ぱんに小さな地震を体験していて、そう誰だれもが予想していた。

　だが────『帝都城下だけ』が被ひ災さい地ちになるような地震なんて、誰が予想しただろう。




「そんなに、大きな地震だったなんて……！」

　信じられないと驚きよう愕がくしたのは、鈴すず宮みや神官だけではない。津つ本もと神官は厳きびしい表情で伝える。

「噓うそではありません。堀ほりで区切られたように、帝都城公園と帝都城は無事ですが、その他は酷ひどいことになっています」




　帝都城下には甚大な被害が出ているが、外そと堀ぼりに囲かこまれた帝都城公園では棚たなから物が落ちたり倒れたりする程度に揺ゆれただけ。そして内堀に囲まれた帝都城は、まったく揺れていなかった。

　局地的災さい害がいというには、現在の状況は異様だ。

　しかし、それを可能とするものが、ここにはいる。

　小お此この木ぎ神官長は蒼そう司し朗ろうへ視線を送る。

「奥庭の四し神じん様の加か護ごですね」

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　皆みなに注目され、蒼司朗へくっついているピヨ四神は、円つぶらな瞳ひとみで首を傾かしげる。

（こいつらが機き嫌げん悪かったのは、そういうことか……！）

　理由のわかった蒼司朗は、枝えだ打うち斧おのを握にぎる。

「幻げん獣じゆうはどうしてるんですか!?」

　幻獣目指して今にも飛びだしていきそうな蒼司朗を、小此木神官長は腕うでを出して制する。

「落ちつきなさい、蒼司朗くん」

　大型の幻獣となると、蒼司朗一人でどうにかできるものではない。正義感が強いのはいいが、奥庭の四神様がついているからと、独どく断だんで行動されては困る。

　小此木神官長の強い瞳を見て、ぐっと蒼司朗は息を吞のむ。

（あ、そういえば……！）

　望ぼう威いは午前中に客との商談があるので、昨夜は店に泊とまるのだと言っていた。

「小此木神官長！　午後から登校するからって、今朝は望威も帝都城下の店にいます。外国人はどうなりますか!?」




『マタ明日ネ』




　そう言って笑った望威の顔を思い出すと、蒼司朗は胸むねが痛くなる。

（明日……）

　昨日きのうの続きの今日。今日の続きの明日。

　だが蒼司朗は、昨日と同じ今日がくるとは限らないことを知っている。思っていたとおりの日が穏おだやかに続いていたならば、蒼司朗が両親を失うことはなかったし、一生歩けなくなるかもしれない大おお怪け我がを負おうこともなかった。




　災害時、外国人は不安な思いをするだろう。宝飾品を扱あつかう望威の店にはガラスのショーケースや鏡が多く、地震による店内の破は損そんは想像するだけで恐おそろしい。盗ぬすまれて困るものもたくさんある。

「商店会にいる公儀隠密が便べん宜ぎを図はかってくれるはずです。大丈夫ですよ」

　望威たちは外国人であり、砂の国の王子様一行であり、宝石という高価な商品を扱っている。『不ふ思し議ぎの色石』を所持しているのだから、自分たちの身や商品は自分たちで守れるだろうが、ちゃんと気を配くばらなければならない。




「ピ！」

　蒼司朗の頭の上で、チビ朱す雀ざくが鳴き声を発し、入り口へと手て羽ばを上げた。




　光輝かがやく鳥が、開かれたままの入り口にいた新しん庄じよう神官の横をかすめて、小此木神官長へと飛んできた。

　すごい速度でまっすぐに飛んできたのは、高位の神官によって送られた式だ。小此木神官長が上げた手の中で、光輝く鳥は呪じゆ符ふへと戻る。

「────帝都城下を襲おそった地震は、幻獣の出現によるものと推すい測そくされる。外に繫がる帝都城下の道路と鉄道は、警察が速すみやかに封ふう鎖さした、ですか」

　帝都封鎖は妥だ当とうだと、小此木神官長も思う。外からの救きゆう援えんを受け入れたなら、その分だけ守らなければならない者たちが増える。

「帝都城下は神官が結けつ界かいによって封ふうじました。幻獣が結界の外に出ることはできません。我われ々われの手で倒しましょう。────津本神官、待たい機き中ちゆうの神官全員と四神神社の神官の代表に招しよう集しゆうを！　鈴宮神官、一般の人が神社に立ち入らないよう、札をかけてください！　新庄神官と蒼司朗くんは本ほん殿でんへ！　僕が帝都城から戻るまでに、幻獣を退治する準備をしておいてください」

「はい！」

　小此木神官長は颯さつ爽そうと帝都城へ向かい、蒼司朗たちはそれぞれ指示に従う。




　帝都のすべての情報は、帝みかどへと集まる。帝都神社と四神神社の総力をあげて幻獣退治を行うにも、地震の被害にあっている帝都城下で行動するには、帝都警察や公儀隠密だけでなく、各方面との連れん携けいも必要となってくるだろう。




　よく気の回る鈴宮神官は、立入禁止の札をかけに行く前に、帝都学園高等部へ連絡をしてくれた。学校へ無事を伝えた蒼司朗は、奥庭のお庭番であり帝都神社の神官の一人として行動する。

「すぐに着替えますから、新庄神官は先に行ってください！」

「いえ、お待ちします。一緒に行きましょう」

　ピヨ四神がそうさせるのだが、目を離すと、蒼司朗は一人でどこかに突っ走っていく可能性がある。蒼司朗はまだ、うまく連絡用の式が送れない。奥庭のお庭番様を行方ゆくえ知れずにしては、新庄神官が叱しかられる。

　新庄神官を待たせた蒼司朗は、急いで神官装束に着替えた。




　新庄神官は早足で本殿へ向かいながら、枝打ち斧片手に隣を走っている蒼司朗へ言う。

「学校のお友達は、まだ登校していない方は居場所を確認されて、すでに登校されていた方は体育館に避難されるでしょう。これまでにあった大きな地震では、復ふつ興こうの目め処どが立つまでは休校でした」

　帝都学園や白しら百ゆ合り女学院は帝都城公園にあるので、校こう舎しやに被害はない。すぐに授業ができるはずだが、帝都城下に自宅のある教職員は被災者だ。帝都城下の状況から考えて、ここだけまったく通常どおりというわけにはいかない。

　級友たちを心配するだろう蒼司朗のことを考えて、新庄神官は教えてくれる。

「自宅が帝都城下の方は、状況次し第だいでお家に帰られます。他た圏けんから来られている方は、圏屋や敷しきでの避難になるかと思います。学年代表の清きよ志し朗ろうさんがいらっしゃるから、こちらは心配ありませんね」

　つるっと新庄神官の口から『清志朗』の名前が出て、蒼司朗は驚く。

「あ、の、新庄神官。学年代表って、清ちゃんのこと……！」

　思い出したのだろうか。

　走りながら訊ねた蒼司朗へ、新庄神官はきょとんとした顔を向ける。

「は？　学年代表？　どなたですか？」

　ついさっき、自分の口で言っておきながら、新庄神官はまったく知らないという様子だ。

（……無意識だったのかな）

　当たり前のこととして、考えるまでもなく出た言葉なのかもしれない。

「……いえ、何でもありません」

　緩ゆるく頭を振って、蒼司朗は追つい及きゆうするのをやめた。

「お家のことは、できるだけ早く調べますので、ご辛しん抱ぼうください」

　蒼司朗は五年前に両親を亡なくし、親類は帝都にいる伯お父じたちだけだ。お役目とはいえ、学年一体格が小さく、まだ子供としか見えない蒼司朗を親類と引き離すのは、大人として新庄神官の胸が痛む。

「あ、いえ、たぶん大丈夫です」

　気き遣づかってくれる新庄神官に、蒼司朗は微笑ほほえむ。

「伯お母ば一人だったらすごく心配ですけど、地震が起こったのは、伯父や庭師の皆が家にいる時間ですから」

　酷い地震だったと聞いて、帝都西地区の望もち月づきの家がどうなっているのか気になったが、蒼司朗は時間に助けられたと思った。

　望もち月づき造ぞう園えんの今日の作業場所は、料りよう亭てい『由よし泉いずみ』だ。蒼司朗も知っている場所なので、何時ごろ出発するのかだいたいわかる。

　地震が起こっただろう時間、庭師たちは作業の打ち合わせのために望月造園にいたはずだ。庭木を一時置きするため、望月造園は十分な作業場所を確保しているので、家の敷地内に安全な避難場所がある。

「うちの庭師は、皆、凄すごいんです。家が潰つぶれてたとしても、庭師たちは全員脱だつ出しゆつして、ご近所さんを助けて回ってるはずです」

　帝都城公園や帝都のあちこちで作業しているところをよく見かけるので、新庄神官は望月造園の庭師たちのことを知っている。

（確かに、あの人たちなら）

　蒼司朗の言葉が強がりではないとわかり、新庄神官はほっとする。




　蒼司朗の予想に違たがわず、望月造園の庭師たちは建物が半はん壊かいする程度の地震で、どうこうなるような連中ではなかった。

「ガタがきてるから、お風ふ呂ろ場ばの補ほ強きようをしておきましょうって言ってたのに、やってくれないから。銭せん湯とうもいいけど、焚たくものもあることだし、しばらく皆、行ぎよう水ずいね」

「ひさしぶりに、ドラム缶かん風呂かよ」

　蒼司朗の伯母の梢こずえが見守るなか、伯父の左さ近こんと望月造園に残った住み込みの庭師たちは、現場で仕事でもしているかのように、慣れた様子でてきぱきと作業用の道具や資材を確認し、建物の破は損そん部分の解体作業を行っていく。




　建物や道路の被害はそれなりに出ていたが、すぐに警官の巡回があって周囲の状況を把は握あくでき、ご近所の人たちも大きな怪け我がをしなかった様子なので、悲ひ愴そう感かんはそれほどない。

　こちらが落ちついたら、今回の地震でどんな状況にあるのか、契けい約やくしている作業場所を回り、先に直しておくべきところがあるかどうかを確認しなければならない。

　家族のいる自宅の確認に行った庭師たちが戻ってきたら、望月造園の活動開始だ。




「親方ぁ、坊ぼつちゃんたちは大丈夫かなぁ？」

　割れた瓦かわらを積みあげて運びだしながら、庭師の池いけ波なみは帝都城公園のほうを振り仰あおぐ。

　地震が起こったのは、寮りよう生活である帝都学園の生徒たちが、帝都城公園北部にある学校へ登校しているだろう時間だ。

　心配する池波を、左近は鼻で笑う。

「あの時間だったら、蒼と清は帝都神社だろ。蒼には奥庭の四神様がついてるし、清ならテメェより、よっぽどしっかりしてらぁ！」

「びっくりしたわね、池波さん」

「揺れながら、すっげー悲鳴あげてたよなー」

「かっこわりー。ここに坊ちゃんたちがいたら、助けられてたんじゃねーの？」

　左近と梢だけでなく、先輩庭師の相あい原はらと暮くれ崎さきにも笑われて、池波は耳まで赤くなる。

「びっくりしたんだから、仕方ないじゃないですかー！」

　地方出身者の池波にとって、今日のように大きな地震は初めてだ。あんな揺れを体験しても落ちついて対処できる、皆の神経のたくましさのほうが驚きよう異いである。




　新庄神官だけでなく望月造園の者たちも、ごく当たり前のように清志朗のことを話していたのだが、蒼司朗以外の誰も、それに気づいていなかった。




　大きな地震に襲われたとき、帝都学園高等部の寮では寮生たちは食事を終え、全員登校していた。寮りよう監かん兼けん任にんの教員も出校していたので、寮にいたのは厨ちゆう房ぼうの職員だけだ。

　食器や調理器具の洗せん浄じよう作業を行っていた厨房では、シンクに張った水が零こぼれ、先に洗い終えた食器や調理器具がそこら中に飛び散り、派は手でなことになっていた。

「ハイムちゃん！　こっちこっち！　調理台の下に入って！」

　宮みや迫さこ調理師の大声に、シンクの縁ふちにしがみついていたハイムエンデは、ひっくり返りながらも何とか調理台の下へと避難する。

「ヒイィ……！」

（ここは陸の上なのに……っ！）




　船で世界中を回り、旅を続けてきたハイムエンデは、酷い嵐には何度も遭そう遇ぐうしている。気き象しよう情報は船の航行に大きく影えい響きようするので、常時しっかり観測されている。大嵐に遭遇するとしても、あとどのくらいでどれくらいのがくるぞと、だいたいわかる。乗組員皆で大急ぎで積み荷を固定したり道具を片づけたりして、身構えることができる。

　しかし、地震は突然くる。ハイムエンデは帝都に来て、初めて地震を体験した。しかも今日のこれは、かなり大きい……！

（どこに逃にげればいいんだ……!?）

　安全だと信じていた地面の上、戦せん渦かならかいくぐることはできても、この揺れはどうやっても回かい避ひできそうにない。

（帝都って……！）

　世界中あちこち旅してきたハイムエンデだが、この土地はどこよりも危険だ！




　夜中に術を確認して仕掛け直したエンディミオンが、意地悪して幻獣が出現する時間を早めていたせいだが、ハイムダルにはそれを知る術すべがない。




　何とも情けない様子のハイムエンデを見て、駒こま田だ調理師は笑う。

「帝都は大きな地震もくるからねぇ！　こういう日もあるよ！」

　経験は用意周しゆう到とうさに繫がる。この厨房では、飛び散ると危険な刃は物ものは、揺れても飛びださないような場所に、しっかりと収納されている。

　片づけている途中の食器や調理器具は仕方ないが、作りつけの棚の収納扉とびらは揺れと同時にロックがかかって開かないような仕組みになっている。地震のタイミングでは、ほとんど物が散らからない。

「火や油を使ってないときだし、寮生が出かけた後で、ホントよかったな！」

　平ひら泉いずみ調理師は頭から水を被っていても、まったく気にしていないようだ。

「ソ、ソウデスナ……」

　確かに今なら大事故には繫がらないだろうし、この建物にいる寮生の心配もしなくていいのは、自分一人でも手て一いつ杯ぱいなハイムエンデとしても、とても助かる。




（この地震って、幻獣が起こしたものだよね）

　予定していた時間より早いため、ハイムエンデは油断していた。だが幻獣はちゃんと現れているのがわかるので、そうなのだろう。

　ビョートル老人は、帝都城下の広こう範はん囲いに塵ちり芥あくたのような大きさの幻獣を分散させて、潜ひそませていた。時間をかけて数メートルも地下に沈んでいた幻獣の欠片かけらが、ハイムエンデの術によって目覚めた。

　地を割って出現したものは集結し、一個体として誕たん生じようした。この欠片の集結の場所を帝都東地区としたので、蒼司朗たちはあの地面に強く違い和わ感かんを覚えたのだ。

　帝都城下を襲った強い揺れは、幻獣の欠片が地中を移動し、地面を割って飛びだしたためである。

　術のかけ方がよくないと、幻獣の出現には予定以上の時間がかかる。それなのに、早まるとは！

「Goodグツジ jobヨブ！」




「ハイムちゃん、何か言った!?」

「ナンモー！」

　揺れで、がしゃがしゃ騒そう々ぞうしく、どこかの部屋で何かが落ちたり倒れたりする音のなか、宮迫調理師に返事をしたハイムエンデは、調理台の足を摑つかみながら、他の調理師たちに見えないように小さくガッツポーズをした。




　ほぼ同時刻に、地中から強引に出てきた幻獣の欠片のせいで、帝都城下は酷い地震に襲われた。地面や道路のあちこちに亀き裂れつが入り、建物が大きく損壊しているところもある。

　幻獣の欠片は帝都城下東地区で集結し、大きな一個体となる。




「グガアァァッ！」




　蒼司朗が昨日きのう、安あん藤どう奏かなでと話をした公園の上空で、翼よく竜りゆう────ドラゴンが翼つばさを広げた。

　ドラゴンの咆ほう哮こうが共きよう振しんを起こし、帝都の地面がびりびりと震ふるえる。まるで、余よ震しんが続いているかのように。




　帝都城下北地区で早朝の警けい戒かいに当たっていて災害に見み舞まわれた佐さ久く間ま神官は、恐おそろしい咆哮を耳にして、帝都上空で翼を広げた巨大な幻獣に気づいた。

「何だ、あれは……!?」




　余震の続くなか、空を見上げ、真まっ青さおになっている佐久間神官に気づき、帝都城下の被害状況を調べていた公儀隠密候補生・柳生やぎゆう蘭らん丸まるが駆かけつける。

「どうかなさいましたか!?　佐久間神官」

「ど、どうかも何も……！」

　空を飛んでいる、あのドラゴンを見れば────。

　柳生蘭丸は佐久間神官の視線を追ったが、すぐに他のものへと視線を移した。

「すみません、失礼します……！」

　協力を求める帝都民の声を聞きつけ、柳生蘭丸は急いでそちらへ向かう。

（は!?）

　柳生蘭丸が当たり前の反応をしなかったことに、佐久間神官は驚く。

（見えてない!?）

　空に幻獣がいるのだから、驚愕しないはずがない。いや、さっきのあの咆哮も聞こえていないのだろうか!?




　まだ候補生ではあるが、柳生蘭丸は優秀であり、次代の公儀隠密を率ひきいていくだろうと待望されている青年だ。蟲むしを退治することができるし、奥庭の四神様の姿を見ることもできる。決して、能力的に劣おとっているわけではない。




　慌あわてて近くを見回した佐久間神官は、崩くずれ落ちた石いし垣がきの向こうを行く神官を何人か見つけることができた。しかし、四神神社の神官が上空にいるドラゴンに気づいている様子はない。




　ザッ……！




　ドラゴンの羽はばたきは、不吉な生なま暖あたたかい強風となって、帝都城下を襲う。




　ゴォォォ……！




　地面と平行に吐きだされたドラゴンの炎、その火ひの粉こが帝都城下に降ふり注そそぐ。




（いけない！）

　一般人から姿が見えないように隠おん形ぎようの印いんを結んだ佐久間神官は、結界を駆く使しし、火の粉を受け止める。あんな火の粉を浴あびたなら、きっとどんなものでも発火するだろう。帝都城下が火の海になってしまう────！




　佐久間神官一人では、到とう底てい受け止めきれない量の火の粉だったが、神官を探して協力をあおぐ余裕はない。しかし火の粉は、他の神官の結界と合わさり、すべて受け止められていた。

　大規模な火災を未然に防ふせぐことができて、佐久間神官は安あん堵どする。そして、誰が結界を作ってくれたのかを探る。

　帝都城下のあちこちに、帝都神社と四神神社の神官がいる。先ほどどこかに走っていった柳生蘭丸のように、火急の用事で手が放せない者もいるだろうから、全員があの幻獣に注目できないだろうが……。




（見えているのは）

　帝都神社の神官だけだ────！










[image: ]




　帝都城下で幻げん獣じゆうの姿を視認できたのは、帝都神社の神官と────。




「……翼よく竜りゆうナリ」

「ドラゴンだネ」

　帝都城下南地区、見晴らしのいい屋上に出た那な智ちと望ぼう威いは、帝都上空で翼つばさを広げる巨大な幻獣を見上げて、ゆっくりと目を瞬しばたたいた。




　王子である望威の提案で留学すると決めたとき、宝ほう飾しよく品ひん店てんを開くのだと連絡をして、店てん舗ぽ物件を先に改かい装そうしてもらっていた。工事を請うけ負おった業者が、これこそが頑がん丈じようで安全であると信念を持って改装した店は、土ど蔵ぞうにとても酷こく似じしていた。土蔵と違うのは、店の入り口がある商店街側に、扉とびら付きのショーウインドウがあるところだ。

　防ぼう犯はん対策のために、どこよりも頑丈に作ってもらったおかげで、望威の店は今回の地じ震しんにも、びくともしなかった。

　危険を察知した那智の指示で、三人は一番調度品の少ない商談室へと避ひ難なんし、怪け我がをせずに済んだ。裏庭の鳥小屋にいた駝だ鳥ちようのオラオラも、無傷だ。だが建物は無事でも、中の物まで完全に無事とはいかない。

　どうにか揺ゆれが収まって、落ちたものや破は損そんしたものを片づけて安全に動けるようにしてから、望威たちは商店街側の入り口から外の荒あれた様子を見た。その後、商店街以外の他の場所はどうなっただろうと、望威と那智は屋上へ上がったのだ。




「……アレ、他の人たちニハ、見えてませんネ」

　あれこれと大変なことになっていて、空を見上げる余裕がなくても、聞いたこともない恐おそろしい咆ほう哮こうが空から響ひびけば、望威たちのように、驚いて見上げないではいられない。だが、帝都民が注目している様子はない。

　自分たちだけが特別だということは、騒そう動どうになっていないことからはっきりわかる。

　あの大きな地震の後に、こんなとんでもない幻獣を目もく撃げきしたなら、一般の帝都民は間違いなくパニックを起こすだろう。この世の終わりだと、大勢の者が騒さわぎだしてもまったくおかしくはない。

「格の有う無むナリ」

　那智はそう結論づける。




　幻獣についての知識があり、『不ふ思し議ぎの色石』を使える望威たちは、砂の国の王子様一行であり、一般人とは違う。戦ったり逃げたり『何らかの対処ができる者』として、帝都上空にいるドラゴンを見ることができるのだ。




　商店会の役員である金物屋の荒あら垣がきが、望威の店を訪おとずれた。

　誰だれでも声をかけやすいよう、商店会の法はつ被ぴを着ている荒垣は、青年団の気のいいお兄さんという雰ふん囲い気きの、爽さわやか系の男性だ。

「入いり谷やさーん、大丈夫ですかー？」

　いつもなら店長の望威が学校へ行っているこの時間、店にいるのは入谷と那智だ。




　様子を見にきてくれた親切な荒垣に、入谷は店の扉を開く。

「おはようございます、荒垣さん」

　すぐに返事があり、扉が開かれて、元気な顔が見られたので、荒垣はほっとする。

「先ほどの地震、大きかったですね。驚かれたでしょう？」

「えぇ、びっくりしました。あんなに揺れるものなんですね。暴あばれ駝鳥の背中のほうが、まだましかもしれません」

「あれは目茶苦茶揺れそうですね」

　乗用駝鳥に譬たとえた入谷の言葉に、荒垣は笑った。望威や那智がオラオラに乗っているのをよく見かけるが、駝鳥を乗りこなすのは難しそうだ。

　裏庭の鳥小屋にいたオラオラが、駝鳥という言葉に反応して、振り向いた。開け放されていた裏口から、店内に入る。

「怪我をされている方はいらっしゃいませんか？　困っていることがありましたら、遠えん慮りよなく何でも仰おつしやってください」

「ありがとうございます。うちは誰も怪我をしていませんし、今のところは大丈夫です」

「クァーッ！」

　来らい訪ほうした荒垣を歓かん迎げいし、オラオラは鳴く。怖い思いをしたらしく、いつもより人ひと懐なつこくなって甘えてくるオラオラを、入谷は撫なでる。




　駝鳥も元気そうだ。混乱して状況がよくわからないというのではなく、本当に被害が最小限で済んだらしいことを確かめて、荒垣は安あん堵どした。




　訪問する荒垣の声を屋上で聞いた望威と那智は、急いで店へ下り、荒垣へ会え釈しやくした。

「おはようございマス」

「今日は望威さんもいらしたんですね」

「朝一番にお客様との商談の予定が入っておりましたので」

「袴はかま田だ夫人は、早朝を好むナリ」

「あぁ、なるほど」

　荒垣は納得する。

　書家・袴田託たく生しようの奥方は、朝早くからあれこれと活動をしている有名人だ。




（全員、無事、と）

　荒垣は望威の店の皆みなの無事な姿を確認し、クリップボードのチェックシートに丸をした。




「電線の切れた箇か所しよは、復旧中です。今夜は間にあわないかもしれませんので、蠟ろう燭そくやランプが……って、もう使ってらっしゃいますね」

「お気き遣づかいありがとうございます。ランプも燭しよく台だいもあります」

　店内のムードの演出と、『不思議の色石』を使うときのために、ランプと蠟燭はあらかじめ準備していた。今日のような形で役に立つとは、思ってもいなかったが。

「蠟燭やランプの数が足りなければ、商店会の事務所で配くばっていますので、明るいうちに取りにきてください。こちらの皆さんは、もう朝ご飯を食べられましたか？」

「はい。食べ終わってます」

「二件隣の津つ村むら屋やさんがお赤せき飯はんやお団子を、他のお店でも食べられるものをわけてくださいますから、どうぞお昼ご飯の分をいただいてください」




　商店街の店舗は、望威たちの店のように店舗兼けん住宅も多く、台所が凄すさまじいことになっているところもある。片づけなければならないが、どこから手をつけていいものやら、それすらわからない。そんなところでは、ひとまずすぐに食べられるものが欲しい。

　今日は一日、商売にならないだろうから、もうできあがっている食品で誰かに渡せそうなものなら、もらってくれたほうが店としても助かる。




「すみません、うちはそういうことで皆さんのお役に立てなくて」

「宝石は食べられないネ」

　恐きよう縮しゆくする入谷と、肩かたを竦すくめた望威へ、荒垣は笑う。

「こちらのお店は商店街の格を上げてくださってますから、十分に貢こう献けんされてますよ」




　質のいい商品を扱あつかう宝飾品店は、商店街にとっての華はなだ。上客が来店する場所になるので、ついで買いしてもらえると、他の店の商売も繁はん盛じようする。




「あと、水道管が破損していますから、蛇じや口ぐちから水が出ても、飲み水には使えません。給水車の手配をしていますが、到とう着ちやくは道路の補ほ修しゆうが終わってからですね。伏ふし見み屋やさんに古い井い戸どがあるそうなので、そちらが使えないか、今、確認中です。飲み水に使えそうなら、またお知らせにあがりますね。それから────」

　すうっと荒垣の雰囲気が変わる。




「帝都神社の小お此この木ぎ様からの伝言です。『動かないで店にいてください』」




　人格が切り替わるように声質まで変わり、裏の社会で生きる別人へと変へん貌ぼうした荒垣を見て、望威たちは思わず息を吞のんだ。

（この人ハ……）

　商店街に潜ひそむ公こう儀ぎ隠おん密みつで、望威たちの監かん視しを命めいじられている者の一人だ────！



















　望威たちは『不思議の色石』を持っているので、石の力で誰にも気づかれず勝手気ままに行動することができる。

　お気に入りの蒼司朗のため、よかれと思って望威が取った行動だったとしても、独どく断だんで動いたなら小此木神官長の言いつけに背そむいたことになり、危険人物だと判断されるだろう。




　言いたいことは、望威たちにちゃんと伝わった。

　荒垣は、にこっと笑う。

「危ないですからね」

　いつもの爽やかな荒垣に戻ったことで、ふっと空気が和なごんだ。

「じゃあ、何かありましたら、遠慮なく商店会の事務所へ相談しに来てください。必ず誰かがいます」

「クァーッ！」

　オラオラの温かい見送りを受けて、荒垣は次の店に向かった。




　扉が閉じられて荒垣の姿が見えなくなり、望威たちは、肩に入っていた力を抜く。

「……ニンジャが見えたネ」

「恐るベシ、帝都」

「何人か殺してますよ、あの人」

　入谷は何の証しよう拠こもなく失礼なことを適当に言い放ったのだが、キネマ化もされた伝説の暗殺者集団『ニンジャ』として、任務で何人か殺害していると言われても、納得できる迫はく力りよくだった。




「……蒼そう司し朗ろうセンパイ……」

　望威は胸むねの前で、ぎゅっと右手を握にぎる。

　小さな神様を連れた、あの小こ柄がらな少年は、危険をも顧かえりみず、あのドラゴンに挑いどむのだ。

　決して怯ひるむことなく颯爽と、誰かを守るために向けられる背中を思い出し、望威は胸が苦しくなる。

　ふざけ半分で抱だきついた蒼司朗の身体からだは、とても細かった。お姫様抱っこした軽い身体は、すっぽりと望威の腕に収まった。帝都には何十人、何百人という立りつ派ぱな大人おとなの神官がいるのに、いつだって最後に最前線に出るのは、あの少年なのだ。




「坊ぼつちゃま、いけませんよ」

　わかっているだろうと思いながらも、念のため、入谷は釘くぎを刺さしておく。那智は静かに望威を見守る。




　協力は無用と断られたので、望威たちの出る幕まくはない。

　ドラゴンは有名な幻獣だ。情報を集めるのは難しくない。

　帝都の騒動に、外国人を巻まきこみたくはない。




「……Iアイ knowノウ……！」

　望威は砂の国の王子だ。他国の都みやこで、身を危険に晒さらすような真ま似ねなど、すべきではない。言われるまでもなく、それはよくわかっている。

（僕がこの国の王子だったなら……！）

　どんなモノが相手であっても、あの誇ほこり高い勇ゆう敢かんな少年とともに戦っただろう。愛めでるためではなく、心配だからというだけでもなく、ただ、純じゆん粋すいに、蒼司朗のいるあの場所に、並び立ちたい……！

　どうにもならないもどかしさに、ギリギリと望威は歯を食いしばる。

（どうして僕は王子じゃないんだ!?）

　身分を煩わずらわしいと思ったことはこれまでに何度もあったが、こんなにも強く、王子でありたいと望んだことはない────！




「……クァ……」

　静かに近づいたオラオラが、俯うつむいた望威へ、そっと顔を寄せた。




　仕掛け人であるハイムエンデは屋内にいて、外に目をやる余裕もない状態だったので、帝都城下で幻獣の姿を視認できたのは、帝都神社の神官と望威たちだけだった。




　他た圏けんとを仕切る帝都城下の壁近くで、警けい備びや待たい機きをしていた警けい官かんや公儀隠密は、帝都を襲おそった大きな地震が、不自然なほど、壁の外へ影えい響きようを及およぼしていないという異様さに気づいた。

　揺れたのは、帝都だけだ。こんな奇き妙みようなことが起きるとすれば────！

（幻獣!?）

　何がどういうことになって、この酷ひどい地震を起こしたのかは皆かい目もくわからないが、ここ何回かの事例を見ても、狙ねらわれているのは帝都だ。幻獣が現れたときには、いつも帝都を閉へい鎖さして、退治していた。




　きっと事じ態たいは一いつ刻こくを争う。

「帝都の閉鎖を！」

　深夜に閉じるはずの門と街道は、帝都警察によって速すみやかに閉鎖された。壁に沿そって張り巡めぐらされている結けつ界かいが、神官によって強化される。




　そしてその結果、一部の者にしか見えていないドラゴンは、帝都城下という閉鎖空間に閉じこめられることになった。




　帝都城公園内うち堀ぼりの中、奥庭の四神の守しゆ護ご領域にいる者たちは、霊れい力りよくの有無にかかわらずドラゴンを見ることができた。




　幻獣使いが目覚めさせて放っても、ドラゴン使いがいなければ、思いのままにドラゴンを操あやつることはできない。命じて特定の何かを攻こう撃げきさせることもできない。

　だがドラゴンは、飛行の妨さまたげとなるものを嫌きらう。高さのある建物、大きな建物は、目め障ざわりな攻撃対象だ。そしてそれはたいてい、城などの、その都にとって大切な建造物である。




「グガアァァッ！」




　帝都で一番高い建物は、帝都城だ。

　帝都上空で、帝都城に向かって飛ぼうとするドラゴンは、奥庭の四し神じんによる強固な結界に阻はばまれ、近づくことができない。




　奥庭の四神の加か護ごで、帝都城はほとんど揺れなかった。座っていた者や、じっとしていた者なら気づいただろうが、立って歩いていたり、仕事をしていたりしたら、まったく気づかないぐらいの揺れだ。

　いつものように若様と一緒に登校するためお迎むかえに行き、若様の部屋から階かい下かへ向かおうとしていた篠しの原はら勇ゆう輝きは、窓から覗のぞく空に、巨大な幻獣の姿を見つけて目を剝むいた。

「な、んだよ、あれは……!?」

　海外の童どう話わ絵本に出てくる翼竜、そのものが、すぐそこにいる────！

　突然足を止めた篠原勇輝の視線を追った若様も、驚いて息を吞む。




　同様に、ドラゴンに気づいた職員や公儀隠密たちが、城の内外で大騒ぎを始めていた。




　信じられない思いで窓に近寄り、あらためて城の高い位置から帝都城下を見た篠原勇輝は、その惨さん状じように愕がく然ぜんとする。

　確かに、帝都城に来る途中、帝都城公園を歩いているときに地震らしい揺れを感じた。しかしそれは、こんな惨状を引き起こすほど、凄すさまじいものではなかった。

（何が起こってるんだ!?）

　あのドラゴンの仕し業わざなのだろうか。

　篠原勇輝の知らない間に、何かとんでもないことが起こっている────！




「────お部屋へ戻ってください」

「わかった」

　四神の戦士の一人としての顔になった篠原勇輝に頷うなずいて、若様は自分の部屋に戻る。

　四神の戦士最速を誇る白びやつ虎この戦士、篠原勇輝の気配は、若様が背を向けた瞬しゆん間かんに消えた。四神の戦士として、篠原勇輝には、しなくてはならないことがある。




　一人、部屋に戻りながら、俯いた若様は拳こぶしを握り、きつく歯を嚙かみしめる。

（いつも僕は────）

　無力だ。

　守られてばかりで、何もできない。少しでも役に立ちたくて出て行こうとしても、穢けがれに弱い身体は、言うことを聞いてくれない。

　若様は幼おさないころに帝みかどに言われたように、毎日努力して体力をつけている。足手まといになりたくなくて、がんばっている。だから、同年代の少年と比くらべて、決して劣おとってはいない。劣っていないはずなのに、一番肝かん心じんなときに動けない。何もできない。

　去年の秋、帝都に来た学年一小柄な少年は、帝都の守護神と一緒に、いつでもすごい活かつ躍やくをしているというのに────！
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　帝都城下を飛空したドラゴンは、火か炎えんを吐はきながら帝都城に襲おそいかかろうとしたが、一いつ瞬しゆんのうちに帝都城を通りすぎてしまっていた。見えているのに、何度襲おうとしても襲えない。




　帝都城を守っている強固な結けつ界かいは、空間をもねじ曲まげるのだ。




　不可解な事じ態たいに翻ほん弄ろうされ、ドラゴンは怒いかり狂くるったが、しかしそれでどうなるものでもなかった。そして、帝都の外には出られないよう、結界が阻はばんでいる。

　帝都城下上空で暴あばれながら飛んだ後、ドラゴンは帝都城公園より少し西にある帝国議会議事堂の屋根の上にとまった。




　帝都城下に現れた幻げん獣じゆうの対策本部は、災さい害がい対策本部も兼かねて帝都城ホールに特設された。

　ホールは帝都を模もした五区画に区切られ、帝都城公園にあたる真ん中の区画に、幻獣の対策本部が置かれた。東西南北の各区画では、被害と復ふつ旧きゆう状況が報告され、迅じん速そくな対応がなされている。




　背中に『帝都城管理局』と書かれた作業服に帽ぼう子しの男性が、忙いそがしそうにしている者たちの間を飄ひよう々ひようとした様子で擦すり抜けながら、帝都城下の災害対策本部を覗のぞいて回っていた。

「君、ちょっと」

　幻獣の対策本部へと急ぐ天あま城ぎ治はる長なが警けい視し総そう監かんから声をかけられ、男性は彼に近づいた。男性と向かいあって、天城治長警視総監は訊たずねる。

「……何をされているんですか」

「かなりの被害が出たようだけど、帝都民の命が失われなかったのは、不幸中の幸いだね」

　負ふ傷しよう者しやは出たものの、奇き跡せき的てきなことに死者は一人としていなかった。

　安あん堵どする男性に、天城治長警視総監は小さく息を吐く。

「帝みかどの普段の行いがよろしいからでしょう」

「そうだったら、いいな」




　別の方向から幻獣の対策本部へ来た小お此この木ぎ神官長と柳生やぎゆう充じゆう兵べ衛え光みつ義よし翁おう、災害対策本部を抜けてきた帝都軍の元げん帥すい大たい将しよう・柿かき崎ざき泰たい膳ぜんは、天城治長警視総監に続いて現れた作業服姿の男性を見て、ぎょっとする。

「み、（帝!?）」

「何（という格かつ好こうを！）」

「ど（うしてこちらへ!?）」

　大声をあげそうになった小此木神官長たちは、危あやういところで声を抑おさえた。

　極ごく秘ひ事じ項こうを伝えるかのように、帝は四人へ近寄り、小此木神官長が初めて会ったときの、帝都学園へ通っていた子供のころを思い出させる顔で笑う。

「うん、頼んだら警けい備びの者が貸してくれた。ロッカーに予備を置いていたそうだ」

　採さい寸すんして仕立てていない既き製せい品ひんを着るなんて、帝にとって初めてだ。

「背せ丈たけと目方が同じような者だったからな。寸法がちょうどでよかったよ」

　現在の帝の側そば仕づかえをしている役人は、先代から仕えている年ねん齢れいの高い者が多い。日常的に周りで話される言葉の影えい響きようで、帝の口く調ちようは若じやつ干かんじじむさい。




　位くらいを継つぎ、国の象しよう徴ちようであるために、行ぎよう儀ぎのいい大人おとなであることを強しいられ、公務ではそのように振ふる舞まってはいるが、帝の元来の性格は、やんちゃで悪戯いたずらだ。変装して城を抜けだすなんて、何ということはない。若君のころはしょっちゅうだった。




「警けい護ごの者もつけずに、出歩かれるのはいかがなものかと……！」

　元帥大将・柿崎泰膳は渋い顔だが、帝は首を傾かしげる。

「この格好で警護がいるのは、変だろう？」

　同意を求めるように、視線を送られた小此木神官長は、視線をよそへ向ける。

　行事や新聞の写真で顔を見ているはずなのだが、忙せわしなく働いている者たちは、作業服姿のこの男性が帝だとまったく気づいていない。

（帝が御おん自みずからこのような場所に足を運ばれるとは、誰だれも思っていませんね）

　帝は国家そのものであり、国のどんな決定事項にも帝の承しよう認にんが必要だが、会議への参加の義務はない。今日のこの場は、帝の公務には含まれない。

「同じような作業服を着ている護衛をつけますので「先ごろ頻ひん発ぱつしている幻獣の件は」

　マナーに反することを承しよう知ちで、帝は柳生充兵衛翁の言葉に強引に自分の言葉を被せた。柳生充兵衛翁は最後まで言わずに口を閉じ、帝は言いたいことを続ける。

「わたしも気にしていた。長く続いた都だ。何が起ころうとも見届けたい」

　迷めい惑わくをかけたり、騒そう動どうを起こしたりするつもりで、帝はここに足を運んだのではない。

　幻獣が帝都を滅ほろぼす脅きよう威いなのだと、帝にはわかっている。

　救助や支し援えんで軍を活動させている元帥大将・柿崎泰膳は、わざとらしく咳せき払ばらいをする。小此木神官長は、小さく息を吐いた。

「……お気が済まれましたら、お城にお戻りください」

　強制的に御退出願うことも可能だが、小此木神官長は帝がこの場にいることに目を瞑つむった。席に着いた天城治長警視総監は近くにいる者に命じて椅い子すを支し度たくさせようとしたが、帝に長居されたくはないので、小此木神官長はそれをやめさせた。

　深入りはしないのだと立ち位置で示すように、帝は帽子を目ま深ぶかに被って、柳生充兵衛翁の斜め後ろに立つ。まるで帝が公儀隠密の大頭領を警護する任についているかのようだが、もしも何かがあった場合、もっとも頼りになるのは柳生充兵衛翁だろう。適切な判断だ。




　天城治長警視総監は中央の卓たくに広げてある帝都の地図の一角を、指示棒で指し示す。

「帝国議会議事堂は一時閉鎖して、立ち入りを禁じました」

　非常線を張って、帝国議会議事堂近辺の道も封ふう鎖さしている。

　屋根の上に乗っている幻獣が見えない者には、なぜ帝国議会議事堂が閉鎖されなければならないのか不可解だろう。しかし、見えないモノがそこにいるのだと、説明しても信じてはもらえない。強引だが、内部施し設せつの故こ障しようとか何とか、誰もが納得できそうな理由をでっちあげた。

「今はおとなしくしておるようだが、いつ動きだすか、わからんな。夜行性かもしれぬ」

　動かないのには、何か理由があるのだろうと考えた柳生充兵衛翁へ、小此木神官長たちは頷うなずく。幻獣が動かないのは助かるのだが。

「帝都城下があの様子では、神官も動けません。帝都民が落ちつくまで、対処は無理です」




　急ぎ足で近づいた帝都水道局の職員が四名、一礼して近づき、幻獣対策本部の小此木神官長たちによく見えるよう、持参した水道管の一部を掲かかげた。ついさっきまで、地中に埋まい設せつされていたものだ。

「帝都城下のあちこちで、水道管の破は損そんを確認しております……！」




　見せられた数点の水道管は、下から『何か』に突き破られ、無む惨ざんに変形していた。

　亀き裂れつが入った地面を調査したところ、ほぼ同時刻に帝都城下の地面を強引に割って外へ出た無数の『何か』のせいで、大きく帝都が揺すられたことが、はっきりとわかった。




　水道は帝都城公園内他、帝都の一部でしか使えないと報告して、水道局員は退去した。

　道路の損そん壊かいで放置された車両を撤てつ去きよし、道路の復ふつ旧きゆうを急いだとしても、ドラゴンの退治にかかれるのは、おそらく夜になる。

　帝都城下の惨状は、穢けがれた場所を好む蟲むしにとって、とても居い心地ごこちがいい。




　小此木神官長は、むうと眉まゆを顰ひそめた。

「夕方以降、帝都城下では蟲が大量発生しますね」

　日が暮れれば、蟲は活発に動きだすだろう。モスマンもまだどこかに潜ひそんでいる。

「蟲が取りこまれれば、モスマンを相手にするのは難しくなります」




　元帥大将・柿崎泰膳は、軍部に命じて帝都の封鎖を続けさせている。帝都の外への情報の発信も規制している。直下型地震と知り、帝都への救きゆう援えんを申しでている他た圏けんを、すべて待たせている状態だ。

「細さい菌きん研究所で培ばい養ようしていた菌が、この地震で研究所の外へ漏もれでたかもしれないというのはどうか？　上層部だけに、極秘事項として伝えれば、問題あるまい」

「えー？　ダメダメ☆　大おお騒さわぎになりますよ。やめましょう、そういうの。怖いです」

　元帥大将・柿崎泰膳の提案を、小此木神官長は遠えん慮りよなく一いつ蹴しゆうする。

　ここだけの話は、どこからか漏れてしまうものだ。たとえ噓うそっぱちであっても、信じてしまう者が多ければ、それは簡単に真実へとすり変わる。

「あ、そうだ！」

　いいこと思いついた、とばかりに、小此木神官長は手を鳴らす。

「いっそのこと、災害時の避ひ難なん訓練ということにしてはどうですか？　帝都をあげての大だい規き模ぼなヤツ♪」

「「は？」」

　元帥大将・柿崎泰膳と天城治長警視総監は眉を顰めたが、柳生充兵衛翁は大笑いして膝ひざを叩たたいた。周囲の災害対策本部で仕事をしていた者たちが、爆ばく笑しようする柳生充兵衛翁に驚いて注目するのに、小此木神官長はにこやかに手を振る。……関わってはいけないものに注目してしまった者たちは、速すみやかに視線を逸そらして自分の仕事を再開する。




　大規模災害を想定して、帝都は食しよく糧りようと生活物資の備び蓄ちくをし、避難場所を確保している。だが、それが本当に有効活用できるかどうかは、まだ確かめてはいない。




「災害対策がどこまで避難者の要望に添うものなのか、やっぱりね、一度調査したほうがいいと思うんです。わが国は地震大国なのですから」

　ものすごくまっとうなことを言っているのだが、ウインクする小此木神官長は、とてつもなく胡う散さんくさい。

「帝都民全員参加の、集団お泊とまり会。ちょっと楽しそうですよ～」

　これならば、災害時に体育館へ避難するという形で、帝都民を集められる。調査の妨げになるからと、他圏の救援は、無理なく断れる。

「ふむ。それならば、モスマンへの対処も楽になるやもしれぬの」

　モスマンの出没場所は限定されるし、大人数なら襲われない。ドラゴンから帝都民を守りやすくもなる。良策かもしれないと、柳生充兵衛翁は頷いた。




　人のいる場所の数が少なければ、幻獣を退治する際、いくらか制限が緩ゆるくなる。もしも勢い余って壊こわしてしまったところがあったとしても、目もく撃げき者しやがいなければ、夜中に地震が起こったせいにできる。人のいる場所だけ、ちょっと揺らせばそれっぽくなる。




　身を屈かがめた帝は、卓を囲む者たちだけに聞こえるよう発言する。

「おもしろい案だ。許可しよう」

　楽しそうな帝へ、小此木神官長はにっこり微笑ほほえんだ。

「帝は参加不可です」

「ちぇ！」

　帽子を目深に被ったまま、お行ぎよう儀ぎ悪く帝は舌した打うちをし、子供のように口を尖とがらせて不満顔のまま姿勢を正したが、小此木神官長たちは気づかなかったことにした。

「────ただひとつ、蟲のことだけが気にかかります」




　夜間に放置すれば、蟲は大きくなり、帝都城下の穢れが濃くなるだろう。小此木神官長の憂うれえるところは、それだ。




「蟲のために割さける人員は、ありません。これまでのように、幻獣が蟲を取りこむことがなければよいのですが」

　帝都城下をあの状態で放置して、一晩でどこまで蟲が大きくなるのか、皆かい目もく見当もつかないところが恐おそろしくもあるのだが、仕方ない。




「蟲は僕が引きつける」

　すぐ近くで背を向けて待機していた『帝都青年会』の法はつ被ぴ姿の若い男が、幻獣対策本部へと強引に入りこむ。

　若い男の近くにいた南地区青年団の法被姿の公儀隠密は、突然に彼が行動を起こしたことに驚いた。慌あわてて止めようとしたが、若い男の足は速い。

　何事かと元帥大将・柿崎泰膳と天城治長警視総監は眉を顰めたが、幻獣対策本部に来たときから気づいていた小此木神官長は、静かに若い男を見つめる。

　若い男の声には聞き覚えがある。侵しん入にゆう者しやを引き戻そうとする公儀隠密を、柳生充兵衛翁は手で制した。




　幻獣対策本部で、若い男は頭に巻まいていた手て拭ぬぐいを取り、法被を脱ぬぐ。

　ふわり、軽かろやかに露あらわになった金色の髪かみ。神こう々ごうしい金の輝かがやきを視界に捉とらえた者たちが、はっと手を止めて振り向いた。




　警護の者に頼んで法被を持ってきてもらい、部屋を抜けだした若様は、あの幻獣をどうするつもりなのか少しでも知りたいと、幻獣対策本部の近くへ来ていた。




　柳生充兵衛翁の後ろで、帝は笑いをこらえ、顔を伏せがちにしたまま、静かに見守る。




　帝都城ホールにいる者すべての注目を浴あびながら、若様は宣せん言げんした。

「奥庭の四し神じん様が一緒にいてくださるなら、僕がすべての蟲を引きつけます……！」



















　帝都ラジオ放送局は、本日、一いつ泊ぱく二日で帝都民全員参加の大規模避難訓練を行うことを伝えた。帝てい都と日につ報ぽうは、指定された避難場所を記き載さいした号外を配った。

　避難場所となっている小学校は、病院や消しよう防ぼうに次ついで優先的に電気が復旧された。道路の補修が終わらないので、暗くなると足元が危険だ。

　避難訓練へ参加するのは面倒くさいし、地震の後片づけの中断はしたくないものだが、帝都は町内会の繫つながりが強く、まとまりがいい。帝都民は速やかに手荷物をまとめ、まだ明るいうちに避難場所である小学校へと向かった。




「お泊まり保育のときみたいね」

「眠れるかなぁ」

　帝都東地区在住の小学二年生、平ひら野の芽め衣いと石いし川かわ知ち恵え里りは、無む邪じや気きに笑う。

　今夜は災害時避難訓練。一泊するために、家族と一緒に、避難場所へ指定されている帝都小学校に来た。

　自宅の一番近くにある小学校ではないが、ここは二人がいつも通っている小学校だ。




　修学している子供のいる家庭では、その子供の通っている学校を避難場所に選ぶことが多い。親しん戚せきがいる場合、皆で一緒に行動することもある。

　緊きん急きゆう時じなら命を守るため迅じん速そくな行動を取らねばならないが、時間に多少の余裕がある場合、もっとも近い避難場所が、必ずしも選ばれるわけではない。

　避難期間が長くなれば、避難場所を移動する者もいる。およそ何割ぐらいが近所を利用するか、どこに人気が集中するかも、統とう計けいとして重要だ。




　避難した人たちは年齢の幅が広く、連れてきた犬や猫などのペットもいて、聞こえる音や雰ふん囲い気きが違う。

「わたしたちの知ってる、いつもの学校じゃないみたい」

「日が暮れると、ちょっと怖いかもしれないね」

　通い慣れた学校なのだが、ここの体育館で一ひと晩ばん過ごすのだと思うと、ドキドキだ。帝都軍の災害対策班によって体育館の入り口横に特設された、救援物資の配給テントや入浴用の浴場テントなんて、初めて見る。

　持病のある者や、今日の地震で少し体調が思わしくなかった者が、さっそく救きゆう護ご所しよのテントを利用していた。

「芽衣ちゃん、知恵里ちゃん。アンケート用紙、もらった？」

　校舎の裏手にあるウサギ小屋の様子を見てきた同級生、大おお崎さき晴はる香かに声をかけられ、配給テントに何があるのか覗のぞきに行こうとしていた二人は振り向く。

「アンケート用紙？」

「なになに？」

「これ。あっちでもらえるの」

　大崎晴香は二人にアンケート用紙を配っている場所を教え、ポケットから出した紙を見せる。

「これに、ここでお泊まりした感想とか書くの。あんまりよくなかったところは、よくなるように変えてもらえるんだって」

　このアンケートを提出するのは、参加した全員だ。足りなかった物や、居い心地ごこちなど、評価が集まれば、改善点がはっきりわかる。子供にも、子供にしかわからないことがあるので、意見はとても貴重だ。

　アンケートで集められた意見が反映されれば、本当にこういう避難が必要とされる事態となったとき、誰もが快適に過ごせるだろう。




　いきなりの災害に見舞われるのは、帝都民ばかりではない。仕事や旅行で、たまたまその時間、帝都にいた者も同じく被災者となる。帝都在住者ではないが帝都にいた者たちも、指示に従って指定された避難場所へ向かった。




　外国人への対応も、いろいろだ。

「帝都第三小学校へ行きますか？　帝都外語大学へ行きますか？」

　望ぼう威いたちに避難場所への移動を促うながすため、商店会の荒あら垣がきがサポートする。

「商店街の皆ハ、帝都第三小学校だよネ？」

「はい、商店街を含め、この近くの多くの方が帝都第三小学校へ行かれます」

　子供の学校や親類縁えん者じやの関係で、商店街の者たちは全員が帝都第三小学校へ移動するというわけではない。また、学校の近所に家があるわけでもなく、商店街に店を出していない家族でも、さまざまな理由で帝都第三小学校を避難場所に選ぶこともある。

「帝都外語大学は、外国人専用の避難所に指定されています。外国語で会話できるスタッフもいます。外国人だからと、避難所でじろじろ見られるのを嫌いやがる方もおられますので」

　すぐに避難できる場所でも、言葉も満足に通じず、いたずらに注目されるばかりでは、外国人にとっては居心地が悪いだろう。

　入いり谷やは一泊に必要な三人分の手荷物を、手早くまとめた。

「外語大学へ行きますか？　坊ぼつちゃま。オラオラもいますし」

　乗用駝だ鳥ちようのオラオラは、賢かしこいが凶きよう暴ぼうだ。外国人専用の避難所なら、仕事の関係で帝都に滞たい在ざいしている者が多いだろうから、子供や高齢者のいる比ひ率りつは、ぐっと低くなる。興味本位でオラオラにちょっかいをかけて怪け我がをする者や、ひどく驚かせてしまう者がいるかも、という心配はあまりしなくていいだろう。

「ソウ、だネ」

　そして、外語大学にはひょっとすると、あのハイムエンデがいるかもしれない。ハイムエンデがいたなら、彼が不ふ穏おんな行動を取らないか、監かん視しすることができる。

（何か少しでも、役に立てれば）

　蒼そう司し朗ろうに協力できることがあるなら、望威はどんなことでもしたい。

　だがハイムエンデがいなければ、帝都外語大学を避難場所に選ぶ理由はない。

「行った後の移動は是ぜカ否ひカ？」

　訊ねた那な智ちに、荒垣は微笑む。

「もちろん、できます。具合の悪いことは、遠えん慮りよなく言ってください。対たい処しよしますし、移動のご案内もします。知っている人のいる場所のほうがいいかもしれませんしね」

　こればかりは、実際に行ってみなければ、どう感じるかはわからない。




　望もち月づき造ぞう園えんの親方夫ふ妻さいと住み込み庭師たちは、帝都西地区にある帝都第五小学校を避難場所にした。ここにはご近所の方たちが、大勢来ている。

　体育館には四軒隣の大おお原はら剛ごう三ぞう先生一家もいたので、一番若い庭師の池いけ波なみは挨あい拶さつをして、その近くに皆が落ちつける場所を取る。

「親方ー、こっちっすー！」

「おう！」

　手を振る池波に手を振り返し、そちらへ向かいながら、望月左さ近こんは梢こずえに言う。

「夜中に奴やつら連れて、仕事に出るかもしれねぇぜ」

「大原の奥様と一緒にいさせてもらいますから、大丈夫よ」

「一人にして悪わりぃな」

「いつものことでしょ」

　おおらかに梢は笑う。




　望月造園には帝都日報の号外と一緒に、連絡の紙が配達されていた。

　請うけ負おっている『蟲むし呼よびの夜』の後のように、補修作業の呼びだしがあるかもしれない。呼びだしがあれば、別の避難場所にいる庭師たちにも知らされ、現場で集合して作業開始だ。いつでも出かけられるように、作業道具を持ってきている。




　地震の後に、帝都民全員参加の避難訓練というのは唐とう突とつだ。そういうことにしておかなければならない事情があるのだろうとわかっているので、大人たちは誰も何も訊ねない。

　帝都学園高等部に通っている生徒が全員無事であることは、保護者へ伝えられている。帝都に自宅のある生徒は全員帰き宅たくしているのに、蒼司朗が戻ってこないのは、やらなければならないことがあるからだ。

　詳くわしいことが知らされないからこそ、奥庭のお庭番である蒼司朗は、帝都神社の神官の一人として何かを行うのだろうと想像できる。

（がんばれよ、蒼）

（奥庭の四神様、どうぞ、蒼ちゃんをお守りください）

（蒼ちゃん……！）

　いつでも帰ってこられる場所で、望月造園の皆は蒼司朗を待っている。




　望月左近が甥おいっ子の蒼司朗を連れていないことに、大原剛三先生たちも気づいていた。あの可か愛わいい奥庭の四神様とともに、蒼司朗はどこかで帝都を守るために活動している。

（蒼司朗くん、頼んだよ）

（がんばってね）

（奥庭の四神様、お願いします）




　暮くれゆく帝都の空の下、多くの人たちが蒼司朗を応おう援えんし、奥庭の四神様へ厳おごそかな祈りを捧ささげる────。
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　ピヨ四し神じんが一緒なら、自分がすべての蟲むしを引きつける。若様がそう宣言したので、ピヨ四神のお世話係である蒼そう司し朗ろうも、必然的に若様と行動をともにすることになった。

「世話ばかりかけて、すまない」

　迎むかえに行った帝都城で若様から詫わびられ、蒼司朗は快活に笑う。

「オレは別に構いませんよ。若様は若様にしかできない方法で、オレたちと一緒に戦おうとしてるじゃないですか。それって、すごいことですよ」




　蟲は若様に惹ひかれて寄ってくるが、若様には、神官のように蟲と戦う力はない。蟲の穢けがれは僅わずかであっても、若様の身体からだを蝕むしばむ強い毒となる。誰だれよりも蟲を苦手とする身でありながら、蟲が出しゆつ没ぼつするだろう場所へ出向き、ただ一人で蟲を誘おびき寄せる囮おとりになるというのだ。こんなに勇気ある行動はない。




「オレだけができるお手伝いなら、喜んでさせていただきます」

「ミギュン」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にくっついていたピヨ四神が、甘えた声で鳴き、若様へと飛び移った。

　帝都城の車寄せで、警けい護ごの新しん庄じよう神官と牛車の手た綱づなを取る柳生やぎゆう蘭らん丸まるが待っていた。この牛車は、『蟲むし呼よびの夜』のときに若様がいつも乗っているものだ。

「若様、どうぞこちらへ」

　恭うやうやしく柳生蘭丸は若様を促うながす。

　帝都城公園を出れば、ピヨ四神の守しゆ護ごする場所ではなくなる。破は損そんの激しい帝都城下で増加している、蟲の放つ穢れから若様の身を守るには、結界となるものが必要不可欠だ。

　新庄神官は牛車へ向かう若様に、一礼する。

「本日は、牛車の結界を強化してあります。こちらの御み簾すを上げれば、蟲が寄ってきますが、閉じれば蟲は若様を見失います」

「わかった」

　頷うなずいて、若様は牛車に乗りこんだ。




　御簾を閉じたままでも、牛車の外の様子は見える。外で何が起こっているのか、わかる。

　若様は牛車の外に出ないかぎり、蟲の穢れに冒おかされず、蟲に襲おそわれることもない。それはいつもの『蟲呼びの夜』と同じだが、今日は蟲を誘き寄せる加減を神官が行わない。蟲の注意をどれぐらい引きつけるかは、若様の判断に任された。




　動きだす牛車の横について歩きながら、あれ？　と蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「新庄神官、あの牛……」

　何かちょっと……、違うような？

　怪け訝げんな顔をしている蒼司朗へ、新庄神官は笑う。

「はい。小お此この木ぎ神官長の式です。危険な場所へ連れていくわけにはいきませんから」

　少しだけ振り向いた柳生蘭丸が、にこりと蒼司朗へ微笑ほほえんだ。その笑みで、蒼司朗は理解する。

（『蟲呼びの夜』の牛は、いつも、式だったんだ……）

　これまで、まったく気づかなかった。




　小此木神官長は、ずば抜けた実力を持つ神官なので、式を本物の生きた牛のように動かしてみせることなんて造ぞう作さもない。何かあったときに、怯おびえたり、嘶いなないたりしてくれたほうが、周りにいる者たちも状況把は握あくができる。

　ほんの少しだが、蒼司朗が神官らしくなってきたので、わかるようになったのだ。ピヨ四神とともにあり、四神変化して天の戦士として浄じよう化かを行うことばかりが目立っているが、着実に蒼司朗は神官として成長している。




　安あん藤どう奏かなでは集合場所となった帝国議会議事堂東側の緑地で、集まった大勢の神官の中に篠しの原はら勇ゆう輝きの姿を見つけ、駆かけ寄った。

「勇輝さん……！」

　深刻な表情の安藤奏に、篠原勇輝は犬けん歯しを見せて自じ嘲ちよう気味に笑う。

「やっぱりお前もか」

　帝国議会議事堂の屋根の上にいるはずの、ドラゴンの姿が見えないのは。




　篠原勇輝は帝都城にいたときに、ドラゴンを見た。安藤奏は登校した帝都学園中等部の校こう舎しやから、半透明のドラゴンを見た。

　篠原勇輝と安藤奏は、それぞれすぐさま式を飛ばし、目もく撃げきしたドラゴンのことを小此木神官長に伝え、帝都神社へ向かった。小此木神官長からの返信の式はすぐに来て、それぞれの神社で待たい機きするようにと命めいじられた。

　篠原勇輝と安藤奏が最初にドラゴンを目撃した場所、そのどちらでもドラゴンの鳴き声は聞こえなかった。だが、外そと堀ぼりを越えて帝都城公園の外へ出た瞬しゆん間かんから、微かすかにドラゴンの鳴き声が聞こえるようになり、代わりに姿はほぼ見えなくなった。そして二人は、帝都城下を襲った『地震』の惨さん状じようを知った。




「声は？」

「僕は聞こえてます。微かに、ですけど」

　安藤奏にドラゴンの声は聞こえるが、青せい龍りゆう神社の神官には聞こえていない。姿も見えない。それは他の四神神社の神官たちも同じだ。

「帝都神社の連中は違うな」

「えぇ」

　取っている行動と、視線が違う。帝都神社の神官たちには、あのドラゴンが見えている。




　帝都城を襲おうとしていたドラゴンを、敢かん然ぜんと退しりぞけていた不ふ可か思し議ぎな力は、奥庭の四神の力に違いないと篠原勇輝と安藤奏は思った。

　帝都神社で祀まつられているのは、奥庭の四神だ。奥庭の四神は、蒼司朗という新たなお庭番を迎えたことで『生まれ変わった』。御姿が赤ちゃん返りした、可か愛わいい奥庭の四神は、帝都民に大人気だ。お庭番の蒼司朗と一緒にいるところが見られたなら、よいことがあるという噂うわさまである。

　帝みかどの守しゆ護ご神しんは、絶対的な力で帝を守った。

　帝都の守護神は、帝都を守りきれなかった。

　損そん壊かいのない帝都城の堀の内と、帝都城下の違いは、その土地を守護する神の力の差だ。




「それに……」

　言いよどむ安藤奏へ、篠原勇輝は確認する。

「『石』は消えたんだろ？」

「はい」

　まっすぐに篠原勇輝を見つめて、安藤奏は頷うなずく。




　望ぼう威いにもらった安藤奏の『不ふ思し議ぎの色石』は、その役目を終えて消えた。消えると知っているのは、篠原勇輝の『不思議の色石』も消えたからだ。

　篠原勇輝と安藤奏、白びやつ虎こ神社と青龍神社で祀っている神は、代替わりを終えた。それなのに、帝都城下は守られず、満足にドラゴンを見ることもできない。神官は霊れい力りよくのない一般の帝都民と同じく、ドラゴンの存在を知覚できない。

（四神変化できるはずなのに）

　手て応ごたえは確かにある。四神の戦士としての力は使えるのに、四神変化できない。




　篠原勇輝は小さく舌した打うちをする。

「四神神社、すべてで祀っている神の代替わりがなされなきゃ、駄だ目めってことかよ……！」

　力の均きん衡こうが崩くずれていては、帝都を守ることはできない。そういうことだ。




「蔵くら田た先輩とル子姉は、全然余裕で、任せておけって感じだったじゃないですか。まさか、まだなんてことは」

「俺やお前より、ずっときつい縛しばりン中で生きてきたんだよ。あの二人は」

　不ふ手て際ぎわがあるなんて信じられないという安藤奏へ、篠原勇輝は遠くを見ながら言う。

「学年一の秀才で生徒会役員、誰からも好かれる完かん璧ぺき美人。そんなことを、ガキのころからずっと続けてるなんて、半はん端ぱな根性じゃねェよ。その自分が受け継いだ『四神の戦士』なんだ。もう時代後おくれだから、新しいものへ、ってそう簡単に割りきれるもんか？」




　若様のお付きを始めて、若様を守るために、篠原勇輝は『いい子』であることをやめた。周りの者から何と思われようと、自分のやり方という信念を貫つらぬいた。

　末っ子である安藤奏は、自じ尊そん心しんが高く、誰より努力はするが、ちゃっかりしていて要領のよい少年だ。自分が駄目なら、適任は他に誰もいないと思っている。子供であることや、年下であること、可愛い系の見た目を利用したり、外そと面づらを上手じようずに使い分けたりして、合理的に割りきった考え方ができる。




　蔵田実さね親ちかと芙ふ蓉よう薫かおる子こは、ひたむきに、愚ぐ直ちよくなまでに真ま面じ目めでまっすぐな生き方を選んだ。力を受け継いできた先代たちを尊敬し、努力した自分を誇ほこりに思う二人にとって、自分たちが受け継いだ四神の力は極上の褒ほう美びだ。すでに最上級のものだからこそ、新しい神へと乗り換えるような行いは難しい。




「でも……！」

　焦じれる安藤奏へ、篠原勇輝は頷く。

「あぁ。理屈じゃ、わかってるはずだ」

　だが、感情はそう簡単には片づけられない。強い執しゆう着ちやくは未み練れんや迷いを生む。それらを完全に断たち切り、気持ちを切り替えるには、相応の時間や、きっかけが必要なのだ。

　今、状況は予断を許さない。




　帝国議会議事堂周辺は官公庁街だ。一般住宅のない区画なので、帝都民が避ひ難なん所じよへ向かうのを待つ必要はない。

　だが、破れた水道管から水が噴ふきだしている場所や、通行不能になった場所で放置された車両を撤てつ去きよして、道路を直さなければ動き回るには危険だ。間に合わせの応急処置だが、道路の補修には、思っていた以上の手間がかかった。

　その間も、帝国議会議事堂の屋根の上にとまった幻げん獣じゆうに動きはない。

「日のあるうちに退治したかったんですけどね」

　作業を終えて急いで撤てつ収しゆうする作業員たちの上、暮くれはじめた空を見上げた小此木神官長は、小さく息を吐はく。

　闇やみはいろいろと不利な条件を増やす。しかし、足場が悪く満足に動けないような状態で、あのドラゴンにこちらから仕掛けて、しくじったとしたら、間違いなく全ぜん滅めつする。

「とにかく、急がなくては」

　作戦開始時間までは、あともう少し。




　揃そろいの神官装しよう束ぞくを着ていても、そこにいるだけで存在がはっきりわかる人物はいる。

「────薫子クン」

　蔵田実親に呼びかけられた芙蓉薫子は、静かに振り向く。お互たがいの顔を見る、ただそれだけで、言いたいことは伝わった。




　蔵田実親にも芙蓉薫子にも、ドラゴンの姿は見えないし、声も聞こえない。帝国議会議事堂の屋根の上にドラゴンがいると聞いているから、行動できるだけだ。

（まさか、こんなことになるなんて……）

　これまでは、どの幻獣も姿が見えていた。鳴き声も聞こえていた。だから、初めて目にする敵であろうとも、戦おうと立ち向かえたのだ。だが敵のことを認識できないのでは、話にならない。

　ハイムエンデが帝都に来たときのように、幻獣の存在を認識できないのだろうかとも考えたが、帝都神社の神官は普通に認識できているようだ。帝都を守護する者として、幻獣を認識できないなどとは、口が裂さけても言えないが、これは由ゆ々ゆしき事態だ。

　この異常さには、周りの神官は気づいているし、声をかけてそれを確かめようとしない蔵田実親と芙蓉薫子の様子からも、二人も同じ状態であることがわかっている。




　若様の乗った牛車は、道路の補修作業を終えた作業車両と擦すれ違う。

　帝国議会議事堂の区画を囲かこむ非常線の手前で、若様の乗る牛車は停まった。この十平方メートルほどは、どこよりもきれいに補修されている。

「若様には、こちらで待機していただきます」

　新庄神官はモスマンの苦手とする『帝都のよく効く薬』を溶かした水を、周囲へと振り撒まく。簡かん易いの結けつ界かいに牛車を置いた形だ。

　ぽつ、ぽつと、帝国議会議事堂を取り囲むように、外がい灯とうがともりはじめた。電力は帝都全域で復ふつ旧きゆうしてはいない。

「────光の結界ですね」

　蒼司朗の言葉に、新庄神官と柳生蘭丸は頷く。

　光を嫌きらう蟲やモスマンを近づけないための、結界のようなものだと考えていい。

「御武運を」

　神官たちの作戦の邪じや魔まになってはいけないので、柳生蘭丸は一礼し、この場から去る。

　帝国議会議事堂の屋根の上で夕日を背負うドラゴンの姿も、ここからなら細部まではっきり見える。

　蒼司朗はちょっと考えて、提案する。

「え、と、念のために、このあたりに奥庭の四神様の足跡もつけておきますか？」

「はい、それはいいですね」

　名案だと新庄神官は頷く。蒼司朗は牛車の中のピヨ四神に呼びかける。

「ほら、出ておいで。若様が安心できるように、ここのところ、ちょっと歩いてね」

「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　差しだされた蒼司朗の手に、ピヨ四神は喜んで飛びつき、そして道路へ下りて、牛車の周りを走り回った。牛車の御簾を上げて、若様はにこにことピヨ四神を見守る。




「ピ！」

（あれ？）

「ミギャ！」

「キュウ！」

「「（しゃー！）」」

　走り回って遊んでいたピヨ四神が、蒼司朗へ飛びついた。

　帝国議会議事堂を手て羽ばで指し示すチビ朱す雀ざくを頭に載のせ、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを握にぎり直す。

「蒼司朗様？」

「どうした？　望もち月づき蒼司朗」

　新庄神官と若様に訊たずねられながらも、蒼司朗は帝国議会議事堂の上にいるドラゴンを見つめる。

「今、何か……、動いたような……」

　細長い、風の塊かたまりのような透明な何かが、眠っているドラゴンの周りを────。




　睨にらむように凝ぎよう視ししていた蒼司朗は、ドラゴンへ向かって飛んだ一いつ矢しに目を瞠みはった。

「なっ!?」




　矢はドラゴンの全身を覆おおう硬かたい鱗うろこを貫いて、深々と突き刺ささる。




「────ギィィィイッ！」

　ドラゴンは頭を上げ、天に向かって咆ほう哮こうする。周囲がびりびりと震ふるえた。

　ドラゴンのことを知覚できない四神神社の神官たちは、突然の揺ゆれに仰ぎよう天てんする。

「じ、地震……!?」

　咆哮は聞こえなくても、振しん動どうは感じる。




　ドラゴンから飛び散った血を見た津つ本もと神官は、大声で警けい告こくする。

「ドラゴンの血は劇物です！　絶対に浴あびないように！　神官各自、身を守る結界を！」

　ドラゴンが見えない四神神社の神官には、ドラゴンの血も見えない。だが、身を守ることはできる。何が起こっているのかまったくわからないが、四神神社の神官たちは津本神官に言われたとおり、結界で身を守る。




「グガアァァッ！」

　血をしぶかせながら、ドラゴンは翼つばさを広げ、帝国議会議事堂から飛び立つ。




「どうして急に!?」

　新庄神官は、なぜ突然ドラゴンが行動を起こしたのかがわからない。まだ日は暮れきっていない。




　蒼司朗同様、ドラゴンを射いた矢に気づいた小此木神官長は、忌いま々いましげに舌打ちをする。

（魔ま界かい侯こう爵しやくの矢か！）

　深々とドラゴンに突き刺さった矢は、すぐに弾はじけ、黒い塵ちりと化して消えた。

「位置について！　作戦開始です！」




　矢が飛来した軌き跡せきを追った蒼司朗は、空を踏ふみマントを風に遊ばせる若い男を見つける。

　ドラゴンが遠くに行かないよう、結界を張っている神官の誰も、彼が侵しん入にゆうしたことに気づかない。気づけない。

「清きよちゃん！」

　魔界侯爵と化した従い兄と弟こが、あそこにいる────！

　遠目でも、わかる。あのすらりとした瘦そう軀くと、きれいな姿勢は、いつでも蒼司朗の憧あこがれだった。あそこにいるのだと、存在を確認しただけで、蒼司朗の胸むねは熱くなる。

（でも）

　蒼司朗は若様と一緒にいなければ……。




「行け、望月蒼司朗！　僕には奥庭の四神様のご加護がある！」

　牛車に入り、若様が命じた。

　身を守る結界として牛車を支し度たくしてもらった。そして、蟲が寄ってきても、警護についた新庄神官に退治してもらえる。

「行ってください！」

　新庄神官は強い瞳ひとみで、蒼司朗を促す。




　魔界侯爵を相手にできるのは、蒼司朗だけだ。

　蒼司朗は、魔界侯爵となっている清きよ志し朗ろうを止めると宣言している。他の誰も、清志朗に触ふれさせたくはない。




「ミギャギャ！」

「キュ！」

「ピピチュ！」

「「（しゃー！）」」

「────はい！」

　ピヨ四神にも急せかされ、蒼司朗は枝打ち斧を握って駆けだす。

「お庭番、望月蒼司朗、参る！」




　矢で射られたくらいで、巨きよ軀くのドラゴンは簡単に絶命などしない。だが、魔の瘴しよう気きに塗まみれた魔界侯爵の矢は、恐おそろしい激痛でドラゴンを苛さいなんだ。

　空を滑すべるように死角となる場所へと移動しながら、魔界侯爵はドラゴンを射続ける。魔界侯爵の矢は、腹部、翼、尾、首と、あらゆる射出角度から、容よう赦しやなくドラゴンに突き立つ。矢で射られ、苦しみ悶もだえるドラゴンは暴あばれて目茶苦茶な格かつ好こうで飛ぶ。




「逃げろ！　潰つぶされるぞっ！」

　姿勢を崩したドラゴンは、帝国議会議事堂の一部を破は壊かいしながら墜つい落らくし、緑地の木々を薙なぎ倒す。血の落ちた場所が、次々に腐ふ食しよくする。吐きだされた炎が、樹木や植しよく栽さいを焼く。

「ギイィィイッ！」

　姿は見えず、咆哮が聞こえなくても、何か巨大なものが迫せまりくるのは圧でわかる。破壊されるものでわかる。次々に上がる火の手で、何かが移動するのがわかる。

「ひっ……！」

　翼の起こす強風、殴なぐりつけるかの衝しよう撃げきに、四神神社の神官たちはたまらず吹っ飛ぶ。

　小此木神官長は玉たま串ぐしを掲かかげて踏み止とどまり、恐ろしい強風から顔面をかばって、ぎりっと歯は嚙がみする。

「ドラゴンの動きを止めるんです！」

「は、はいっ……！」

　空に放った結界術で、ドラゴンの一部を捕とらえるだけでいい。大勢の神官でそれを行ったなら、ドラゴンをその場所へと留めることができる。

（理り屈くつではわかっている……！）

　帝都神社の神官たちは小此木神官長の命令に従いたいのだが、とにかくドラゴンの動きが読めない。実行するのは難しい。

　帝都神社の神官たちは暴あばれるドラゴンを目で追うのに精せい一いつ杯ぱいだ。魔弓の射しや手しゆの居場所を探さぐる余裕はない。

（蒼司朗くん……！）

　夜に染そまる上空で一いつ瞬しゆん閃ひらめいた虹色の光を、小此木神官長は確かに見た。




　墜落し、無ぶ様ざまに跳はね転がったドラゴンは、補修したばかりの道路を爪つめで抉えぐって、また飛び立つ。

「グガアァァッ！」

　怒り狂くるったドラゴンは、癒いえない傷から噴きだす血を周囲に撒き散らして飛び────、その琥こ珀はく色いろの目に一人の神官を捉とらえた。

　より真しん摯しに自分を磨みがき続けてきたからこそ光ひかり輝かがやく者。この場で唯ゆい一いつの、女性神官。




　見えないモノが巻き起こす強風や圧に耐え、帝都神社の神官の視線を追って顔を上げた芙蓉薫子は、息を吞のむ。

　見えないのに『目が合った』、のだと感じた。全身が硬こう直ちよくする。

（駄目、動けな、い……）




「薫子クン!?」

　予想外の無茶苦茶な状況のなか、とにかく指定されていた持ち場へ向かおうとした蔵田実親は、作戦開始を告げた小此木神官長の声に従うことなく、空を見上げて立ち尽つくしている芙蓉薫子に驚く。

　この状態は、おそらく……！




「玄げん武ぶ、招しよう来らい！　四神変化！」




　芙蓉薫子に駆け寄りながら、玄武の戦士へと蔵田実親が四神変化するのと同時。

　ドラゴンが芙蓉薫子めがけて、紅ぐ蓮れんの炎を吐きかけた。

　爆ばく発はつするかのような勢いで、凄すさまじい火柱が上がる。

　ドラゴンが吐きだす炎は、何かに燃え移って初めて、四神神社の神官にも見えるようになる。近くにいた神官たちは仰ぎよう天てんし、慌あわててそこから離れた。




「蔵田センパイ！」

「ル子姉っ！」

　何が起こったのか、わからない者がほとんどだったが、かすかにでもドラゴンが見えていた篠原勇輝と安藤奏は、その瞬間を目もく撃げきした。




　芙蓉薫子と蔵田実親が、ドラゴンの吐きだした、あの炎の中にいる────！




（……実親様？）

（お嬢じよう様さま……!?）

　篠原勇輝と安藤奏の声で、その視線の先に注目した玄武神社と朱雀神社の神官たちは、驚きよう愕がくする。凄まじい勢いで轟ごう々ごうと燃え上がる炎の中から、女の悲鳴が聞こえるような……。燃え盛さかるあの炎の中に、まさか────！




（くそっ！）

　西側の配置につこうと動きかけていた篠原勇輝は、四神の戦士最速を誇る白虎の戦士の力で、燃え盛る火柱へと向かったのだが。

　白銀の軌き跡せきを描えがき、元の場所へと戻ってきた篠原勇輝に、安藤奏は駆け寄る。

「勇輝さん！」

「ダメだ、近寄れねぇ！」

　あれが一般的な火か災さいであれば、白虎の戦士の速度なら、余裕で二人を救出できていた。

　だがドラゴンの炎は、幻獣の力によるものだ。四神変化せずにあの炎の中に飛びこんだなら、篠原勇輝であってもただではすまない。骨ほねのひとかけらも残さず、燃え尽きる。

　あの炎の中に、二人はいる────！




　天の戦士へと四神変化した蒼司朗は、清志朗────魔界侯爵を追って飛ぶ。

「清ちゃん！　やめて！」

　優ゆう雅がにも見える所作で、確実にドラゴンを射続ける魔界侯爵へ、蒼司朗は叫さけぶ。

　魔界侯爵と対たい峙じすべく、増大させた浄化の力で淡あわい虹色の光を纏まとう蒼司朗は、ドラゴンを射ようと放たれた矢を、戦いくさ斧おので薙ぎ払う。

　薙ぎ払われて真まっ二ぷたつになった矢は、黒い塵ちりとなって弾けて消えた。




　牛車で待機している若様は、魔界侯爵の矢に射られて暴れ回るドラゴンの被害に、もっとも遭あいにくい場所にいた。

　ドラゴンが墜落する衝撃で、地面が揺れたり、翼の起こした風が吹きつけたりすることはあるが、炎はここまでは来ないし、血ち飛沫しぶきも届かない。

　ぞくりと全身を襲った悪寒に、若様は身を竦ませる。これまでに感じたこともない、嫌なものだ。

「────新庄神官……、何かが、出てくる……！」

　その表現は、的確ではないかもしれないが────。




「は！」

　油断なく身構えるものの、新庄神官には、まだ何も感じ取れない。

（何だ!?）




　牛車のずっと向こう。ドラゴンの血が落ちたあちこちの暗くらがりに、蟲がいた。ドラゴンの血を吸った蟲は、喰くらいあって大きくなり……。




　キイッ……。

　キキッ……。




　出現したモスマンの餌え食じきになっていた。

　蟲の特性も取り入れたモスマンは、見る間に巨大化していく。




　背中の羽を使い、音もなく飛んだモスマンは、近くに来た神官の背後へ迫る。

「南な雲ぐも神官っ！」

　新庄神官の怒ど号ごうにも似た呼びかけに、驚いて振り向いた白虎神社の南雲神官は、見上げるほども大きいモスマンを見て、仰天した。

　とっさに身を翻ひるがえし、霊力を込めた棍こんの一撃で、胴どう体たいをぶち抜く。




「キイッ……」




　腹に大穴を開けても、モスマンは浄化できなかった。

　ドラゴンの血は、人にもそれ以外にも、不死をもたらす────。
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　蟲むしだけでなく、ドラゴンの血も取りこんだことで、モスマンの性質は、より厄やつ介かいで凶きよう悪あくなものに変化した。

「お前、さっき手ェ抜いてたんじゃなかったのかよ!?」

「んなわけあるか！　どうすりゃいいんだよ、これ！」

　応おう援えんに駆かけつけた吉よし岡おか神官は南な雲ぐも神官と二人で、熊くまのように大きな不死身のモスマンを相手に、なかば自や棄けっぱちで戦う。




　モスマンは四し神じん神社の神官にも見える。まさか、こんなときに、バージョンアップしたモノとなって出てくるとは、思ってもいなかったが。




　ドラゴンが吐はいた炎は、結けつ界かい内ないのあちこちを燃えあがらせていた。炎で明るくなった場所には、そのせいでより暗くらい闇やみができる。

　ドラゴンによって荒あらされた場所は、穢けがれやすく、蟲にとっては居い心地ごこちがいい。そこに血が落ちていれば、蟲が群むらがるのは必ひつ至しだ。さらに、血の臭においに惹ひかれて、暗がりを好むモスマンが出現し────。




「面倒くさいことになりましたね……！」

　小お此この木ぎ神官長は、小さく舌した打うちをする。

（前回、蟲を捕食させていたのは、このためか）

　蟲を取りこんだネズミを使って、モスマンには蟲の味を覚えさせてあった。ドラゴンの血の力は、蟲を通してモスマンのものとなった。帝都はドラゴンだけでなく、不死身のモスマンとも戦わねばならない。




　ドラゴン退治の戦力の要かなめとなるはずの四神の戦士は、四神変化できない。

　不死身となったモスマンと神官たちが戦い続けるのには、限界がある。

　そして蒼そう司し朗ろうは……。




「だから、ダメだって！」

　ドラゴンへ向けて放たれる、魔ま界かい侯こう爵しやくの矢を、蒼司朗は戦いくさ斧おので薙なぎ払う。

　瞬しゆん間かん移動を思わせる速度で移動した魔界侯爵は、蒼司朗が阻はばもうともドラゴンめがけて矢を放つ。

　蒼司朗が追いつけなかった矢が突き立ち、ドラゴンは苦痛にもがき暴あばれる。怒り狂くるって矢の射しや手しゆを探そうとするが、魔界侯爵はとてもうまく移動し、ドラゴンに見つからない。

「清きよちゃん！」

　蒼司朗は懸けん命めいに魔界侯爵を追う。




（蒼司朗くん、君は魔界侯爵を倒せないでしょう？）

　小此木神官長はわかっている。

　他の誰だれかでは嫌いやだったから、蒼司朗は自分が魔界侯爵と────清きよ志し朗ろうと対たい峙じすることを望んだのだ。




　────オレが清ちゃんを止めます……！




　蒼司朗は止めると宣言したが、倒すとは言っていない。倒して終わりにしてしまわなければ、何度でも現れるかもしれない。倒さなければ、止められないのに。




　ドラゴンの炎に焼かれるのが先か。ドラゴンの血に触ふれて、腐くさり崩くずれるのが先か。モスマンにやられるのが先か。

　どれも日の光を苦手としていて、一晩凌しのげば、どうにかなるかもしれないものだが、もっとも具体的に見えているのは『全ぜん滅めつシナリオ』だ。

　帝都城下を守しゆ護ごしていた神は消しよう滅めつし、ごっそりと神官がいなくなる。

（これもまた、時代であるなら）

　受け入れねばならない現実なのだろうと、小此木神官長は思う。

　力及ばず。そんなことは、世の中にいくらでもある。




　芙ふ蓉よう薫かおる子こと蔵くら田た実さね親ちかを包みこみ、炎は凄すさまじい勢いで轟ごう々ごうと燃えあがる。

「ル子姉、ル子姉っ！」

　ドラゴンの翼つばさが巻まき起こす強風、砂すな埃ぼこりとともに吹っ飛ばされそうになりながら、安あん藤どう奏かなでは芙蓉薫子を呼ぶ。




　炎は朱す雀ざくの戦士たる者にとって、自在に操あやつれる力ではなかったのか!?

　そして玄げん武ぶの戦士の操る氷ひよう雪せつは、炎に対たい抗こうしうる絶対の力ではなかったのか!?




「……いっつも偉えらそうに格かつ好こうつけてすかしてやがるくせに……！　何ぐずぐずやってんだよ！　陰いん険けん眼鏡めがねのクソ野や郎ろうっ！」

　背後から忍しのび寄る大きなモスマンを後ろ回し蹴げりで吹っ飛ばしながら、喉のどから血が出るかという大声で、篠しの原はら勇ゆう輝きは力いっぱい蔵田実親を罵ば倒とうした。




　途と端たん、鮮あざやかな赤の色を増し、炎が爆ばく発はつするように膨ふくれあがった。




　────朱雀、招しよう来らい！　四神変化！




　ドラゴンの炎を爆ばく発はつさせ、新たなる炎が生まれる。

　炎に焼かれ、炎の中から、新たなる朱雀の戦士が、真しん紅くの翼を広げて飛び立つ。




　そして地上に残った炎を弾はじき飛ばし、激しい氷雪が渦うず巻まく。それは帝国議会議事堂周辺へ吹き荒あれ、あちこちで燃えているたくさんの炎を、一瞬にして閉じこめるほどの、絶対的な氷となる。火の粉こを散らし、周囲の空気を焦こがしていた熱は、冷風に攫さらわれて消え失うせた。炎を閉じこめた氷は音を立て、微み塵じんに砕くだける。




　炎を閉じこめた氷が消失した後、涼すずやかに立っていたのは、新たなる玄武の戦士だ。




（死の瀬せ戸と際ぎわで、吹っ切りましたね）

　小此木神官長は、ほっとする。一度吹っ切れると女性のほうがたくましいので、芙蓉薫子が先に四神変化できたのだろう。




　肩かたで少し息をしながら、頰ほおを上気させた蔵田実親は、潤うるんだ目を瞬しばたたく。

「やぁ、勇輝クン。ごちそうさま」

「……」

　篠原勇輝は蔵田実親が真性のマゾヒストであったことを思い出す。さっきの心の底からの罵倒が、ステキに力へと変へん換かんされたようだ。

「白びやつ虎こ、招来！　四神変化！」

　四神変化する篠原勇輝の声を聞き、安藤奏も続く。

「青せい龍りゆう、招来！　四神変化！」




　四神の戦士、四人の新たなる四神変化によって、四神神社の神官たちにもドラゴンの姿が見えるようになった。

　四神神社の神による加か護ごの力が増していることを、神官たちははっきりと感じる。四神神社の神は、新しく『生まれ変わり』帝都を護まもる存在となったのだ。

「グガアァァッ！」

　恐ろしい咆哮も聞こえるようになり、モスマンと対たい峙じしていて視線を向けられなかった神官も、どこにドラゴンがいるのか、はっきりわかる。




「朱雀炎えん舞ぶ、劫ごう火か招来！」

　朱雀の戦士の麗うるわしい鳥を思わせる真紅の翼が、渦巻く紅蓮の炎を放ち、神官たちへ襲いかかろうとするモスマンの身を焦がす。




「青龍斬ざん撃げき、剣けん乱らん破は砕さい！」

　青龍の戦士である少年の身の丈たけを越す、大ぶりな青龍刀が放つ斬撃は、一いつ閃せんで何十という数のモスマンを薙ぎ払う。




「白虎刻こつ抉けつ、毒どく禍か爪そう爛らん！」

　白虎の戦士は白銀の光と化して駆かけ抜け、その光に触れたモスマンが、微塵に砕け散る。




「玄武凄せい流りゆう、酷こく屍し霧む葬そう！」

　玄武の戦士の放った霧きりに触れたモスマンは、凍いてついて弾けた。



















　神官は空間を結界で閉へい鎖さして、ドラゴンの行動を規制する。自由に飛行できる空域に、制限を加える。

「グギィ！」

　何もないはずの空間に激突し、矢で射られた傷口から血を滴したたらせながら、ドラゴンは苦く悶もんする。




　ドラゴンに向けて矢を射ようとした魔界侯爵は、間へ割りこむようにやってくる天の戦士に、微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　何度振りきろうとしても、追ってくる。目の前に現れる。

（これは────）

　邪じや魔まをするものだ。

　排はい斥せきしなくてはならない。

　虹色の光が閃ひらめく翼で向かいくる天の戦士────蒼司朗に冷たい瞳を向けた清志朗、魔界侯爵レラジエは、弓を引く。

　まっすぐ自分を狙ねらって放たれた矢を、蒼司朗は戦斧で薙ぎ払う。

　こんなのは、まったく清志朗らしくない行動だ。

（あんなものがあるから……！）

　空を蹴り、一直線に魔界侯爵へと飛んだ蒼司朗は、戦斧を振り上げる。

　魔界侯爵の手にあった弓を狙い蒼司朗が振り下ろした戦斧は、あと少しというところで空を薙いだ。

　感情のない冷ややかな表情のまま、弓を背負った魔界侯爵は、蒼司朗を見み据すえサーベルを抜く。斬きりかかる魔界侯爵のサーベルを、蒼司朗は戦斧で受ける。

（清ちゃん……）

　会えて嬉うれしいのに、胸むねが苦しい────。




　モスマンは焼かれ、斬られ、バラバラになったが、不死となった身は、凄すさまじい速さで再生する。一いつ掃そうされたように見えても、それはただ一時だけだ。




　玉たま串ぐしを掲かかげ、小此木神官長は命めいじる。

「四神究極奥おう義ぎ、解禁！」

　所定の位置についた四神の戦士は、集中して、印いんを結び祝詞のりとをあげる。

　四神の戦士による『四神究極奥義』は、特定の範はん囲いに莫ばく大だいな力の渦うずを形成する大技だ。巻きこまれれば、どんな大型の蟲であっても塵ちりと化して一いつ瞬しゆんで消える。小此木神官長が四神の戦士に技の解禁を命じたならば、神官は速すみやかに退たい避ひしなければならない。

　神官たちは暴れるドラゴンを帝国議会議事堂のあたりに留めるようにしながら、非常線の外まで下がる。




「蟲だけを、僕のほうに引きつけられないだろうか!?　別々になら、浄じよう化かできるのだろう？」

「若様!?」

　とんでもない提案に、新庄神官は仰ぎよう天てんする。

　モスマンの得た不死性は、ドラゴンの血を吸った蟲を取りこんだことによる。

「試させてくれ！」

　若様は躊ちゆう躇ちよなく御み簾すを上げた。




　ぞわり……。




　蠢うごめいた瘴しよう気きに、若様の近くにいた神官たちは、背せ筋すじを震ふるわせる。

　蟲は喰くわれても、簡単には死なない。バラバラになったモスマンから分離し、蟲が凝こごる。




　ぞ、ぞぞ、ぞ……。




「くそっ！」

　外がい灯とうの光を厭いとうことなく、若様のいる場所へと迫ろうとする蟲を、新しん庄じよう神官は大型の鎖くさり分ふん銅どうを振り回して祓はらう。

（牛車までは近寄れない。これ以上、近寄らせるものか！）

　奮ふん闘とうする新庄神官へ、鈴すず宮みや神官や佐さ久く間ま神官たちが駆け寄る。

「加勢いたします！」

　そして津つ本もと神官は、若様が考えたことを、正しく読み取った。

「落ちているドラゴンの血の浄化を！　取りこませてはなりません！」

　不死となったモスマンも、癖くせのある性質を持つモノが分離してしまえば、通常のモノへ戻る。退治できる────！




「グガアァァッ！」




　魔界侯爵と斬り結んでいた蒼司朗は、相手の背後へ現れたドラゴンに、ぎょっとする。

（しまった……！）

　魔界侯爵と対峙することに集中してしまい、ドラゴンがどこにいるのか、把は握あくするのを忘れていた。

「清ちゃん！」

　渾こん身しんの力を込め、蒼司朗は斬り結んでいた魔界侯爵を払いのける。そのまま、場所を入れ替わるように、ドラゴンの前へ出て────。




　魔界侯爵の眼前へ立ちはだかった、小さな背中。

　初めて見るはずなのに、魔界侯爵はそれを知っていた。

　ひどくノイズの多い、記き憶おく……。

　────雨ガ降ッテイタ。

　今と同じ装しよう束ぞくを纏う背を、見たことがある。

　────植うえ野の、不偲池しのばずのいけ。

　己おのれが無力であることを、痛感しながら。




『魔界侯爵』は、無力ではない。




　ドラゴンへ真正面から挑いどもうとした蒼司朗の視界が、突然真まっ暗くらになった。斜ななめ後ろに向かって飛ばされる。

「な!?」

（突き飛ばされた!?）

　自分の身に何が起こったのかわからない。

　わからないが────。



















「グガアァァッ！」




　見えたのは、弓でドラゴンの右目を射た魔界侯爵が、炎に包まれる瞬しゆん間かんだった。

　炎の中、魔界侯爵の姿は、燃え崩くずれて、消える────。




（清、ちゃん……？）

　頭のすぐ左横を、ドラゴンの吐きだした火炎が掠かすめた。酷ひどい熱を感じたのに、それはどこか現実味を欠かいていた。




「ガアァァァッ！」

　右目を潰つぶされたドラゴンが、宙を飛びながら苦悶する。




「そこから退どきなさい、蒼司朗くん！」




　小此木神官長の声が、ひどく遠く聞こえた。

（そうだ）

　蒼司朗は思い出す。

　ドラゴンへ近寄ってはいけない。

　四神の戦士が究極奥義を発動させるから、退たい避ひするように命じられていた。

（でも……）

　身体からだが、動かない────。




　四神の戦士がそれぞれの方角で祝詞をこめて練ねりあげた光球が、ドラゴンへ向かい宙を滑るように軽かろやかに移動して集結し────、ひとつになって弾ける────。




　帝国議会議事堂を囲む非常線の内側、ドラゴンがいた上空は、四つの光が重なって生まれた白い光に満たされ、渦巻きながら爆発した。光の渦の中、ドラゴンは塵と化して消える。

　そして、ドラゴンのすぐ近くにいた、蒼司朗も……。




　周囲を真昼のように照らした、究極奥義の放つ圧倒的な力に満ちた輝かがやきに恐おそれをなし、若様へと群むらがろうとしていた蟲やモスマンは、潮しおが退ひくように姿をくらませた。

　神官たちは、ほっとしてから空を見上げ、愕がく然ぜんとする。




「何やってんだ!?　バカチビっ！」

　発動された究極奥義の光の中、消えゆく小こ柄がらな少年の姿に向かって、篠原勇輝は怒ど鳴なる。

「またですか!?」

　蒼司朗が帝都に来たばかりの『蟲むし呼よびの夜』のときを思い出し、安藤奏は眉まゆを顰ひそめる。

「……いや、前回とは違うよ」

　蔵田実親は視線を落とす。

　あのときは、代替わりした奥庭の四神が蒼司朗を助けに飛びこんだ。今回は奥庭の四神と一緒だが、四神神社の神も代替わりを終えている。発動した究極奥義の威い力りよくの規き模ぼが、前回とはまったく違う────。

「蒼司朗くん……」

　芙蓉薫子は長い睫まつ毛げを伏せ、とても直視できないと視線を逸そらした。




　四神の戦士による究極奥義は、捕とらえたモノを一気に分解し、ひとつに圧縮する。放ほう射しや性せい物質と同等の危険物と化したそれは、帝都城の奥深くへと厳げん重じゆうにしまいこまれる。




　光は宙に浮かびながら、小さく小さくなって────。

　四片の花びらが弾け、花開くように、雄お々おしい立りつ派ぱな成せい獣じゆうとなった四神が飛びだした。

　見たこともない展開に、その場にいた者たちは息を吞のむ。




　奥庭の四神は、お庭番を選出することはできても、そのお庭番からの絶対の信頼や敬愛、信しん仰こうを得られるわけではない。帝都を護るためにともに戦いたい、力を貸してほしいと強く願って頼ったから、ようやく力を貸すことができるようになった。

　大きな力を解放するには、それなりの姿が必要不可欠となる。成獣の姿は、もっとも自然体だ。危き機きにある蒼司朗へ、効こう率りつよく力を貸すならば、この姿でなくてはならない。




　かつて奥庭のお庭番だった苅かり谷や純すみ友とも神官が仕つかえていたころより、もっと荘そう厳ごんで立派な姿となった四神は、もう一度、小さな光へと身を沈める。

　四神を収めた小さな光は、虹色の光を纏う少年を、天に向かって押しだす。

　四神でありながら、四神でない。帝都の四方を統すべる聖せい獣じゆう『方ほう王おう』・鳳ほう凰おうの鎧よろいを纏う戦士が、翼を広げて飛ぶ。

　これが、奥庭の四神の本来の四神変化だ。

　奥庭の四神の力を求め、ともに戦いたい、守られたいと願った蒼司朗は、奥庭の四神から大切にされ、これまで誰も辿たどりつけなかった領域へと導かれた。




　皆を見下ろす位置に身を浮かべ、戦斧を握にぎった蒼司朗は、静かに目を開ける。




「鳳凰演えん武ぶ、光こう与よ抒じよ溷こん！」



















　舞まうほども緩ゆるやかに空を薙いだ蒼司朗の戦斧の刃やいばから、金色の光の粒が、帝都全域へと振りまかれた。

　傷ついたものを癒いやし、清めて輝かがやく、温あたたかく優しい光────。

　壊こわれた帝都城下に隠かくれて穢れを振りまいていた蟲や、潜ひそんでいたモスマン、蟲を取りこんだネズミなどが、金色の光の粒に触れ、浄化されて消える。

　究極奥義で圧縮されたものも、解ほどけ、天へ向かって消えた。




　ひらりひらり、ふわふわり。

　浄化を終えた金色の光は、軽かろやかに風に舞い、バニラに似た甘い香を放つ淡あわい紫色の花となる。




　小此木神官長は、差しだした掌てのひらで花を受ける。

（これは……『神様の草』）

　ヘリオトロープ、異国の言葉で『太陽に向かう』という意味の名を持つ花。

　天の戦士に相応ふさわしい花。




　帝都城下全域を浄化した蒼司朗は、静かに降下し────。

　爪つま先さきを道路へ触れさせたところで、四神変化を解いた。

　雄々しい成獣の姿の四神は、蒼司朗に身を寄せ、ぽん！　と赤ちゃんサイズになった。

　ピヨ四神をくっつけた蒼司朗は、がくりと膝ひざを折る。




「────蒼司朗！」

　倒れこみそうになる蒼司朗の腕を、四神変化を解いた篠原勇輝が摑つかんで支える。

「ミギュ？」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は円つぶらな瞳ひとみで篠原勇輝を見上げたが、蒼司朗は顔を上げない。

　ピヨ四神はいつもどおりに見えるので、お庭番である蒼司朗の身にかかった負ふ担たんも、それほどではなかったのだろうと推測できるのだが……。

　チビ白虎は慰い撫ぶするように蒼司朗の頰ほおを舐なめ、チビ青龍は首くび筋すじへ柔らかく鼻はな面づらを押し当てた。チビ朱雀はふわふわの羽う毛もうで蒼司朗を撫なで、チビ玄武のチビ亀かめは頭を擦すり寄せ、チビ蛇へびはそっと蒼司朗の手首へ巻きつく。

　大事には至いたらなかったものの、究極奥義が発動するというのに、退避しなかっただなんて、どんな大おお馬ば鹿か者ものなんだと怒ど鳴なりつけたいところだったのだが、あまりにも蒼司朗の元気がなくて、篠原勇輝は眉を顰める。

「おい、どうし……」

「清ちゃんが、消えちゃった────」

「は？」

　俯うつむいたままの蒼司朗が何を言っているのかがわからず、目を瞬しばたたく篠原勇輝へ、静かに近寄った小此木神官長は教える。

「魔界侯爵は、蒼司朗くんを庇かばって、ドラゴンの炎に焼かれて消えました」

「え？　な、んでコイツを庇うんスか!?　魔界侯爵でしょう!?」

　わけがわからない。小此木神官長は、緩く首を振る。

「先に、蒼司朗くんが魔界侯爵を守ろうとしたからかもしれません」




　瞬間移動するように、高速で居場所を変えられる魔界侯爵は、蒼司朗にかまわず、ドラゴンの死角へと移動することもできたはずだ。だが、彼はそうしなかった。




「────撤てつ収しゆうです！」

　玉串を掲げ、小此木神官長は終了を告げた。




　ドラゴンを退治することができ、帝都城下を浄化して、蟲やモスマンまで退治することができた。新たに力を得た四神の戦士の勇ゆう姿しと、一段上の四神変化を遂とげた天の戦士を目もく撃げきしたことで、神官たちは興こう奮ふん状態だ。

　近くで待たい機きしていた公こう儀ぎ隠おん密みつが、役目を終えた非常線の撤てつ去きよを開始する。




　四神変化を解いた蔵田実親たちは、座りこんでいる蒼司朗たちへと近づく。

　すべての穢れが祓はらわれたので、労ねぎらいの言葉をかけるために若様は牛車を降りる。新庄神官は若様を警けい護ごして、小此木神官長たちのいる場所へと向かう。




　俯いたままの蒼司朗の頰を涙が伝い、ぱたりぱたりと神官装しよう束ぞくへ落ちた。

　声をあげないからこそ、側にいる者まで、胸が潰れそうに辛つらい────。




　修復作業のため、業者の者たちが帝国議会議事堂周辺の様子を確認しようと、うろうろしはじめていた。蒼司朗の腕を摑んだまま、篠原勇輝は小さく舌した打うちをする。

　奥庭のお庭番様のこんな格かつ好こうを、見せものにするわけにはいかない。

「……若様、すみません。コイツも牛車へ乗せてよろしいでしょうか」

　蒼司朗はとても歩いて帰れそうな様子ではない。




「篠原くん、うちの蒼くんをいじめないでね」

　誠実そうな響ひびきの、穏おだやかな少年の声が聞こえ、篠原勇輝はぎょっとして振り向いた。

　そこには帝都学園高等部の制服の上に望もち月づき造ぞう園えんと染そめ抜かれた法はつ被ぴを着た、魔界侯爵として消えたはずの同級生の姿があった。




「清ちゃん！　清ちゃん清ちゃんっ！」

　まさに脱だつ兎と。物もの凄すごい速さで腰こしを上げた蒼司朗が、器用に枝えだ打うち斧おのを握ったまま、清志朗へ飛びついた。

「わぁ！」

　突然、蒼司朗にタックルされ、清志朗はびっくりしながら尻しり餅もちをつく。

「うわぁぁぁぁぁん！」

　清志朗へ馬乗りになり、ぎゅーっとしがみついた蒼司朗は、幼おさない子供のようにギャン泣きした。蒼司朗にくっついているピヨ四神も頭と鼻を動かして、ふんふんふんふんふんふんふんと清志朗の匂においを嗅かぐ。

　何がなんだかわからなくて、きょとんとしていた清志朗だが、泣きじゃくる蒼司朗を見て、篠原勇輝へ視線を移す。

「────篠原くん」

　物静かだが、篠原勇輝を見つめる目は怖い。篠原勇輝は慌あわてて首と手を振る。

「お、俺じゃないぞ、清きよ志し朗ろう！　俺は何もしてないから！　マジで！」



















「清ー、こっちぁいいから、蒼連れて避ひ難なん所じよぉ戻れ。────小此木様、明日、ちょーっとお話ししに伺うかがいまさぁ」

　庭師を連れた望月造園の親方・望もち月づき左さ近こんが、にこやかに声をかけながら、少し離れたところを通りすぎた。望月左近と庭師たちから、殺気のこもった視線を浴あびせられ、小此木神官長は顔を引きつらせて微笑ほほえむ。

「はーい、お待ちしてますぅ」




　派は手でに蒼司朗は泣きじゃくっているが、さっきまでの悲ひ愴そう感かんがなくなって、篠原勇輝たちはほっとした。

　蒼司朗の従い兄と弟こ、望月清志朗は、ごく自然に日常へ戻ってきた。彼に関する記憶も、いつの間にか戻っている。




（魔界侯爵が消えたから、清志朗が帰ってきたのか？）

　どういうことになっていたのかは、さっぱりわからないが、炎に焼かれて消えたのは、清志朗本人ではなかったのだろうかと、篠原勇輝は思う。清志朗には魔界侯爵から感じていた、強きよう烈れつな穢けがれを感じない。

　篠原勇輝に意見を求めるような視線を向けられ、蔵田実親たち、他の四神の戦士は、わけがわからないと緩ゆるく首を振った。




「ピ！」

　清志朗にしがみついて泣いている蒼司朗の頭の上で、チビ朱雀が手て羽ばで天を指し示す。




　ひゅーんと空から、抱だっこサイズのドラゴンが落ちてきて、蒼司朗の背中にぶつかって乗っかった。

「プキャ」

　魔界侯爵の矢で傷つけられ、穢された部分を取り除のぞいた残りが、これらしい。
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　泣き腫はらしたのだろうとわかる真まっ赤かな目をして、清きよ志し朗ろうに手を引かれ、ピヨ四し神じんとドラゴンの幼よう獣じゆうをくっつけて避ひ難なん所じよへやってきた蒼そう司し朗ろうを、伯お母ばの梢こずえは優しく迎むかえ入れた。

「偉えらかったわね、蒼ちゃん。もう大丈夫よ。伯母さんがいますからね」

　幼おさない子供のころのように、ぎゅっと抱だっこして、梢は蒼司朗を可か愛わいがる。

「清くん、蒼ちゃんと一緒に寝てあげてね」

「うん」

　高校生にもなって、格かつ好こう悪わるいと言えばそうなのだが、大人おとなでも疲れが溜たまれば、誰だれかに甘えたくなる。ましてや蒼司朗は、大人にもできないことをやっているのだ。家族に甘えて、エネルギー補給したって、全然かまわない。

　同じ体育館を避難所にしているご近所さんたちも、一仕事終えてやってきた蒼司朗の様子がいつもと違うことに気づいたが、そっと見て見ぬふりをしてくれた。

　ひとつの毛布にくるまって、蒼司朗は清志朗と手を繫つないで眠る。

「プキャ」

「ミギュギュ」

「キュイキュイ」

「ピー……」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗と清志朗の間で、チビドラゴンとピヨ四神が何やら交流していたが、それは霊れい力りよくのない者たちの目には見えない。

　緊張の糸が切れ、ここ数日の疲れが溜まっていた蒼司朗は、帝都へ遊びに来ていた昔のように清志朗にくっつき、安心しきった様子で眠りに落ちた。




　外国人用の避難所となっている外語大学でハイムエンデを見つけた望ぼう威いたちは、彼を監かん視しするため、ここを利用することにした。揺ゆれて怖かったなどと、他の外国人とも気さくに会話をしていたハイムエンデは、避難所から出ることはなかった。

　望威たちは知らないが、ハイムエンデ────夜のエンディミオンは『夢渡り』ができるので、外出しなくても、誰かと接せつ触しよくすることができる。

　エンディミオンは、少し離れたところから夢の中にいる蒼司朗を見つめていた。

　ようやく歩きはじめたばかりの、小さな子供のころの夢を見ている蒼司朗は、清志朗に手を引かれて、嬉うれしそうにどこかへ遊びに出かけている。




「……あんなふうに泣かせるつもりはなかったんだ」

　帝都に放ったドラゴンへ、自分の幻げん獣じゆうであるヴォルガをサポートとしてつけていたエンディミオンは、何が起こったかをすべて把は握あくしていた。

　育ての親だったビョートル老人がいなくなり、同じ身体からだに存在する二つの心を見分けてくれる人が欲しかったから、エンディミオンは蒼司朗を連れていきたかったけれど……。

「君はここにいなくちゃダメだね」

　帝都への執しゆう着ちやくの対象となっている『清志朗』を取り除のぞいてみたら、どうもエンディミオンが欲しかった蒼司朗ではなくなってしまうようだ。




　清志朗の消失に気づいていた者たちは、突然に存在が戻って記き憶おくが正されたことに驚いていた。

　普通の人間ならとても耐えられないほどの、穢けがれた悪あく魔まだったはずなのに、何事もなかったように現れたことを、不ふ思し議ぎがっていた。

（彼が自分から、悪魔の力を欲したのなら、契けい約やくを結んでいたのだろうけど）




　本来なら、悪魔に憑ひよう依いされた人間はただではすまない。しかし、今回の清志朗は、『審しん判ぱん者しや』が頼んだ『アシスタント』だ。清志朗が悪魔を召しよう喚かんしたかったわけではないので、そういう影えい響きようについては、すべて免めん除じよされている。

　魔ま界かい侯こう爵しやくとなり、宙に浮いたり、傷を癒いえにくくする弓矢を射いたりしたとしても、清志朗は人間のままだった。どれほど禍まが々まがしい気を放とうと、自身がそれに穢されたり、毒どくされたりすることはない。

　そして、役目を終えて『魔界侯爵』は『退場』したから、『清志朗』に入れ替わった。




「記き憶おくは全部、消去しておいたはずなのに」

　心の深い部分に、強く印いん象しようづいていたことだったから、きっと行動に出てしまったのだろう。魔界侯爵が蒼司朗を庇かばうなんて、まったく想定外だ。

　想定外といえば。




「……ドラゴン」

　赤ちゃんサイズの奥庭の四神と一緒に、蒼司朗にくっついて眠っている、小さなドラゴンのことを思い、エンディミオンは軽い頭痛を覚える。

　帝都城下に地震まがいの酷ひどい揺ゆれを起こしたり、炎を吐はき散らしたり、毒の血を撒まき散らしたり、あれこれ迷めい惑わくだっただろうが、あの幻げん獣じゆうはいたずらに人に危害を加えるモノではなかった。

　帝都城下を目茶苦茶にしたのは、出現の形を幻獣使いがそう決めたからだし、毒の血は魔界侯爵の矢で傷つけられたからだ。痛い思いをしたなら、悶もん絶ぜつもする。

　見事四神を滅ほろぼしたなら、あのドラゴンは守しゆ護ご神しんとして、この帝都で祀まつられる予定のモノだった。

　魔界侯爵の矢で穢されたところと、癒えない傷を取り除いたら、あんな幼よう獣じゆうに再構成されてしまうなんて、予想もしていなかった。

（おまけに、何だか仲よくなってるし）

　行くトコないなら、ここにいなよという感じで受け入れられて、ピヨ四神と一緒に、しっかり蒼司朗に懐なついていた。帝都神社の社しや務む所しよで蒼司朗が着替えたとき、ピヨ四神と同じようにミルクを飲ませてもらったチビドラゴンは、とてもいい調子で寛くつろぎまくっていた。

　甘やかしてもらえるのは、チビの特権ではあるのだが。

「……」

　エンディミオンは、蒼司朗に可か愛わいがられたチビドラゴンを、むすっと不ふ機き嫌げんな顔で眺ながめる。何だか、おもしろくない。

「お前はこっち」

　エンディミオンは夢の世界を通して、チビドラゴンを回収した。業者に引き取ってもらって、成獣と交こう換かんしてもらえば、またどこかで使える。




　これで、この帝都でする予定だった仕事はすべて終わった。

『神殺しの宴うたげ』は、思ってもいなかった形の結果となった。

（これはこれで、悪くない）

　勝つものが勝つ。それだけのことだ。




　栄さかえる都は、誰だれかに羨うらやまれ、妬ねたまれて狙ねらわれる。

　優秀な幻獣使いだったビョートル老人への礼れい儀ぎを通して、彼が請うけ負おっていた仕事が終わるまで、他の幻獣使いは出てこなかった。

　帝都のあちこちに仕掛けられ、時限爆ばく弾だんのように出現するはずだった幻獣は、前お庭番の苅かり谷や純すみ友とも神官が、命を懸かけて阻そ止ししたので、この十年、帝都は平へい穏おんだった。

（次に帝都へ幻獣を仕掛けるのは、誰なんだろうな）

　数年後か数十年後か、また誰かがここを幻獣で襲おそうだろう。そのとき、幻獣と戦うのは、今の四神の戦士とお庭番とは限らない。もう彼らとは、会えないかもしれない。




「次は、どこに行くんだろうな」

　行き先を決めるのは、昼の人格であるハイムダルだ。エンディミオンはまた一人。話を聞いてくれるのは幻獣のヴォルガだけだ。

「……楽しかったよ、蒼司朗」

　誰かと話したり、一緒に何かを食べたりしたのは、とてもひさしぶりのことだった。

　帝都に来てから、あからさまに敵視してこちらの様子を窺うかがっていた、砂の国の王子様の鼻をつまんで息苦しくさせて、エンディミオンは『夢渡り』を終える。




　寝起きから不機嫌だった望威は、避難所で朝食の焚たきだしを手伝っているハイムエンデを確認した。就しゆう寝しんしたふりをしながら、一晩中ハイムエンデを監かん視しし、帝都の神官たちの行動を探さぐっていた那な智ちは、主あるじたる王子に報告する。

「恙つつがナク終了セリ」

「蒼司朗様はバージョンアップされて、四神から鳳ほう凰おうの戦士になられたとか。歴代のお庭番でも、最高の栄えい誉よらしいですよ」

「Wowワオ！」

「それから、あのドラゴン、このくらいの大きさになって、蒼司朗様がお持ち帰りされたようです」

　抱だっこしてちょうどいい、ヌイグルミサイズのチビドラゴン。

「フ……」

　萌もえ鼻血噴ふん出しゆつ五秒前の望威の頭を、手加減なく入いり谷やは張り倒す。

「妄もう想そうされますより、本物をご覧になったほうがよろしいかと」

　にこやかに提案され、がくんと首を前に折り、俯うつむいたまま耳を赤くした望威は、へらりと笑った。

「……Soソウ goodグツド！」




　今回は訓練だったので、避難所は夕方にはすべて閉へい鎖さとなる。アンケートへの記入を終えれば、帰き宅たくは自由だ。避難所には帝てい都と日につ報ぽうの号外が届いていて、学校は三日後から通常授業を行うと書いてあった。

　他のいろいろな業者と同じく、しばらくの間、望もち月づき造ぞう園えんの作業は予定とは違うものになるだろう。だが、蒼司朗の早朝の予定は、変わらない。

　入谷と那智を店へ戻し、望威は朝食用にもらったオニギリとおかずの包みを持って、オラオラに乗り帝都神社へ向かう。




　早朝からのストーキングは滅めつ多たにしないが、常習者である望威は、どこで待っていれば蒼司朗を見られるか、よく知っている。奥庭の作業を終え、朝食をとりに帝都神社へ向かう蒼司朗は、いつもの格かつ好こうだ。

（アレ？）

　蒼司朗は、話に聞いた小さなドラゴンを連れていない。

　凝ぎよう視ししてしまった望威へ、枝えだ打うち斧おのを持って遊歩道を歩いていた蒼司朗が振り向く。

「望威、おはよう」

　晴れやかな顔の蒼司朗は、熟じゆく睡すいしたのか、頰ほおピカピカだった。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神も、望威へ挨あい拶さつをするが、残念ながらここでは望威にピヨ四神の姿は見えず、鳴き声も聞こえない。だが、ピヨ四神はそんな些さ細さいなことなんて気にしない。

「おはようございマスー！」

　蒼司朗の機嫌がいいのは、望威も何だか嬉しい。ストーキングをやめた望威は、オラオラの手た綱づなを引いて、蒼司朗のいる遊歩道へ出る。

「昨夜、蒼司朗センパイ、格好よかったソウデスネ。活かつ躍やく、見られなくテ残念だったヨ」

「オレ、よく覚えてないんだけど、そうらしいな」

　魔界侯爵がドラゴンの右目を射いて、炎に消えてから、どうも蒼司朗の記憶は曖あい昧まいだ。

　奥庭のお庭番で初めての四神変化をしたと言われても、今ひとつ蒼司朗には実感がない。

「ちっちゃいドラゴン、いないのですネ？」

「あー、あれ、起きたらいなくなってた。奥庭の四神様と仲よくしてたっぽいから、どっか行っても、気にしなくてよさそうだよ」

　帝都に仇あだなす害獣なら、ピヨ四神は嫌きらうだろう。あれもおそらく野生動物だと思うので、勝手にどこかに行ったとしても、仕方ない。

「そうですカ」

　望威にしょんぼりされ、ちょっと迷ってから蒼司朗は教える。

「柳生やぎゆう真ま純すみさんが写真撮ってたそうだから、どこかで会ったら、見せてもらえないか聞いてみればいいよ」

「Ohオウ！　それハ、ぜひネ！」

（写真、焼き増し焼き増し！）

　はあはあはあ！

　息も荒あらい望威は、もちろん、蒼司朗とチビドラゴンのツーショット狙ねらいだ。

　ステキコレクションを増やそうと計画している望威の横を歩きながら、蒼司朗は少し視線を泳がせた。

「えーっとさ、望威、オレ、考えたんだけどさ」

　蒼司朗の雰ふん囲い気きが変わったので、望威は妄もう想そうを一時ストップさせる。

「Whatホワツト？」

「オレ、ひょっとすると、お前の欲しいものをあげられるかもしれない」

「オ嫁よめに来ルですカ？」

　真顔で言った望威の脇わき腹ばらへ、ふざけるなと蒼司朗は肘ひじを打ちこむ。

「いや、マジな話。お前が帝都に来た、目的のもの」

　足を止めた蒼司朗を、望威はまじまじと見つめる。

「────見つけタですカ？」

「いや、そうじゃなくてさ。これから、作るんだ」




　望威と向かいあい、蒼司朗は静かに言う。

「いろいろなことは縁えんで繫つながっていて、協力してもらったり、力をわけてもらったり、運があるっていうのも、間違ってはいないのかもしれない。だけどオレは、帝都で起こっている面倒くさいことは、帝都の人間の力で何とかしなくちゃいけないんじゃないか、って思うんだ。だから、望威が大事にしてる『不ふ思し議ぎの色石』を、オレに関わったせいで使うことになるのは、正直、つらかった」

「……コノ前渡した『呼び寄せの石』、使ってないネ」

　望威は蒼司朗の手助けがしたかっただけなのに。迷めい惑わくだったのだろうかと、悲しげな顔になる望威へ、蒼司朗は微笑ほほえむ。

「オレはあれを、お前のために使いたい。たぶん、できるよ」

　望威は占いによる導きで、帝都に来たのだから。

「デモ、また幻獣ガ出てくるカモしれないデス」

「大丈夫。また皆で戦う。オレたちは負けないよ」




　蒼司朗は水を汲くむように両手を前に出して、静かに念じる。

（望威の大切な人を元に戻すための石を────）

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は興味津しん々しんという様子で、蒼司朗の手を見つめる。




　蒼司朗の手の中に、ぽわり、小さな光が灯ともり……、それは緑色に輝かがやく大おお粒つぶの石となった。




「Wowワオ……！」

　望威は持ち歩いている『不思議の色石』の箱を開け、中身が減っていないのを確認する。

　所持している石を手元に呼び寄せて使うから、『呼び寄せの石』だと思っていたのだが、これは────！




「望威、たくさん助けてくれてありがとう。心配してくれて、ありがとう」

　蒼司朗は望威へ、願いを込めて呼び寄せたばかりの『緑の石』を渡す。

　渡された『緑の石』を胸の前で握にぎりしめ、望威は声も出せないまま、ただ頭を下げた。
















　蒼司朗には奥庭の四神様のご加か護ごがあるが、これが本当に求めていた石なのか、試してみなければ確実なことは言えない。それでも、蒼司朗から渡されたこの石が、望威の宝物となることは間違いない。




（お別れだな、望威）

　年下のくせに図体が大きくて、低い身長がコンプレックスである蒼司朗にとっては、いるだけで理り不ふ尽じんに腹立たしいが、優しくて騒そう々ぞうしい少年は、帝都に来た目的を果はたした。




　ハイムエンデが寮りようの調理師をやめることを、蒼司朗が宮みや迫さこ調理師から聞いたのは、学校が始まる前日、彼が帝都を出る日のことだった。清きよ志し朗ろうと望もち月づき造ぞう園えんの作業へ行くのに、たまたま寮で待ちあわせていた蒼司朗は、とても驚いた。

「坂さか上がみさんが戻ってくるからね」

　もともとが、臨りん時じ雇こ用ようの職員だ。坂上調理師が職場復帰するのなら、ハイムエンデはもう働かなくてもいい。

　船の出る横よこ濱はまへ向かうため、電車に乗るハイムエンデを、蒼司朗は追いかける。




　存在を認識できない奇き妙みような外国人で、帝都にいる間中、ずっと監かん視しがついていたが、彼が帝都に害を成すところを見た者は誰もいなかった。幻獣と繫つながりがあるのかはわからないが、帝都から去ってくれて、監視していた者たちは少しだけほっとする。




「ハイムさん！」

　駅のホームで蒼司朗に呼び止められ、ハイムエンデはとても驚いた。

「蒼司朗もコレに乗るんカイの？」

「ハイムさんを見送りに来たんですよ！　教えてくれたら、皆で見送ったのに……！」

「ミギャギャ！」

「キュウキュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神にとってハイムエンデは、供く物もつを捧ささげてくれた信者の一人である。

　息を切らして走ってきた蒼司朗へ、ハイムエンデは微笑む。

「よかったトに。ソガン気ぃつかわいでモ」

「でも……！　帝都で、最初にハイムさんと話をしたのは、オレですから」

「最後も、蒼司朗たちじゃネ」

　ハイムエンデは笑う。故こ郷きようを持たないハイムエンデにとって、出会いや別れなんて、日常的なことなのかもしれない。でも、蒼司朗は違う。

　ホームに電車が入ってきて、降りる客が車内から出てくる。

「……あの、オレ、ハイムさんの────」

　中にいる、もう一人のことを知っている。

　言おうとした蒼司朗に向かって、ハイムエンデは唇くちびるの前に人指し指を一本立てて、声を出さずに言った。

（It'sイツツ aア secretシークレツト）




　ハイムエンデの夜の人格であるエンディミオンは、昼の人格であるハイムダルが何をしていたのか知ることができる。だがそれは、ハイムダルが見たり聞いたりしたことだけだ。考えていることはわからないし、見聞きしていないものを知ることはできない。




　気難し屋の猫ねこは、構うと嫌いやがって、その場からいなくなる。長くそこにいてもらうためには、わざと無関心を装よそおうことも、必要なのだ。

　一人だけど、一人じゃない。ビョートル老人の後を継つぎ、世界中を旅しながら仕事をしているハイムエンデは、どんなときでも、決して寂さびしくはない。




（ハイムさんは、わかってる……）

　蒼司朗がわざわざ言うまでのこともない。ハイムダルはエンディミオンの存在を大切に思い、今後もずっと、関係を続けていこうとしているのだ。
















「療の厨ちゆう房ぼうでのお仕事、ありがとうございました。お元気で」

「蒼司朗たちもナ」

「ミギャギャ」

「キュウキュウ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

　小さく手を振って、ハイムエンデは電車に乗った。扉とびらが閉まって、電車は走りだす。

　蒼司朗はホームの端はしまで行って、ハイムエンデの乗った電車を見送った。

「ちょっと寂しくなるな」

　しょっちゅう財さい布ふを落とす、そそっかしい人だったけれど、料理はとても上手じようずだった。

　鯛たい焼やきを気に入っていたとか、いろいろ思い出してから、あれ？　と蒼司朗は思う。

（最後も蒼司朗たち？）

　複数形、ということは。

「……ハイムさんにも、見えてたのかな」

「ミギュ？」

　そんな素そ振ぶりは、まったくなかったけれど。

　蒼司朗が気づいていないだけで、ピヨ四神が見える人は、案外多いのかもしれない。




　ハイムエンデを見送った蒼司朗が改札を出るころ、清志朗が駅へ来た。

「電車、行っちゃったね。ハイムさんとお別れできた？　蒼くん」

「うん。ちゃんと会えたよ。清ちゃんは、ひと足遅かったね」

「おいしいご飯、ありがとうと、お疲れさまでしたって言いたかったな」

　蒼司朗は清志朗と二人で、望月造園の作業場所へ向かう。




「夏越祓なごしのはらえまでには、帝都は復ふつ興こうするよ。このくらいの地震なんて、よくあるからね」

　帝都民は今、楽しい明日を迎えるためにがんばっている。

「ホント、たくましいなぁ」

「壊こわれたなら、新しく作ればいいだけさ」




　店の前を通った蒼司朗と清志朗を見つけ、扉を開いて時計店の主人が声をかけた。

「蒼司朗様！　お預かりしておりました時計、できてますよ」

　部品を取り寄せていたという、祖そ父ふの形見である時計の修理が終わったようだ。

「ありがとうございます。じゃあ、受け取っていこうかな」

「はいはい。少々お待ちを」

　どうぞ店の中へ入ってくださいと、時計店の主人は蒼司朗たちを促うながす。




「ピ！」

　蒼司朗の頭の上で、チビ朱す雀ざくが鳴いた。




「────ひったくりだ！」




　誰だれかの声がして、蒼司朗たちがいるほうへ向かって、男が一人、歩道にいる他の通行人を押し退のけるようにして駆かけてくる。

　愛用の枝打ち斧を、くるりと回して、蒼司朗は歩道の真ん中へ出る。




「お庭番、望もち月づき蒼司朗、────参る！」




　帝都の平和は、可愛い四神様を連れた一人の少年によって、今日も守られている。








了
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　災さい害がい直後に閉へい鎖さされた帝都が、そのまま避ひ難なん訓くん練れんに移行したことは、近きん隣りんの圏けんだけでなく、全国へ速すみやかに伝えられた。

　避難訓練が終了した翌よく日じつ、帝都の閉鎖は解とかれた。災害による死者はいないと知らされていても、閉鎖中は個人的な連絡が一切できなかったので、帝都の外の者たちはやきもきした気分で、閉鎖が解かれるのを待っていた。




「蒼そう、怖かっただろ。大変だったな……！」

　外から帝都へ入ることができるようになって、真っ先に望もち月づき造ぞう園えんへやってきたのは、巌いわ手て圏けんの若様である安あ倍べ孝たか信のぶだった。

　訪問者を迎むかえに出た玄げん関かんで、がばっと安倍孝信に抱かかえられ、蒼そう司し朗ろうは仰ぎよう天てんする。

「孝信様!?　ど、どうしたんですか、お一人で」

　見回したが、いつも一緒にいるはずの、警けい護ごの公こう儀ぎ隠おん密みつ、常磐ときわ湊みな斗とがどこにもいない。

「湊斗は巌手の圏屋や敷しきのほうへ行ってる。あっちの様子も見なきゃいかんからな」

「いや、来るの逆だよ！」

　巌手圏の若様としては、帝都在住となった元巌手圏民よりも、現巌手圏民が身を寄せているだろう、圏屋敷に向かうべきだ。

「あっちはオレでなくても、かまわない。でも蒼には、オレじゃないとな」

　にこっと微笑ほほえんだ安倍孝信は、蒼司朗の頰ほおを撫なでる。

　身分の違いはよくわかっているはずなのに、幼おさないころ、可か愛わいがってもらったお兄さんに戻ったようで、蒼司朗の鼻の奥がツンと痛んだ。




「ミギャギャッ！」

「キュキュッ！」

「チュピピッ！」

「「（しゃー！）」」

　突然、安倍孝信に蒼司朗が抱えられて、ピヨ四し神じんは猛もう抗こう議ぎだ。可愛い女の子や、優しい女の人は大好きだが、ちょっと怖いから大人の男の人をピヨ四神は苦手としている。

（あぁ、ごめんごめん、興こう奮ふんしないで……）

　蒼司朗はピヨ四神を宥なだめたいのだが、安倍孝信にがっちり拘こう束そくされていては、それもままならない。

「蒼の好きな菓か子し持ってきたからな。みんなで食べよう」




　お菓子♡




　ぴたっとピヨ四神は抗議をやめた。

『見えている』安倍孝信は、にこっとピヨ四神へ微笑みかける。

「蒼を守ってくれているお礼です。奥庭の四神様には、たくさん召めし上がっていただかないと」

「ミギャッ」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　甘えた声で鳴いたピヨ四神は、キラキラ目で安倍孝信を見上げ、ご機き嫌げんになった。

「……孝信様」

「んーだよ、帝都の守しゆ護ご神しん様さまなんだから、供く物もつを捧ささげるのは当然じゃん」




　圏屋敷での仕事を押しつけられ、迷めい惑わくしただろうと思っていたのだが、安倍孝信を迎えにきた常磐湊斗に、気分を害した様子はなかった。

「圏屋敷の庭も、いくらか荒あれていたようですので、お仕事をお願いします」

「元どおりにしてください」

　巌手圏の圏屋敷の庭は、十六年前、蒼司朗の父が巌手城の庭を作り替えたときの形になっている。これを直せるのは、望もち月づき左さ近こんだけだ。

「ありがとうございます。明日にも、一度、様子を見にお伺うかがいいたします」

　左近は安倍孝信へ深々と頭を下げた。




　作業をするため、蒼司朗がピヨ四神を連れてやってきた帝都城奥庭の前の遊歩道には、一人の中学生がいた。

「……桐生きりゆうくん」

「お元気そうで何よりです」

　桐生瑛えい二じは恭うやうやしく頭を下げ、ピヨ四神へ霊れい力りよくで作ったキラキラを飛ばした。

「心配して来てくれたんだ？　オレなら奥庭の四神様が一緒だから、全然大丈夫だよ」

　にこっと微笑んだ蒼司朗に、桐生瑛二は、眉まゆを吊つり上げる。

「そんなことわかってますよ！　社交辞じ令れいです！」




　ふわふわと飛んでくるキラキラを待ち受けて、ピヨ四神は大きく口を開けた。

　あーん♡　ぱっくん！　うまうま♡




「あ、そ、そうだよね。はは、ゴメンゴメン……！」

　桐生瑛二の嚙かみつくような剣けん幕まくに圧倒されて、蒼司朗は作り笑いする。




　奥庭のすぐ近くを通りかかった小お此この木ぎ神官長は、桐生瑛二へ教える。

「桐生くーん、蒼司朗くんは、お父さんの上をいきましたよー」

「は!?　何ですか、それ！」

　ぎょっとした桐生瑛二は、蒼司朗へ向き直る。

「どういうことですか!?」

「い、いや、オレ、そのときのこと、よく覚えてなくて……！」

　胸むな倉ぐらを摑つかみあげられそうな勢いで間を詰められ、蒼司朗は助けを求めて小此木神官長のほうへ目をやる。小此木神官長は言うだけ言って、すたこらと逃とう走そうしていた。

「ちょっと！　小此木神官長っ！」

　蒼司朗が大声で呼んだので、小此木神官長は振り向いて教える。

「奥庭の四神様が、君が写真で見たお姿よりも大きく格かつ好こうよくなっちゃって、蒼司朗くんは鳳ほう凰おうの戦士になったんですよ！」

「はぁ!?」

　桐生瑛二は仰天し、問い詰めようとしたが、小此木神官長へ視線を向けている間に蒼司朗は奥庭の門の中へ逃にげこんでいた。

「望月先輩！」

　追いかけたいが、桐生瑛二は奥庭へ入ることはできない。

（……作業が終わったら、出てくる）

　蒼司朗を待とうとする桐生瑛二の姿を、遊歩道を歩いてきた小学生が見つけた。

「────桐生さん！」

　幼い声で呼ばれて、桐生瑛二はギクリとする。この声は……。

「ウサギを心配して来てくださったんですね！」

「い、いや、僕は……！」

　帝都小学校のウサギ大好き少女・大おお崎さき晴はる香かは、桐生瑛二に駆かけ寄る。目の前に来た大崎晴香が抱だっこしていた白い子ウサギが、ぴょんと桐生瑛二へ向かって飛んだ。

（ヒイィィィ！）

　反はん射しや的てきに受け止めてしまったが、動物嫌ぎらいの桐生瑛二にとって、飛びついてきた子ウサギは、恐きよう怖ふの対象だ。

　再会を果はたした（大崎晴香視線）桐生瑛二と子ウサギに、大崎晴香は感動する。

「どうぞウサギたちに会っていってください！　わたしも今から行くんです！」

　子ウサギを抱えたまま固まった桐生瑛二は、抵てい抗こうもできず、年下の少女に帝都小学校へと引っ張られていった。




　桐生瑛二から逃げて奥庭の作業を始めてしまった蒼司朗は、自分の態度を反省する。

（……お父さんが奥庭のお庭番だったんだから、桐生くんが気になるのは当然だよね）

　尊敬する父親の『上をいった』なんて、まったく聞き捨てならないことだ。

（誰だれか、ちゃんと見ていた人に、話をしてもらわないと）

　魔ま界かい侯こう爵しやくが目の前でドラゴンの炎に焼かれて消えた、あの瞬しゆん間かんがあまりに衝しよう撃げき的てきで、蒼司朗はあれ以降の記き憶おくが曖あい昧まいだ。新しい四神変化をしたらしいが実感がない。




「望月蒼司朗、お客様だ」

　奥庭の作業を終える蒼司朗へ、若様が声をかけた。

「オレにお客ですか？」

「ミギャミギャッ！」

「キュイキュイ」

「チュンチュン」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は遊んでいた場所から、だーっと走っていった。

「お、おいっ……！」

　ダッシュでピヨ四神がいなくなり、蒼司朗は驚く。

　ピヨ四神は単たん独どくでは奥庭から出られない。だが、手の届くほどの距離なら問題はない。




「おぉ！　息そく災さいであったか！」

「ミギャギャギャギャー！」

「キュイー！」

「ピピッチュチュ！」

「「（しゅー！）」」

　門の前まで来ていた幼よう女じよへ、ピヨ四神は飛びついた。




　この距離まで奥庭へ近づくことを許されている、若様によく似た面おも差ざしの、金色の髪かみの幼女を見た蒼司朗は、目を丸くする。

「────アンジェ姫」




　大だい英えい皇こう国こくの親しん善ぜん大たい使しとして世界各地を飛び回っている幼い姫君は、舐なめたりじゃれついたりして甘えるピヨ四神を抱っこして、くすぐったそうに笑いながら、蒼司朗を見上げる。

「東とう方ほう印いん度ど会社の視察で、近くにおったのじゃ。此こ度たびの災さい難なんの噂うわさを聞きつけての。食糧の援えん助じよをさせてもらいに参上した」

　国際的支し援えん活動は立りつ派ぱな行いだ。災害発生の知らせを受け、早々に援助物資をまとめて船に乗ったのだろう。

「会いたかったぞ、蒼司朗！」

　年ねん齢れい相応の幼い微笑みを浮かべた姫は、ピヨ四神を抱っこしたまま蒼司朗へ飛びついた。

　大英皇国の姫の援助活動ともなれば、帝てい都と日につ報ぽうで知らされそうなものだが、そんな号外は見ていない。ラジオのニュースでも、流れていない。

「え、っと、お忍しのびですか？」

　訊たずねた蒼司朗に、姫は朗ほがらかに笑った。

「前乗りじゃ！」

　奥庭の近くの遊歩道で控ひかえていた、姫の警護の公儀隠密が、蒼司朗へ深々とお辞じ儀ぎをした。影かげ武む者しやは、前回同様、後から来るらしい。




　クエーッ！




　どこからか聞こえた奇き怪かいな鳴き声に、蒼司朗に抱っこされた姫は、びっくりする。

「何じゃ？　何がおる？」

「あー、あれね……」

　蒼司朗は声の主ぬしの想像がついて、ちょっと視線を空へ泳がす。

（実物見たほうが早いよな）

　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずと言うし。

「おーい！　望ぼう威いー！」

　蒼司朗がどこかへ呼びかけると。




　ドッドッドッドッドッ……！




　力強く地面を蹴けり進む足音が近づいてきた。

　油断なく身構えた姫の警護の公儀隠密へ、若様は警けい戒かいしなくていいと合図する。

　もうもうと砂すな煙けむりを巻まきあげながら、駝だ鳥ちように乗った王子様が奥庭の前の遊歩道へ来る。




「クエーッ！」

「センパイ！　どうしました、カっ!?」




　門の開かれている奥庭へ顔を向けた望威は、小さな四神様を抱えた金髪の幼女を抱っこする蒼司朗を目もく撃げきした。何てステキな、小さいものパラダイス！




「フォ─────！」




　絶ぜつ叫きようとともに飛び散る鼻血。

　姫様は怯おびえて蒼司朗へしがみつき、警護の公儀隠密も逃にげ腰ごしになる。




「やかましい！」

　どこからか現れた篠しの原はら勇ゆう輝きが、駝鳥の上の望威へ飛び蹴りをお見み舞まいした。

　姫を蒼司朗に任せ、若様は篠原勇輝と公務へ向かう。




　姫は望威の駝鳥で、帝都城まで送ってほしいとリクエストした。望威は蒼司朗ごと姫を駝鳥に乗せた。姫の警護は、身を潜ひそめながら同行する。

「おぉ！　なかなか快適じゃな」

　初めての駝鳥体験は、姫のお気に召したようだ。




　望威は、待たい望ぼうの『緑の石』を手に入れたのだが。

「え？　望威、お前、砂の国に帰らないの？」

「マダ留学の途中デス」

　もうしばらくは帝都にいるらしい。



















「お庭番様！　何か協力できることがありましたら、遠えん慮りよなく言ってください！」

「困っていることはありせんか？　お庭番様！」




　行く先々で蒼司朗は、帝都の外から援助活動に来たたくさんの人に声をかけられた。顔に見覚えのある人も、何人もいる。

（たった八カ月……）

　蒼司朗は帝都に来て、まだ一年にも満たない。だが、その間に、知り合いが増えた。名前を呼んでくれて、顔を見て、懐なつかしいと思える人たちが、たくさんできた。




「帝都へ、ようこそ」





二○一六年九月十五日　流ながれ　星せい香か　　長らくご愛読、ありがとうございました♡
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９月28日生まれＢ型。梅花女子大学教授。

大阪生まれ大阪育ちの大阪在住大阪人。お祭騒ぎ大好きな明るく正しい子供の味方である♡　戦国時代ファンタジーでデビュー。

ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表、西洋風現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富。お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子から元気をたくさんもらっている♡
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Kuya Sakaki




初めての挿絵の仕事がお庭番で、毎回挑戦・勉強で、蒼君達には随分迷惑を掛けた気がします。

８年間、お庭番の世界に触れる度、温かい場所に迎えられたような、安心感がありました。

望月蒼司朗君という、素敵な男の子を描き続ける事が出来たのは、とても、幸せな８年だったと思います。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




夏な越ごしの祓はらえと明日あしたの約やく束そく
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